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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和元年7月31日現在　（　）は前月比

人　口 1,281人 （－2）
　男 602人 （－1）
　女 679人 （－1）
世帯数 617戸 （－1）
昨年同期の総人口 1,317人  世帯数629戸
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　　　　いつまでたっても開けない梅雨空を気にし
ながらも、学校ではいつも通りの水泳の授業が始ま
りました。そして、例年よりも少し遅れた梅雨明け後
は、真夏の太陽の下、元気にプールの授業が各学年
で行われました。
　今年も各学年で取り組んできた水泳の力を全校
児童、保護者の皆さんに見ていただく校内水泳大会
が行われました。水深のある大プールにも果敢に
入って挑戦した1・２年生のビート板リレーや、上級生
に負けない力泳を見せた３・4年生の混合リレー、ク
ロールや平泳ぎ、背泳などの各泳法で軽く泳いでいるのに水の上をスイスイ泳ぐ５・６年生など、ひと月ほど行っ
てきた水泳の授業の成果を十分発揮することができました。最後にやった、渦巻きづくりも、楽しく良い思い出に
なったようです。
　また、水泳大会には、今年もみどり保育所のみどり組さんが参加してくれましたが、大会前に1年生や５・６年生
とプールでの交流も行われ、例年以上に保小の交流が深まった大会となりました。
　4年生以上の学年は、7月24日に奈半利小学校プールで行われた中芸水泳交歓会に向けての強化練習にも取
り組み、出場した５・６年生は、それぞれ自己ベストを出したり、入賞を果たすなど、立派な成績を収めることができ
ました。わすか２日間という短い練習期間でしたが、集中して取り組んだことや、その後の自由水泳への参加、３・４
年生対象で行われた補泳教室への参加で、北小児童の泳力はこれまで以上に向上したと感じました。来年以降も、
低学年からの泳力の向上を目指し、校内や、中芸水泳交歓会で活躍できるよう頑張りましょう。
　校内水泳大会、ならびに中芸水泳交歓会で、大きな声援を頂いた保護者の皆さま、ありがとうございました。

学 校 通 信 School communication

1 夏に鍛える
　　　６月２８日（金）安芸警察署のスクールサポーターの方にご来校いただき、１年生対象非行防止教室、２年生
対象喫煙防止教室、３年生対象薬物乱用防止教室を実施しました。少年非行、喫煙や薬物の害等について詳しく説
明していただきました。 今回の学習を通して、他人事でなく自分事として、正しい判断と行動ができるよう常に意識
してほしいと思います。 

  
　７月３日（水）レモン・綾・クレールさんをゲストにお迎えしました。
まずは、クイズを交えてのフランス紹介をしてくださいました。
また、フランス語講座では、Bonjour.（こんにちは。）
Comment allez-vous?（ごきげんいかがですか？）などのあいさつや
Je m'appelle ～（私の名前は～です）、J'ame ～（私は～が好きです）
などを練習しました。 Merci beaucoup.

　７月８日（月）、日本赤十字社講習指導員柚村誠さんが、とても丁寧に詳しく講習をしてくださいました。
心肺蘇生法やＡＥＤの使い方などの講義や救命処置としての胸骨圧迫（心臓マッサージ）やＡＥＤによる電気ショッ
クなどの応急手当を体験できて貴重な時間となりました。 本番さながらに、全員真剣に取り組むことができました。
人命救助は、一人の力だけでは不十分で、その場に居合わせた人が協力し、命を守るという同じ目的のため共に迅
速に的確に活動することが必要です。

　７月２０日（土）第７３回高知県中学校総合体育大会が春野総合体育館で行われ、北川中学校バレー部が安芸地
区代表として出場しました。１回戦は今回の大会準優勝チームの高知学園と戦いました。第１セット北川１２－２５高
知、第２セット北川９－２５高知で、残念ながら２回戦進出はできませんでした。しかし、相手チームの強烈なアタック
をレシーブしたり、サーブをパスでつないだり、チームワークを発揮することができていました。次回の県秋季大会
で納得のいく結果を出せるよう部員一丸となり頑張ってください。
　保護者、地域の皆様方、温かい応援、本当にありがとうございました。

2 7月の行事
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員流交
国　際

手助導指
外  国  語
ノ ー ラ・ フ ァー リ ー &
デ ィ ビ ット・ ク ラ ッ テ ッ ン バ ー グ

はじめまして

　こんにちは、僕の名前はデイビッド・クラッテンバーグです。カナダから来ました。出身地はカ

ナダの東海岸にあるノバスコーシャ州です。これからの北川村での生活を嬉しく楽しみにして

います。

　僕は外にいるのが大好きなので、趣味のほとんどは野外スポーツです。特に五歳から始めた

ハイキングが大好きで、カナダ、イギリス、ハンガリー、ポーランド、スロベニア、タイ、ラオス、カ

ンボジアなど、世界中の色々な場所でハイキングをしたことがあります。日本でハイキングするのを楽しみにしてい

ます。高知県にたくさんの美しいハイキング道があるそうです。ハイキングの他に、サイクリングも水泳も大好きで、

高知県にいる間はこのようなこともしたいです。

　もう一つの趣味は読書です。本は何でも好きですが、一番好きなのは推理小説です。日本の名作家の作品を読む

のを楽しみにしています。特に、日本で一番いいといわれる村上春樹さんの作品に興味があります。今から三年前に

始めたヨガも大好きです。ヨガは体を柔らかくするし、心を穏やかにします。北川村で、一緒にヨガをしてくれる人に

会えるでしょう。

　そして、旅行が大好きです。数年前から僕は日本を旅行する機会を待っていたので、やっと来られてとても嬉しい

です。来日する前に、東南アジアを旅行しました。シンガポール、マレーシア、タイ、ラオス、ベトナム、カンボジアで

バックパッキングしましたが、どこに行っても同じことを言われました：「日本に行ってみな。」

　自己紹介を読んで下さって、ありがとうございます。北川村の生活に慣れて、皆様と仲良くするのをとても楽しみに

しています。

　はじめまして、私はノーラ・ファーリーと申します。今年8月から北川村教育委員会で国際交

流員として勤めさせていただきます。出身地は米国の北の方にあるミネソタ州です。ミネソタ州

は何が有名かと言いますと、雪と湖が多いことで知られています。私はミネソタの一番大きい

街、ミネアポリス市に生まれ育って、14歳から日本語を勉強するようになりました。高校では日

本語のプログラムがなかったので、色々な方法で4年間独学を続けました。大学は比較言語学

と声楽を勉強しました。比較言語学というのは、2，3ヶ国語を勉強し、比べる専攻です。私の場合は日本語、フラン

ス語、アラビア語の三ヶ国語を勉強しましたが、その中から一番できるようになったのは日本語です。その理由は、

大学三年の時に１年間東京で留学したことです。

　東京にいる間、カラオケはもちろん、バンドサークルにも入ったり、歌のレッスンを受けたり、ライブに行ったり、ピ

アノ教師のホストマザーと童謡を歌ったり、CDを山ほど買ったり、高校時代から愛し続けてきた日本の音楽を精一

杯満喫できました。北川村に居ても、音楽への情熱は消えないでしょうから、是非一緒に音楽を楽しみましょう。

　これから小学校への訪問や英会話グループなど、色々な交流の機会がありますが、北川の皆様にお会いできるの

をとても楽しみにしております。どうぞよろしくお願い致します。
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　民生委員・児童委員を8年3ヶ月の長きに渡り、地域福祉の推
進にご尽力いただきました、和田和恵さんに厚生労働大臣・高知
県知事より感謝状が贈られ、村長より手渡されました。

　7月28日（日）に中芸消防大会が開催さ
れました。
中芸消防署で行われた式典では、北川村
消防団から坂本末光さんが永年勤続功労
彰を受賞されました。
　式典終了後は中芸消防署内で「応用操
法競技」が行われ、この日のために練習を
重ねた団員が、自動車ポンプの部・小型ポ
ンプの部で競技に参加し、第2位の成績を
修めました。
　また、10月には高知県の操法大会があ
り、中芸地区の代表として北川村が小型ポ
ンプの部に出場します。県大会に向け、も
う練習を始めておりますので応援よろしく
お願いいたします。

和田和恵さん
民生委員・児童委員退任

中芸消防大会開催

表彰者

永年勤続功労章（30年） 部長 坂本　末光

種　　別 階　級 氏　　名
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　民生委員・児童委員を8年3ヶ月の長きに渡り、地域福祉の推
進にご尽力いただきました、和田和恵さんに厚生労働大臣・高知
県知事より感謝状が贈られ、村長より手渡されました。

　7月28日（日）に中芸消防大会が開催さ
れました。
中芸消防署で行われた式典では、北川村
消防団から坂本末光さんが永年勤続功労
彰を受賞されました。
　式典終了後は中芸消防署内で「応用操
法競技」が行われ、この日のために練習を
重ねた団員が、自動車ポンプの部・小型ポ
ンプの部で競技に参加し、第2位の成績を
修めました。
　また、10月には高知県の操法大会があ
り、中芸地区の代表として北川村が小型ポ
ンプの部に出場します。県大会に向け、も
う練習を始めておりますので応援よろしく
お願いいたします。

和田和恵さん
民生委員・児童委員退任

中芸消防大会開催

表彰者

永年勤続功労章（30年） 部長 坂本　末光

種　　別 階　級 氏　　名
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
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ゆずFeS夏休みスペシャル開催!!
　7月29日～8月25日にかけて体験型イベントゆずFeSの夏休み特別編が開催されまし
た。高知県内外を問わず多くの方々にご参加いただき、中芸地域の魅力を体感していた
だくことが出来ました。
　北川村では、「大阪弁のおっちゃんのオクラ畑 おばちゃんのオクラ料理フルコース」のプ
ログラムが実施され、案内人の新徳勝さんと実際にオクラを収穫して、とれたてのオクラを
奥さんの美代子さんが調理してふるまいます。アットホームな雰囲気と次々出てくる肉巻き
オクラやオクラキムチ、オクラのお好み焼きなどの料理に、参加された方々は大満足でし
た。特にオクラが大好きな男の子が全部のオクラ料理を何度もおかわりして、とても楽しん
でくれていることが伝わってきました。
　11月頃には次回のゆずFeSが開催予定です。ご興味のある方は速報をお待ちください。

日本遺産サミットin高知　１０月１２日（土）・１３日（日）
　来たる2019年10月12日・13日の2日間にわたって、日本遺産の祭典「日本遺産サミット」が高知市の
帯屋町アーケードで開催され、全国から日本遺産に認定された83地域が集まります。
　当日は、全国の日本遺産認定地域の名産品やスポットの紹介、体験ができるブースも設置される
予定です。さらに、12日（土）に実施される日本遺産シンポジウム（ザ・クラウンパレス新阪急ホテル 
12：30～14：30）では、田野町の公認キャラクターでもあるタレントの「ユージ」さんのスペシャルトーク
が決定しています。当協議会でもブース出展や中芸地域の魅力を広める公開講座
などを予定しています。
　日本遺産の開催期間中には森林鉄道の遺構である田野町の立岡二号桟道で
イルミネーションを実施します。イルミネーションでは、たくさんのゆずランプが必要とな
るため、体験型イベントゆずFeSでもプログラムとして製作されるほか、中芸地域のお
住いの方々にも製作に参加していただけるようなイベントを計画中です。ぜひ10月の
連休には、帯屋町へも行き、全国の日本遺産認定地域を体感してみてください。

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

お弓祭り 立岡二号桟道 旧市川医院

イメージ図

中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

　7月28日（日）に中岡慎太郎館を会場に夏休みの作文教室を開催しました。
　今から約150年も前に、自身の考えを文章化し、4つの論文を残した中岡慎太郎の生誕地で、
未来を担う子供達に自分の考えを文章にする方法を学んで貰いたいと考え企画しました。
　対象は小学4年生～6年生と保護者。その場で作文を書く事を主な目的とした教室ではなく、
『作文の書き方』を学んで貰う事が目的です。保護者の方にも一緒に学んでいただく事で、自宅に
帰ってから、子どもさんと一緒に作文を書く作業を行って貰えます。
　指導はHOT　STUDY　HOUSE　高知　代表の高橋美穂先生。実は、高橋先生は北川小中
学校で同様に作文や読書感想文の書き方を指導されています。今回、北川村からは小学校の生徒
さんが一人だけ、生徒さんだけで参加してくれていました。それ以外の参加者は高知市内から室戸市までの各地域からのご参加で、高
橋先生の教室は初めての参加者ばかり。
　約80分の指導で、感心させられるほどに皆さん熱心に、集中して作業をしていました。
　最後に、北川小学校からの参加者の生徒さんが作文を発表しましたが、80分でまとめたとは思えないほどにしっかりとまとまってい
て、取材に来ていた高知新聞の記者さんが驚き、『本当に、今、書いたんですか!?』と訊ねるほどでした。
　小学校での作文の書き方指導の成果ですよね。
　北川村の小学生が堂々と皆さんの前で自分の考えを発表している姿を誇らしく感じました。

【慎太郎塾】 夏休み  作文教室

　今年度、6回開催を予定している「慎太郎学習会」。
　中岡慎太郎の偉業・遺徳を学んで貰おうと当会が主催し、中岡慎太郎館の豊田満
広学芸員が講師を務めてくださっている慎太郎の学習会の第2回目を7月20日(日)
に、中岡慎太郎館で開催しました。
　今回のテーマは『土佐勤王党』。
　「土佐勤王党の活動目的」、「リーダー武市半平太の政治ビジョン」、「主な行動」、
「土佐勤王党の弾圧について」を学びました。
　第1回目の参加者は10名、今回は11名と小規模ではありますが、第1回目の村外
参加者は2名だったところ、今回は半数以上が村外からの一般参加者で、慎太郎ファン、幕末維新ファン、そして、豊田学芸員の講演を
聴きたくて参加した、という方も。次回以降の開催日程へのお問合せもいただいております。
　少しずつ、回を重ねる毎に参加者が増え、中岡慎太郎という人物を知ってくださる方が増える事を目指していきます。
次回のテーマは『薩長盟約』。開催日は9月21（日）です。ぜひ、ご参加ください。
■会場　中岡慎太郎館　■時間　13時30分～　■参加料　無料　

【慎太郎塾】 慎太郎学習会

　8月1日に顕彰会事務所兼店舗内にOPENさせた慎太郎食堂。
　当日の高知新聞朝刊で記事掲載をいただいた効果もあり、OPEN当日から予想以上のお客
様にご来店をいただきました。もちろん、とてもありがたく、嬉しい状況ではありましたが、予想
以上のお客様のご来店に、お迎えするスタッフもスムーズにご案内が出来なかった点もありまし
た。OPENからの数日間で村民さんもご来店くださって、ご意見もいただきました。
　店主・中村さんは長年の経験から、すぐに改善すべき点を的確に把握し、皆さまからの声に応
えてくれたので、その後にご来店くださったお客様からとても良い感想や反応をいただく事も
でき、改めて「お客様の声」にいかに迅速に、適格に対応していくかの大切さを実感したことです。
　お仲間同士で、窓から見える慎太郎の故郷の風景を眺めながら、笑顔でゆったりとお食事をしてくださっている様子を見ると、とても
理想的で嬉しくなります。
　1日1日を積み重ねながら慎太郎の故郷にお訪ねくださるお客様が増え、賑やかな場所になるように努めていきたいと思っています。
■営業時間　12時～ 15時　■定休日　毎週火曜日

慎太郎食堂

　2ヶ月に1回、慎太郎生家で開催している『慎太郎茶会』。
　今回は9月15日（日）に開催します。
　茶会亭主はもちろん、中村武志氏。こちらもぜひご参加ください。
■開催時間　午前10時～午後3時　■参加料　一服300円（茶菓子付き）
※事前ご予約不要

中秋　慎太郎茶会
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.26～

日本遺産認定
公式第51号

ゆずFeS夏休みスペシャル開催!!
　7月29日～8月25日にかけて体験型イベントゆずFeSの夏休み特別編が開催されまし
た。高知県内外を問わず多くの方々にご参加いただき、中芸地域の魅力を体感していた
だくことが出来ました。
　北川村では、「大阪弁のおっちゃんのオクラ畑 おばちゃんのオクラ料理フルコース」のプ
ログラムが実施され、案内人の新徳勝さんと実際にオクラを収穫して、とれたてのオクラを
奥さんの美代子さんが調理してふるまいます。アットホームな雰囲気と次々出てくる肉巻き
オクラやオクラキムチ、オクラのお好み焼きなどの料理に、参加された方々は大満足でし
た。特にオクラが大好きな男の子が全部のオクラ料理を何度もおかわりして、とても楽しん
でくれていることが伝わってきました。
　11月頃には次回のゆずFeSが開催予定です。ご興味のある方は速報をお待ちください。

日本遺産サミットin高知　１０月１２日（土）・１３日（日）
　来たる2019年10月12日・13日の2日間にわたって、日本遺産の祭典「日本遺産サミット」が高知市の
帯屋町アーケードで開催され、全国から日本遺産に認定された83地域が集まります。
　当日は、全国の日本遺産認定地域の名産品やスポットの紹介、体験ができるブースも設置される
予定です。さらに、12日（土）に実施される日本遺産シンポジウム（ザ・クラウンパレス新阪急ホテル 
12：30～14：30）では、田野町の公認キャラクターでもあるタレントの「ユージ」さんのスペシャルトーク
が決定しています。当協議会でもブース出展や中芸地域の魅力を広める公開講座
などを予定しています。
　日本遺産の開催期間中には森林鉄道の遺構である田野町の立岡二号桟道で
イルミネーションを実施します。イルミネーションでは、たくさんのゆずランプが必要とな
るため、体験型イベントゆずFeSでもプログラムとして製作されるほか、中芸地域のお
住いの方々にも製作に参加していただけるようなイベントを計画中です。ぜひ10月の
連休には、帯屋町へも行き、全国の日本遺産認定地域を体感してみてください。

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

お弓祭り 立岡二号桟道 旧市川医院
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中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

　7月28日（日）に中岡慎太郎館を会場に夏休みの作文教室を開催しました。
　今から約150年も前に、自身の考えを文章化し、4つの論文を残した中岡慎太郎の生誕地で、
未来を担う子供達に自分の考えを文章にする方法を学んで貰いたいと考え企画しました。
　対象は小学4年生～6年生と保護者。その場で作文を書く事を主な目的とした教室ではなく、
『作文の書き方』を学んで貰う事が目的です。保護者の方にも一緒に学んでいただく事で、自宅に
帰ってから、子どもさんと一緒に作文を書く作業を行って貰えます。
　指導はHOT　STUDY　HOUSE　高知　代表の高橋美穂先生。実は、高橋先生は北川小中
学校で同様に作文や読書感想文の書き方を指導されています。今回、北川村からは小学校の生徒
さんが一人だけ、生徒さんだけで参加してくれていました。それ以外の参加者は高知市内から室戸市までの各地域からのご参加で、高
橋先生の教室は初めての参加者ばかり。
　約80分の指導で、感心させられるほどに皆さん熱心に、集中して作業をしていました。
　最後に、北川小学校からの参加者の生徒さんが作文を発表しましたが、80分でまとめたとは思えないほどにしっかりとまとまってい
て、取材に来ていた高知新聞の記者さんが驚き、『本当に、今、書いたんですか!?』と訊ねるほどでした。
　小学校での作文の書き方指導の成果ですよね。
　北川村の小学生が堂々と皆さんの前で自分の考えを発表している姿を誇らしく感じました。

【慎太郎塾】 夏休み  作文教室

　今年度、6回開催を予定している「慎太郎学習会」。
　中岡慎太郎の偉業・遺徳を学んで貰おうと当会が主催し、中岡慎太郎館の豊田満
広学芸員が講師を務めてくださっている慎太郎の学習会の第2回目を7月20日(日)
に、中岡慎太郎館で開催しました。
　今回のテーマは『土佐勤王党』。
　「土佐勤王党の活動目的」、「リーダー武市半平太の政治ビジョン」、「主な行動」、
「土佐勤王党の弾圧について」を学びました。
　第1回目の参加者は10名、今回は11名と小規模ではありますが、第1回目の村外
参加者は2名だったところ、今回は半数以上が村外からの一般参加者で、慎太郎ファン、幕末維新ファン、そして、豊田学芸員の講演を
聴きたくて参加した、という方も。次回以降の開催日程へのお問合せもいただいております。
　少しずつ、回を重ねる毎に参加者が増え、中岡慎太郎という人物を知ってくださる方が増える事を目指していきます。
次回のテーマは『薩長盟約』。開催日は9月21（日）です。ぜひ、ご参加ください。
■会場　中岡慎太郎館　■時間　13時30分～　■参加料　無料　

【慎太郎塾】 慎太郎学習会

　8月1日に顕彰会事務所兼店舗内にOPENさせた慎太郎食堂。
　当日の高知新聞朝刊で記事掲載をいただいた効果もあり、OPEN当日から予想以上のお客
様にご来店をいただきました。もちろん、とてもありがたく、嬉しい状況ではありましたが、予想
以上のお客様のご来店に、お迎えするスタッフもスムーズにご案内が出来なかった点もありまし
た。OPENからの数日間で村民さんもご来店くださって、ご意見もいただきました。
　店主・中村さんは長年の経験から、すぐに改善すべき点を的確に把握し、皆さまからの声に応
えてくれたので、その後にご来店くださったお客様からとても良い感想や反応をいただく事も
でき、改めて「お客様の声」にいかに迅速に、適格に対応していくかの大切さを実感したことです。
　お仲間同士で、窓から見える慎太郎の故郷の風景を眺めながら、笑顔でゆったりとお食事をしてくださっている様子を見ると、とても
理想的で嬉しくなります。
　1日1日を積み重ねながら慎太郎の故郷にお訪ねくださるお客様が増え、賑やかな場所になるように努めていきたいと思っています。
■営業時間　12時～ 15時　■定休日　毎週火曜日

慎太郎食堂

　2ヶ月に1回、慎太郎生家で開催している『慎太郎茶会』。
　今回は9月15日（日）に開催します。
　茶会亭主はもちろん、中村武志氏。こちらもぜひご参加ください。
■開催時間　午前10時～午後3時　■参加料　一服300円（茶菓子付き）
※事前ご予約不要

中秋　慎太郎茶会
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し
て「
北
川
村

に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
」に
正
面
か
ら
更
に
向
き
合

い
、村
政
運
営
の
基
本
を
変
え
る
こ
と
な
く
、２

期
目
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
】

　第
１
は「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」、第
２
は

「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
」、第
３
は「
生
活
社

会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」、第
４
は「
村
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
」、そ
し
て
第
５
は「
日
本
一

元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ

れ
ま
で
の
４
年
間
の
条
件
整
備
か
ら
、よ
り
成
果

を
意
識
し
着
実
に
成
長
さ
せ
る
段
階
に
移
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、２
期
目
の
４
年
間
に

お
き
ま
し
て
、１
期
目
の
政
策
の
方
向
性
を
堅
持

し
た
う
え
で
、よ
り
実
効
性
が
高
い
政
策
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　今
年
度
末
で
第
１
次「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
計
画
期
間
を
終
え
ま
す

の
で
、村
民
の
皆
様
、議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、次
期
戦
略
の
立
案
作
業
と
あ

わ
せ
て
、具
体
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
２
期
目
に
向
け
た
課
題
】

　５
つ
の
基
本
政
策
の
成
果
を
意
識
し
、こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、村
政
運
営
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、私
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
が
３
点
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、第
１
点
目
は「
各
政
策
間
の
連
携
を
意

識
す
る
こ
と
」、第
２
点
目
と
し
て「
村
民
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
り
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
」、第

３
点
目
と
し
て
は「
職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
こ

と
」で
あ
り
ま
す
。こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
政

策
実
行
の
際
に
常
に
意
識
を
し
な
が
ら
、こ
れ
ま

で
の
取
組
み
の
土
台
の
上
に
立
ち
、北
川
村
の
未

来
づ
く
り
に
む
け
て
、自
戒
の
念
を
忘
れ
ず
、全

力
で
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
の
村
政
運
営
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
道
西
谷
線
の
の
り
面
崩
壊
復
旧
工
事
が
５
月

末
に
完
成
、残
り
の
林
道
２
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

早
期
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　県
の
管
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、小
島
ト
ン

ネ
ル
が
５
月
２８
日
に
貫
通
し
、再
来
年
の
３
月
に

は
供
用
開
始
の
見
込
み
、ま
た
、平
鍋
地
区
の
地

す
べ
り
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
中
、安
倉

地
区
の
の
り
面
崩
壊
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度

中
に
完
成
の
見
込
み
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
か
ら
順
次
地
域
へ
職
員
が
出
向
き
、皆
様
と

と
も
に
安
否
確
認
の
方
法
や
避
難
所
生
活
の

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、引

き
続
き
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　水
害
・
土
砂
災
害
に
つ
き
ま
し
て
、国
は
避
難

勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
３１
年

３
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
訂
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、村
内
各
戸
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
、適
時
広
報
に

よ
り
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
を
目
指
し
、特

定
健
診
の
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成

３０
年
度
の
受
診
率
は
５
月
調
査
分
で
４７
・
０６
％

（
前
年
同
時
期
４９
・
２８
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　健
診
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
指
導
対
象

と
な
っ
た
方
に
対
す
る
保
健
指
導
や
、健
康
意
識

の
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
教
室
は
継
続
し
た

取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、事
業
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、適
宜
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　６
月
か
ら
保
健
福
祉
推
進
員
を
２
名
体
制
と
し

ま
し
た
の
で
、今
後
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、施
設
本

体
が
３
月
末
に
完
成
し
、７
月
２９
日
に
は
開
所
式

を
予
定
し
て
お
り
、引
き
続
き
指
定
管
理
者
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
具
体
的
な
施
設
運
用
の

協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
圃
場
は
、宗
ノ
上
、小

島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
整
備
を
行

う
べ
く
、現
在
、県
に
よ
る
実
施
設
計
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、地
区
に
よ
り
進
捗
状
況
が
異

な
り
ま
す
が
、早
い
地
区
で
は
夏
頃
に
工
事
が
始

ま
る
予
定
で
す
。耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、今

月
か
ら
村
内
を
中
心
に
広
く
募
集
を
行
い
、７
月

末
ま
で
に
は
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　和
田
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
を
利
用
し
て
行
う
和

田
日
浦
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、造

成
後
の
農
地
の
区
画
割
に
つ
い
て
地
権
者
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
行
い
、今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ト

ン
ネ
ル
の
残
土
の
運
搬
が
開
始
さ
れ
、令
和
２
年

度
末
ま
で
残
土
を
受
け
入
れ
、土
地
の
嵩
上
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　新
規
就
農
者
に
つ
い
て
、現
在
、３
名
の
方
が

今
年
度
中
に
営
農
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、経
営
安
定
ま
で
、Ｊ
Ａ
及
び
県
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
産
地
全
体
で
栽

培
技
術
面
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、２
，

９
２
７
件
、２
７
，１
１
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、ま
だ
２
ヵ
月
が
経
過
し
た
ば
か
り

で
す
が
、５
月
ま
で
の
納
税
実
績
は
２
７
３
件
、

２
，６
５
７
千
円（
昨
年
同
期
１
２
３
件
、９
７
４

千
円
）と
件
数
、金
額
と
も
昨
年
同
時
期
の
倍
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品
を

揃
え
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
納
税
額
３
０
，０
０

０
千
円
の
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
モ
ネ
の
庭
の

入
園
者
は
、１
１
，０
１
２
人
と
な
り
、１０
連
休
と
い

う
追
い
風
と
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、目
標

を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　来
年
の
開
園
２０
周
年
に
合
わ
せ
た
光
の
庭
の
整

備
を
今
後
進
め
、来
園
者
の
満
足
度
を
高
め
、園
内

で
の
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
で
、村
の
活
性
化
に

繋
げ
る
と
と
も
に
、日
仏
共
同
で
制
作
す
る
と
い
う

話
題
性
を
活
か
し
、交
流
人
口
の
拡
大
に
も
結
び
つ

け
て
ま
い
り
た
い
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
５
月

ま
で
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ

せ
て
３
，８
４
２
人
と
な
っ
て
お
り
、計
画
目
標（
２
，

３
５
０
人
）を
大
き
く
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、既
に
完

成
し
て
い
る
４
軒
は
全
て
入
居
済
と
な
っ
て
い

ま
す
。昨
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
る
２
軒
の
う
ち

野
友
地
区
の
１
軒
は
改
修
工
事
が
５
月
に
終
了

し
ま
し
た
。久
府
付
地
区
の
１
軒
は
７
月
末
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
ま
し
て
、村
内
へ

移
住
し
て
就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、大
阪
で
６
月
中
旬
に
、東
京
で
は
６
月
と

７
月
に
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、起
業
家
農
業
者
を
目
指
す
就
農
者
の
募

集
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。今
回
募
集
す

る
方
に
は
、村
内
の
専
業
農
家
に
入
り
、栽
培
技

術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、起
業
家
農
業
者
が
順
次
、村
内
で
就
農

し
て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
ま
し
て
、こ
う
し
た

方
々
向
け
の
住
宅
整
備
の
方
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
２８
年
度
か
ら
２
年
間
、県
の
指
定
事
業
を
受

け
、保
育
所
と
小
学
校
の
連
絡
協
議
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、単
な
る
情
報
共
有
に
と
ど
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

教
育
内
容
を
構
築
し
、実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　保
育
所
と
小
学
校
、小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
連
携
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
は
、

１５
年
間
を
見
通
し
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
学
び
と

な
る「
北
川
学
」の
創
設
に
向
け
、こ
れ
ら
の
取
組

み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、県
の
指
定
事
業（
中
山
間
地
域
に

お
け
る
特
色
あ
る
教
育
課
程
推
進
事
業
）を
受
け
、

先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
高
知
市
の
土

佐
山
学
舎
に
全
て
の
教
職
員
が
参
加
し
、そ
の
取

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、小
中
学
校
の
全
学
年
が

公
開
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
今
年
度
、村
の
将
来
を
見
据
え
、よ
り

よ
い
学
校
運
営
を
考
え
る
会
議
を
創
設
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
を
目
指
し
、国
か
ら

の
ご
紹
介
に
よ
り
、現
在
子
育
て
事
業
に
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
木
内
里
美
氏
を
村
の
政
策
参
与

と
し
て
任
命
し
ま
し
た
。今
後
、木
内
参
与
に
は
、

教
育
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、村
の
政
策
全
般
に
渡
っ

て
、大
所
高
所
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
け
る
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
体
制
整
備
を
進
め
、今
後
、保
護
者

や
地
域
住
民
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、０

歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　５
月
１２
日
に
、第
９
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

村
内
外
か
ら
計
５
９
２
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加

い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、盛
会
の
う
ち

に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　今
回
は
事
前
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、企
画
委
員
会
で
大
会
の
目

的
を
再
確
認
し
、そ
の
目
的
に
沿
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
る
新
た
な
企
画
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ゴ
ー
ル
地
点
で
の

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
慎
太
郎
ク
イ
ズ

の
実
施
、小
学
生
に
よ
る
手
作
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

掲
示
な
ど
の
新
た
な
試
み
を
行
い
ま
し
た
。こ
う

し
た
取
組
み
に
よ
り
、参
加
者
が
単
に
走
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、村
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
は
じ

め
、北
川
村
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

大
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　中
岡
慎
太
郎
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

入
館
者
は
、前
年
比
１
１
４
・
２
％（
７
８
１
人
）

と
約
１
０
０
人
増
加
し
ま
し
た
。今
後
は
秋
に
開

催
す
る
企
画
展「
北
川
村
の
庄
屋
の
仕
事
」や
顕

彰
会
と
共
催
で
開
催
す
る
中
岡
慎
太
郎
学
習
会

な
ど
で
集
客
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

各
施
策
の
本
年
度
の
到
達
点
に
つ
い
て

9

　保
・
小
・
中
連
携
事
業
の
今
年
度
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
の
村
の
在
り
方
を
左
右
す
る
、根
幹
と
な

る
施
策
の
中
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
取
組
み
は
０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
通

し
た
一
貫
教
育
を
行
う
中
で
、現
在
の
義
務
教
育

の
出
口
で
あ
る
１５
歳
ま
で
に
身
に
付
け
る
べ
き

姿
を
描
き
、自
ら
創
造
し
、自
ら
考
え
る
力
を
備

え
、行
動
す
る
子
ど
も
達
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
も
の
で
す
。

　本
年
度
の
目
標
は
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今

後
の
、更
な
る
人
数
減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う
教

育
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
取
組
み
の
み
な
ら
ず
、

速
や
か
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
組
織
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。１５
年
一
貫
教
育
の

確
立
の
布
石
と
し
て
、ま
ず
は
小
中
学
校
の
教
職

員
が
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
目
指
す
べ
き
姿
を

共
有
し
、ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
産

業
や
福
祉
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

答

　教
育
次
長（
西
岡
）

　児
童
数
の
減
少
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、教

育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、小

中
連
携
で
北
川
村
に
愛
着
を
持
っ
て
子
ど
も
達

が
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、「
北
川
学
」と
い
う
も
の

を
き
ち
ん
と
作
り
上
げ
る
こ
と
が
内
容
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
教
育
内
容
を
作

り
上
げ
る
と
と
も
に
、福
祉
分
野
、子
育
て
の
在

り
方
、子
育
て
支
援
策
等
も
含
め
て
の
子
育
て
・

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　組
織
、体
制
面
に
つ
い
て
は
、形
あ
り
き
で
は

な
い
の
で
、教
育
内
容
も
含
め
、ど
う
い
う
ふ
う

な
方
向
性
が
い
い
の
か
、保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　北
川
モ
デ
ル
の
次
の
候
補
地
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　

　候
補
地
で
上
が
っ
て
い
る
の
は
３
ヵ
所
ご
ざ

い
ま
す
。審
査
会
等
の
時
間
的
な
制
約
の
中
で
早

期
に
着
手
で
き
る
所
が
あ
れ
ば
、農
地
中
間
管
理

権
の
設
定
や
事
業
計
画
の
変
更
で
の
対
処
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、時
間
的
に
難

し
い
と
な
れ
ば
、次
期
認
定
事
業
の
中
で
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　来
春
完
成
予
定
の
園
地
の
耕
作
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
月
う
ち
に
村
内
の
ゆ
ず
生
産
者
中
心

に
公
募
を
行
っ
て
７
月
中
に
あ
る
一
定
決
定
し

た
い
考
え
て
お
り
ま
す
。

　選
考
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、優
先
順
位
を
付
け
、

今
現
在
村
内
で
従
事
し
て
い
る
方
、村
ゆ
か
り
の

方
、最
終
的
に
は
I
タ
ー
ン
と
い
う
よ
う
な
順
番

に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。で
す
か
ら
規
模
拡

大
の
人
が
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、そ
れ
は

外
か
ら
来
る
よ
り
は
先
に
充
当
す
る
形
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　

　応
募
・
選
考
基
準
や
耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　野
友
地
区
の
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　奈
半
利
川
河
川
堤
防
整
備
に
伴
う
野
友
地
区

改
良
工
事
と
い
う
こ
と
で
動
か
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、地
権
者
か
ら
９０
％
以
上
の
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
、代

替
地
の
確
保
、水
田
利
用
や
畑
利
用
の
必
要
面
積

の
確
定
と
図
面
へ
の
落
と
し
込
み
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。地
権
者
の
皆
様
に

更
に
丁
寧
な
説
明
を
継
続
し
理
解
を
求
め
て
い

き
、来
年
度
に
事
業
採
択
を
し
て
い
た
だ
き
、そ

の
翌
年
度
に
設
計
、そ
し
て
令
和
４
年
度
の
着
工

を
目
指
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　社
員
用
住
宅
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
も
地
権
者
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、用
地
売
買
契
約
、造
成
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　宗
ノ
上
、蛇
谷
、矢
筈
谷
川
の
３
ヵ
所
に
つ
い

て
、今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
年
度
末
ま

で
に
測
量
及
び
概
算
工
事
費
の
算
出
の
た
め
の

基
本
設
計
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
い
て
運
用
方
法

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　７
月
２９
日
が
開
所
式
典
と
な
り
ま
す
。こ
の
小

規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」に
つ
き
ま
し
て

は
、住
民
の
方
が
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
て
、ま
だ

ま
だ
自
分
の
家
で
１
人
で
暮
ら
す
に
は
、な
か
な

か
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
と
か
、災
害
で

外
へ
出
て
い
る
と
き
に
、道
路
が
封
鎖
さ
れ
て
家

へ
帰
れ
な
い
場
合
に
宿
泊
で
き
る
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
お
り
ま
す
。集
い
の
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
域
住
民
の
繋
が
り
と
か
、新
た
な
交
流
、支

え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
醸

成
す
る
た
め
に
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
く
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
の
と
こ
ろ
、親
子
の

交
流
、子
ど
も
の
遊
び
場
、高
齢
者
や
障
害
者
の

日
中
活
動
の
場
、地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、イ
ベ

ン
ト
利
用
な
ど
様
々
な
利
用
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　現
在
、規
則
で
は
お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
は
取
り

決
め
を
し
て
お
り
ま
す
。社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
用
を
行
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

運
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、様
式
で
あ
る
と
か
、申
し

込
み
様
式
、管
理
簿
で
あ
る
と
か
、そ
う
い
っ
た

も
の
を
今
、作
成
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

9

　公
社
の
設
立
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
運
営
業
務
、そ
し
て

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
っ
て
村
が
一
時
保
有

し
て
い
る
農
地
の
維
持
管
理
な
ど
の
農
業
公
社

的
な
業
務
、そ
し
て
現
在
整
備
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
共
同
社
員
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
、村
の

公
共
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
業
務
、こ
の
３
部
門

の
構
成
で
公
社
を
設
立
し
ま
す
。

　現
在
、７
月
中
旬
ま
で
に
各
種
規
定
な
ど
を
整

備
し
て
、８
月
中
旬
に
設
立
登
記
を
行
う
べ
く
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

  

地
産
・
地
商
に
つ
い
て

9

　村
内
で
と
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
第
三
セ

ク
タ
ー
で
使
用
で
き
な
い
か
。

 

答

　副
村
長

　現
在
、モ
ネ
の
庭
、北
川
村
温
泉
共
に
、お
米
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
奈
半
利
か
ら
購
入
を
し
て
お
り

ま
す
。購
入
量
は
だ
い
た
い
１
ヵ
月
当
た
り
の
平

均
で
、モ
ネ
の
庭
の
カ
フ
ェ
で
、約
３
〜
４
袋（
３０

㎏
）、北
川
村
温
泉
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
４
〜
５
袋

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　地
元
の
お
米
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
、消
費
拡
大
と
い
う
面
で
も
非
常
に
意
義

が
あ
る
こ
と
か
ら
、現
場
の
支
配
人
と
も
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
ら
是

非
、積
極
的
に
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。安
定
的
に
供
給
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
す
の
で
、協
議
を
進
め
な
が
ら
購
入
で

き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、北
川
村
温
泉
で
は
、昨
年
の
１０
月
か
ら

今
年
の
１
月
に
か
け
て
地
元
の
方
か
ら
直
接
お

米
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　米
以
外
で
は
、卵
や
、シ
カ
、地
元
の
小
島
で
取

れ
た
野
菜
に
つ
い
て
は
ロ
ビ
ー
で
も
販
売
し
て

お
り
、そ
こ
か
ら
食
材
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一

部
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
る
状
況
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

  

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9

　村
道
竹
屋
敷
線
と
村
道
西
谷
線
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
適
時
対
応
し

て
い
く
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、維
持
補
修
の
事
業
費
も
以
前
に
比
べ
る

と
、数
倍
係
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、今
後

は
適
切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

第
２
次
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
中
で
、補
修
計
画
等
を
策
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　建
設
課
長

　

　定
期
的
に
現
状
把
握
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
ま
す
。そ
れ
と
併
せ
ま
し

て
、今
年
度
は
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
の
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
、今
後
の
修
繕
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

  

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

9

　森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
の
指
針
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
源
の
使
途
に
つ
い
て
、県
の
概
要
資
料
に
よ

り
ま
す
と
森
林
整
備
、人
材
育
成
、担
い
手
確
保
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
つ
い
て
の
利

用
例
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、森
林

整
備
に
つ
い
て
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

森
林
に
お
い
て
、市
町
村
に
委
託
さ
れ
た
森
林
の

路
網
整
備
や
間
伐
等
、そ
の
他
、里
山
林
整
備
、放

置
竹
林
整
備
、森
林
整
備
に
必
要
と
な
る
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
、境
界
確
定
な
ど
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。次
に
人
材
育
成
、担
い
手

確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、担
い
手
確
保
に
向
け
た

取
組
、林
業
従
事
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

に
つ
い
て
は
学
校
、病
院
、福
祉
施
設
等
の
公
共

建
設
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境
教
育
、木
育
、

植
樹
活
動
な
ど
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、国
の
基
本
的
な
考
え
と
い
た
し
ま
し
て

は
、地
方
譲
与
税
な
の
で
国
と
し
て
使
途
を
詳
細

な
範
囲
で
示
す
事
は
馴
染
ま
な
い
と
い
う
ふ
う

な
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て

も
市
町
村
等
が
検
討
す
る
上
で
参
考
と
な
る
事

例
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、地
方
団
体
に
助
言
す
る

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、基
本
的

に
は
、県
の
今
出
さ
れ
て
い
る
所
の
範
疇
で
考
え

て
行
く
べ
き
か
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

9

　村
内
の
森
林
所
有
者
と
こ
の
財
源
の
周
知

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　村
全
体
で
約
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
森
林
面
積
が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
中
で
民
有
林

が
半
分
位
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。東
部
森
林
組
合
員
で
村
内
に

森
林
を
保
有
し
て
い
る
組
合
員
数
が
４
９
７
名

で
、そ
の
う
ち
村
内
在
住
者
は
、約
半
分
に
あ
た

り
ま
す
２
４
９
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

産
業
に
お
い
て
も
、非
常
に
効
果
的
な
こ
と
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。村
と
し
て

は
、森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
森
林
資
源

の
活
用
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
け
れ
る
よ
う
な
段

階
に
入
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

9

　保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
額
無
償
化
す
る
の
が
い

い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
審
議
し
、そ
の
中
で
う
た
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
も
０

歳
か
ら
１５
歳
の
一
貫
し
た
教
育
を
考
え
た
場
合

に
は
、あ
ま
り
国
が
こ
う
だ
か
ら
っ
て
い
う
こ
と

に
準
じ
る
の
で
は
な
く
北
川
村
の
子
ど
も
達
を

育
て
る
、子
ど
も
達
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
考
え
た
中
で
、最
終
的
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　医
療
費
の
無
償
化
１８
歳
ま
で
の
拡
充
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
政
収
支
を
見
通
し
た
中
で
、５
年
、
１０
年
、

も
っ
と
先
の
長
い
ス
パ
ン
を
考
え
た
上
で
最
終

的
に
は
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
政
策
に
つ
き
ま
し
て
、

出
来
う
る
限
り
義
務
教
育
を
卒
業
す
る
ま
で
は

公
平
性
が
保
て
る
中
で
、順
次
対
応
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
の
中
で
動
か
し
て
き
て

お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、今
回
策

定
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

  

村
の
行
事
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、納
涼
祭
、敬

老
会
、村
民
運
動
会
、慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
ま
つ

り
、観
光
び
ら
き
と
村
を
挙
げ
て
の
様
々
な
行
事

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
行
事
の
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
り
、そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
い
う
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　行
事
を
大
別
す
る
と
、村
民
の
交
流
、絆
を
深

め
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
も
の
と
、村

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、広
く
村
外
か
ら
の
お
客

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
消
費
拡
大
へ
繋
げ
て
い
く

側
面
の
あ
る
も
の
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　ま
た
、村
が
直
接
実
施
し
て
い
る
も
の
、あ
る

い
は
実
行
委
員
会
形
式
で
対
応
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
、様
々
な
経
過
を
経

て
多
く
の
関
係
機
関
・
関
係
者
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、現
在
の
姿
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　ど
の
行
事
に
し
ま
し
て
も
、そ
の
企
画
・
準
備

段
階
、開
催
当
日
の
運
営
・
片
づ
け
ま
で
、相
当
な

労
力
を
要
し
て
い
る
事
も
現
実
で
あ
り
、限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
は
村
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
動

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま

た
地
域
の
皆
様
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
も
の
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　人
口
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
な
形
態
・
規
模
、水
準
で
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
、不
安
を
抱
え
て
い
る
の
も

現
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
今
後
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
形
で

持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、村
民
の
皆
様

が
楽
し
み
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
の
か
、議

論
で
き
る
場
を
作
り
、行
事
の
目
的
に
照
ら
し
、

そ
の
実
行
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、そ
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
元
年

第
２
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

上村　　誠 村長

 

区

　分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

１１２３

発
注
件
数

９０

完
了
件
数

１０

発
注
率

８１
・
８
％

０
・
０
％

完
了
率

９
・
１
％

０
・
０
％

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　

 

議
長

　岩
垣

　實
男

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１

号
）　歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
，３
３
１
，４
３
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
大
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ
る

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の

支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
，１
７
０
千
円

増
額
し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
１
，６
０
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

提
出
先：

内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

　
　
　

  

財
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、

　
　
　

  

国
土
交
通
大
臣

・・ 

陳

　情 

・・

菖
蒲
谷
川
に
於
け
る
流
木
防
護
柵
等
の
設
置

に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
採
択
）

濵渦　康雄 議員



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１３
日
に
開

会
し
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

額
の
報
告
及
び
一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

の
報
告
承
認
、条
例
の
改
正
、令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　１４
日
に
は
、３
氏
が
、６
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

所
信
表
明
・
行
政
報
告 

・・ 

　

【
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
】

　政
策
の
柱
で
あ
る
二
つ
の
大
き
な
課
題「
北
川

村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
構
築
す
る
こ
と
」そ
し
て「
北
川
村

に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
」に
正
面
か
ら
更
に
向
き
合

い
、村
政
運
営
の
基
本
を
変
え
る
こ
と
な
く
、２

期
目
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
】

　第
１
は「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」、第
２
は

「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
」、第
３
は「
生
活
社

会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」、第
４
は「
村
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
」、そ
し
て
第
５
は「
日
本
一

元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ

れ
ま
で
の
４
年
間
の
条
件
整
備
か
ら
、よ
り
成
果

を
意
識
し
着
実
に
成
長
さ
せ
る
段
階
に
移
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、２
期
目
の
４
年
間
に

お
き
ま
し
て
、１
期
目
の
政
策
の
方
向
性
を
堅
持

し
た
う
え
で
、よ
り
実
効
性
が
高
い
政
策
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　今
年
度
末
で
第
１
次「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
計
画
期
間
を
終
え
ま
す

の
で
、村
民
の
皆
様
、議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、次
期
戦
略
の
立
案
作
業
と
あ

わ
せ
て
、具
体
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
２
期
目
に
向
け
た
課
題
】

　５
つ
の
基
本
政
策
の
成
果
を
意
識
し
、こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、村
政
運
営
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、私
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
が
３
点
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、第
１
点
目
は「
各
政
策
間
の
連
携
を
意

識
す
る
こ
と
」、第
２
点
目
と
し
て「
村
民
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
り
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
」、第

３
点
目
と
し
て
は「
職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
こ

と
」で
あ
り
ま
す
。こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
政

策
実
行
の
際
に
常
に
意
識
を
し
な
が
ら
、こ
れ
ま

で
の
取
組
み
の
土
台
の
上
に
立
ち
、北
川
村
の
未

来
づ
く
り
に
む
け
て
、自
戒
の
念
を
忘
れ
ず
、全

力
で
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
の
村
政
運
営
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
道
西
谷
線
の
の
り
面
崩
壊
復
旧
工
事
が
５
月

末
に
完
成
、残
り
の
林
道
２
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

早
期
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　県
の
管
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、小
島
ト
ン

ネ
ル
が
５
月
２８
日
に
貫
通
し
、再
来
年
の
３
月
に

は
供
用
開
始
の
見
込
み
、ま
た
、平
鍋
地
区
の
地

す
べ
り
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
中
、安
倉

地
区
の
の
り
面
崩
壊
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度

中
に
完
成
の
見
込
み
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
か
ら
順
次
地
域
へ
職
員
が
出
向
き
、皆
様
と

と
も
に
安
否
確
認
の
方
法
や
避
難
所
生
活
の

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、引

き
続
き
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　水
害
・
土
砂
災
害
に
つ
き
ま
し
て
、国
は
避
難

勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
３１
年

３
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
訂
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、村
内
各
戸
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
、適
時
広
報
に

よ
り
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
を
目
指
し
、特

定
健
診
の
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成

３０
年
度
の
受
診
率
は
５
月
調
査
分
で
４７
・
０６
％

（
前
年
同
時
期
４９
・
２８
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　健
診
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
指
導
対
象

と
な
っ
た
方
に
対
す
る
保
健
指
導
や
、健
康
意
識

の
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
教
室
は
継
続
し
た

取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、事
業
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、適
宜
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　６
月
か
ら
保
健
福
祉
推
進
員
を
２
名
体
制
と
し

ま
し
た
の
で
、今
後
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、施
設
本

体
が
３
月
末
に
完
成
し
、７
月
２９
日
に
は
開
所
式

を
予
定
し
て
お
り
、引
き
続
き
指
定
管
理
者
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
具
体
的
な
施
設
運
用
の

協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
圃
場
は
、宗
ノ
上
、小

島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
整
備
を
行

う
べ
く
、現
在
、県
に
よ
る
実
施
設
計
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、地
区
に
よ
り
進
捗
状
況
が
異

な
り
ま
す
が
、早
い
地
区
で
は
夏
頃
に
工
事
が
始

ま
る
予
定
で
す
。耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、今

月
か
ら
村
内
を
中
心
に
広
く
募
集
を
行
い
、７
月

末
ま
で
に
は
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　和
田
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
を
利
用
し
て
行
う
和

田
日
浦
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、造

成
後
の
農
地
の
区
画
割
に
つ
い
て
地
権
者
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
行
い
、今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ト

ン
ネ
ル
の
残
土
の
運
搬
が
開
始
さ
れ
、令
和
２
年

度
末
ま
で
残
土
を
受
け
入
れ
、土
地
の
嵩
上
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　新
規
就
農
者
に
つ
い
て
、現
在
、３
名
の
方
が

今
年
度
中
に
営
農
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、経
営
安
定
ま
で
、Ｊ
Ａ
及
び
県
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
産
地
全
体
で
栽

培
技
術
面
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、２
，

９
２
７
件
、２
７
，１
１
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、ま
だ
２
ヵ
月
が
経
過
し
た
ば
か
り

で
す
が
、５
月
ま
で
の
納
税
実
績
は
２
７
３
件
、

２
，６
５
７
千
円（
昨
年
同
期
１
２
３
件
、９
７
４

千
円
）と
件
数
、金
額
と
も
昨
年
同
時
期
の
倍
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品
を

揃
え
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
納
税
額
３
０
，０
０

０
千
円
の
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
モ
ネ
の
庭
の

入
園
者
は
、１
１
，０
１
２
人
と
な
り
、１０
連
休
と
い

う
追
い
風
と
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、目
標

を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　来
年
の
開
園
２０
周
年
に
合
わ
せ
た
光
の
庭
の
整

備
を
今
後
進
め
、来
園
者
の
満
足
度
を
高
め
、園
内

で
の
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
で
、村
の
活
性
化
に

繋
げ
る
と
と
も
に
、日
仏
共
同
で
制
作
す
る
と
い
う

話
題
性
を
活
か
し
、交
流
人
口
の
拡
大
に
も
結
び
つ

け
て
ま
い
り
た
い
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
５
月

ま
で
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ

せ
て
３
，８
４
２
人
と
な
っ
て
お
り
、計
画
目
標（
２
，

３
５
０
人
）を
大
き
く
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、既
に
完

成
し
て
い
る
４
軒
は
全
て
入
居
済
と
な
っ
て
い

ま
す
。昨
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
る
２
軒
の
う
ち

野
友
地
区
の
１
軒
は
改
修
工
事
が
５
月
に
終
了

し
ま
し
た
。久
府
付
地
区
の
１
軒
は
７
月
末
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
ま
し
て
、村
内
へ

移
住
し
て
就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、大
阪
で
６
月
中
旬
に
、東
京
で
は
６
月
と

７
月
に
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、起
業
家
農
業
者
を
目
指
す
就
農
者
の
募

集
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。今
回
募
集
す

る
方
に
は
、村
内
の
専
業
農
家
に
入
り
、栽
培
技

術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、起
業
家
農
業
者
が
順
次
、村
内
で
就
農

し
て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
ま
し
て
、こ
う
し
た

方
々
向
け
の
住
宅
整
備
の
方
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
２８
年
度
か
ら
２
年
間
、県
の
指
定
事
業
を
受

け
、保
育
所
と
小
学
校
の
連
絡
協
議
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、単
な
る
情
報
共
有
に
と
ど
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

教
育
内
容
を
構
築
し
、実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　保
育
所
と
小
学
校
、小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
連
携
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
は
、

１５
年
間
を
見
通
し
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
学
び
と

な
る「
北
川
学
」の
創
設
に
向
け
、こ
れ
ら
の
取
組

み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、県
の
指
定
事
業（
中
山
間
地
域
に

お
け
る
特
色
あ
る
教
育
課
程
推
進
事
業
）を
受
け
、

先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
高
知
市
の
土

佐
山
学
舎
に
全
て
の
教
職
員
が
参
加
し
、そ
の
取

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、小
中
学
校
の
全
学
年
が

公
開
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
今
年
度
、村
の
将
来
を
見
据
え
、よ
り

よ
い
学
校
運
営
を
考
え
る
会
議
を
創
設
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
を
目
指
し
、国
か
ら

の
ご
紹
介
に
よ
り
、現
在
子
育
て
事
業
に
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
木
内
里
美
氏
を
村
の
政
策
参
与

と
し
て
任
命
し
ま
し
た
。今
後
、木
内
参
与
に
は
、

教
育
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、村
の
政
策
全
般
に
渡
っ

て
、大
所
高
所
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
け
る
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
体
制
整
備
を
進
め
、今
後
、保
護
者

や
地
域
住
民
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、０

歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　５
月
１２
日
に
、第
９
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

村
内
外
か
ら
計
５
９
２
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加

い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、盛
会
の
う
ち

に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　今
回
は
事
前
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、企
画
委
員
会
で
大
会
の
目

的
を
再
確
認
し
、そ
の
目
的
に
沿
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
る
新
た
な
企
画
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ゴ
ー
ル
地
点
で
の

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
慎
太
郎
ク
イ
ズ

の
実
施
、小
学
生
に
よ
る
手
作
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

掲
示
な
ど
の
新
た
な
試
み
を
行
い
ま
し
た
。こ
う

し
た
取
組
み
に
よ
り
、参
加
者
が
単
に
走
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、村
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
は
じ

め
、北
川
村
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

大
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　中
岡
慎
太
郎
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

入
館
者
は
、前
年
比
１
１
４
・
２
％（
７
８
１
人
）

と
約
１
０
０
人
増
加
し
ま
し
た
。今
後
は
秋
に
開

催
す
る
企
画
展「
北
川
村
の
庄
屋
の
仕
事
」や
顕

彰
会
と
共
催
で
開
催
す
る
中
岡
慎
太
郎
学
習
会

な
ど
で
集
客
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

各
施
策
の
本
年
度
の
到
達
点
に
つ
い
て
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　保
・
小
・
中
連
携
事
業
の
今
年
度
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
の
村
の
在
り
方
を
左
右
す
る
、根
幹
と
な

る
施
策
の
中
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
取
組
み
は
０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
通

し
た
一
貫
教
育
を
行
う
中
で
、現
在
の
義
務
教
育

の
出
口
で
あ
る
１５
歳
ま
で
に
身
に
付
け
る
べ
き

姿
を
描
き
、自
ら
創
造
し
、自
ら
考
え
る
力
を
備

え
、行
動
す
る
子
ど
も
達
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
も
の
で
す
。

　本
年
度
の
目
標
は
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今

後
の
、更
な
る
人
数
減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う
教

育
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
取
組
み
の
み
な
ら
ず
、

速
や
か
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
組
織
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。１５
年
一
貫
教
育
の

確
立
の
布
石
と
し
て
、ま
ず
は
小
中
学
校
の
教
職

員
が
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
目
指
す
べ
き
姿
を

共
有
し
、ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
産

業
や
福
祉
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

答

　教
育
次
長（
西
岡
）

　児
童
数
の
減
少
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、教

育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、小

中
連
携
で
北
川
村
に
愛
着
を
持
っ
て
子
ど
も
達

が
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、「
北
川
学
」と
い
う
も
の

を
き
ち
ん
と
作
り
上
げ
る
こ
と
が
内
容
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
教
育
内
容
を
作

り
上
げ
る
と
と
も
に
、福
祉
分
野
、子
育
て
の
在

り
方
、子
育
て
支
援
策
等
も
含
め
て
の
子
育
て
・

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　組
織
、体
制
面
に
つ
い
て
は
、形
あ
り
き
で
は

な
い
の
で
、教
育
内
容
も
含
め
、ど
う
い
う
ふ
う

な
方
向
性
が
い
い
の
か
、保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　北
川
モ
デ
ル
の
次
の
候
補
地
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　

　候
補
地
で
上
が
っ
て
い
る
の
は
３
ヵ
所
ご
ざ

い
ま
す
。審
査
会
等
の
時
間
的
な
制
約
の
中
で
早

期
に
着
手
で
き
る
所
が
あ
れ
ば
、農
地
中
間
管
理

権
の
設
定
や
事
業
計
画
の
変
更
で
の
対
処
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、時
間
的
に
難

し
い
と
な
れ
ば
、次
期
認
定
事
業
の
中
で
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　来
春
完
成
予
定
の
園
地
の
耕
作
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
月
う
ち
に
村
内
の
ゆ
ず
生
産
者
中
心

に
公
募
を
行
っ
て
７
月
中
に
あ
る
一
定
決
定
し

た
い
考
え
て
お
り
ま
す
。

　選
考
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、優
先
順
位
を
付
け
、

今
現
在
村
内
で
従
事
し
て
い
る
方
、村
ゆ
か
り
の

方
、最
終
的
に
は
I
タ
ー
ン
と
い
う
よ
う
な
順
番

に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。で
す
か
ら
規
模
拡

大
の
人
が
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、そ
れ
は

外
か
ら
来
る
よ
り
は
先
に
充
当
す
る
形
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　

　応
募
・
選
考
基
準
や
耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　野
友
地
区
の
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　奈
半
利
川
河
川
堤
防
整
備
に
伴
う
野
友
地
区

改
良
工
事
と
い
う
こ
と
で
動
か
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、地
権
者
か
ら
９０
％
以
上
の
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
、代

替
地
の
確
保
、水
田
利
用
や
畑
利
用
の
必
要
面
積

の
確
定
と
図
面
へ
の
落
と
し
込
み
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。地
権
者
の
皆
様
に

更
に
丁
寧
な
説
明
を
継
続
し
理
解
を
求
め
て
い

き
、来
年
度
に
事
業
採
択
を
し
て
い
た
だ
き
、そ

の
翌
年
度
に
設
計
、そ
し
て
令
和
４
年
度
の
着
工

を
目
指
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　社
員
用
住
宅
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
も
地
権
者
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、用
地
売
買
契
約
、造
成
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　宗
ノ
上
、蛇
谷
、矢
筈
谷
川
の
３
ヵ
所
に
つ
い

て
、今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
年
度
末
ま

で
に
測
量
及
び
概
算
工
事
費
の
算
出
の
た
め
の

基
本
設
計
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
い
て
運
用
方
法

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　７
月
２９
日
が
開
所
式
典
と
な
り
ま
す
。こ
の
小

規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」に
つ
き
ま
し
て

は
、住
民
の
方
が
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
て
、ま
だ

ま
だ
自
分
の
家
で
１
人
で
暮
ら
す
に
は
、な
か
な

か
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
と
か
、災
害
で

外
へ
出
て
い
る
と
き
に
、道
路
が
封
鎖
さ
れ
て
家

へ
帰
れ
な
い
場
合
に
宿
泊
で
き
る
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
お
り
ま
す
。集
い
の
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
域
住
民
の
繋
が
り
と
か
、新
た
な
交
流
、支

え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
醸

成
す
る
た
め
に
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
く
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
の
と
こ
ろ
、親
子
の

交
流
、子
ど
も
の
遊
び
場
、高
齢
者
や
障
害
者
の

日
中
活
動
の
場
、地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、イ
ベ

ン
ト
利
用
な
ど
様
々
な
利
用
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　現
在
、規
則
で
は
お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
は
取
り

決
め
を
し
て
お
り
ま
す
。社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
用
を
行
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

運
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、様
式
で
あ
る
と
か
、申
し

込
み
様
式
、管
理
簿
で
あ
る
と
か
、そ
う
い
っ
た

も
の
を
今
、作
成
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

9

　公
社
の
設
立
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
運
営
業
務
、そ
し
て

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
っ
て
村
が
一
時
保
有

し
て
い
る
農
地
の
維
持
管
理
な
ど
の
農
業
公
社

的
な
業
務
、そ
し
て
現
在
整
備
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
共
同
社
員
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
、村
の

公
共
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
業
務
、こ
の
３
部
門

の
構
成
で
公
社
を
設
立
し
ま
す
。

　現
在
、７
月
中
旬
ま
で
に
各
種
規
定
な
ど
を
整

備
し
て
、８
月
中
旬
に
設
立
登
記
を
行
う
べ
く
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

  

地
産
・
地
商
に
つ
い
て

9

　村
内
で
と
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
第
三
セ

ク
タ
ー
で
使
用
で
き
な
い
か
。

 

答

　副
村
長

　現
在
、モ
ネ
の
庭
、北
川
村
温
泉
共
に
、お
米
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
奈
半
利
か
ら
購
入
を
し
て
お
り

ま
す
。購
入
量
は
だ
い
た
い
１
ヵ
月
当
た
り
の
平

均
で
、モ
ネ
の
庭
の
カ
フ
ェ
で
、約
３
〜
４
袋（
３０

㎏
）、北
川
村
温
泉
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
４
〜
５
袋

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　地
元
の
お
米
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
、消
費
拡
大
と
い
う
面
で
も
非
常
に
意
義

が
あ
る
こ
と
か
ら
、現
場
の
支
配
人
と
も
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
ら
是

非
、積
極
的
に
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。安
定
的
に
供
給
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
す
の
で
、協
議
を
進
め
な
が
ら
購
入
で

き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、北
川
村
温
泉
で
は
、昨
年
の
１０
月
か
ら

今
年
の
１
月
に
か
け
て
地
元
の
方
か
ら
直
接
お

米
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　米
以
外
で
は
、卵
や
、シ
カ
、地
元
の
小
島
で
取

れ
た
野
菜
に
つ
い
て
は
ロ
ビ
ー
で
も
販
売
し
て

お
り
、そ
こ
か
ら
食
材
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一

部
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
る
状
況
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

  

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9

　村
道
竹
屋
敷
線
と
村
道
西
谷
線
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
適
時
対
応
し

て
い
く
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、維
持
補
修
の
事
業
費
も
以
前
に
比
べ
る

と
、数
倍
係
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、今
後

は
適
切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

第
２
次
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
中
で
、補
修
計
画
等
を
策
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　建
設
課
長

　

　定
期
的
に
現
状
把
握
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
ま
す
。そ
れ
と
併
せ
ま
し

て
、今
年
度
は
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
の
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
、今
後
の
修
繕
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

  

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

9

　森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
の
指
針
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
源
の
使
途
に
つ
い
て
、県
の
概
要
資
料
に
よ

り
ま
す
と
森
林
整
備
、人
材
育
成
、担
い
手
確
保
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
つ
い
て
の
利

用
例
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、森
林

整
備
に
つ
い
て
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

森
林
に
お
い
て
、市
町
村
に
委
託
さ
れ
た
森
林
の

路
網
整
備
や
間
伐
等
、そ
の
他
、里
山
林
整
備
、放

置
竹
林
整
備
、森
林
整
備
に
必
要
と
な
る
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
、境
界
確
定
な
ど
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。次
に
人
材
育
成
、担
い
手

確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、担
い
手
確
保
に
向
け
た

取
組
、林
業
従
事
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

に
つ
い
て
は
学
校
、病
院
、福
祉
施
設
等
の
公
共

建
設
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境
教
育
、木
育
、

植
樹
活
動
な
ど
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、国
の
基
本
的
な
考
え
と
い
た
し
ま
し
て

は
、地
方
譲
与
税
な
の
で
国
と
し
て
使
途
を
詳
細

な
範
囲
で
示
す
事
は
馴
染
ま
な
い
と
い
う
ふ
う

な
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て

も
市
町
村
等
が
検
討
す
る
上
で
参
考
と
な
る
事

例
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、地
方
団
体
に
助
言
す
る

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、基
本
的

に
は
、県
の
今
出
さ
れ
て
い
る
所
の
範
疇
で
考
え

て
行
く
べ
き
か
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

9

　村
内
の
森
林
所
有
者
と
こ
の
財
源
の
周
知

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　村
全
体
で
約
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
森
林
面
積
が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
中
で
民
有
林

が
半
分
位
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。東
部
森
林
組
合
員
で
村
内
に

森
林
を
保
有
し
て
い
る
組
合
員
数
が
４
９
７
名

で
、そ
の
う
ち
村
内
在
住
者
は
、約
半
分
に
あ
た

り
ま
す
２
４
９
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

産
業
に
お
い
て
も
、非
常
に
効
果
的
な
こ
と
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。村
と
し
て

は
、森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
森
林
資
源

の
活
用
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
け
れ
る
よ
う
な
段

階
に
入
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

9

　保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
額
無
償
化
す
る
の
が
い

い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
審
議
し
、そ
の
中
で
う
た
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
も
０

歳
か
ら
１５
歳
の
一
貫
し
た
教
育
を
考
え
た
場
合

に
は
、あ
ま
り
国
が
こ
う
だ
か
ら
っ
て
い
う
こ
と

に
準
じ
る
の
で
は
な
く
北
川
村
の
子
ど
も
達
を

育
て
る
、子
ど
も
達
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
考
え
た
中
で
、最
終
的
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　医
療
費
の
無
償
化
１８
歳
ま
で
の
拡
充
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
政
収
支
を
見
通
し
た
中
で
、５
年
、
１０
年
、

も
っ
と
先
の
長
い
ス
パ
ン
を
考
え
た
上
で
最
終

的
に
は
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
政
策
に
つ
き
ま
し
て
、

出
来
う
る
限
り
義
務
教
育
を
卒
業
す
る
ま
で
は

公
平
性
が
保
て
る
中
で
、順
次
対
応
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
の
中
で
動
か
し
て
き
て

お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、今
回
策

定
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

  

村
の
行
事
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、納
涼
祭
、敬

老
会
、村
民
運
動
会
、慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
ま
つ

り
、観
光
び
ら
き
と
村
を
挙
げ
て
の
様
々
な
行
事

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
行
事
の
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
り
、そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
い
う
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　行
事
を
大
別
す
る
と
、村
民
の
交
流
、絆
を
深

め
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
も
の
と
、村

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、広
く
村
外
か
ら
の
お
客

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
消
費
拡
大
へ
繋
げ
て
い
く

側
面
の
あ
る
も
の
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　ま
た
、村
が
直
接
実
施
し
て
い
る
も
の
、あ
る

い
は
実
行
委
員
会
形
式
で
対
応
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
、様
々
な
経
過
を
経

て
多
く
の
関
係
機
関
・
関
係
者
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、現
在
の
姿
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　ど
の
行
事
に
し
ま
し
て
も
、そ
の
企
画
・
準
備

段
階
、開
催
当
日
の
運
営
・
片
づ
け
ま
で
、相
当
な

労
力
を
要
し
て
い
る
事
も
現
実
で
あ
り
、限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
は
村
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
動

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま

た
地
域
の
皆
様
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
も
の
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　人
口
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
な
形
態
・
規
模
、水
準
で
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
、不
安
を
抱
え
て
い
る
の
も

現
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
今
後
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
形
で

持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、村
民
の
皆
様

が
楽
し
み
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
の
か
、議

論
で
き
る
場
を
作
り
、行
事
の
目
的
に
照
ら
し
、

そ
の
実
行
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、そ
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
元
年

第
２
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

上村　　誠 村長

 

区

　分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

１１２３

発
注
件
数

９０

完
了
件
数

１０

発
注
率

８１
・
８
％

０
・
０
％

完
了
率

９
・
１
％

０
・
０
％

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　

 

議
長

　岩
垣

　實
男

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１

号
）　歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
，３
３
１
，４
３
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
大
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ
る

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の

支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
，１
７
０
千
円

増
額
し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
１
，６
０
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

提
出
先：

内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

　
　
　

  

財
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、

　
　
　

  

国
土
交
通
大
臣

・・ 

陳

　情 

・・

菖
蒲
谷
川
に
於
け
る
流
木
防
護
柵
等
の
設
置

に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
採
択
）

濵渦　康雄 議員



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１３
日
に
開

会
し
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

額
の
報
告
及
び
一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

の
報
告
承
認
、条
例
の
改
正
、令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　１４
日
に
は
、３
氏
が
、６
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

所
信
表
明
・
行
政
報
告 

・・ 

　

【
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
】

　政
策
の
柱
で
あ
る
二
つ
の
大
き
な
課
題「
北
川

村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
構
築
す
る
こ
と
」そ
し
て「
北
川
村

に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
」に
正
面
か
ら
更
に
向
き
合

い
、村
政
運
営
の
基
本
を
変
え
る
こ
と
な
く
、２

期
目
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
】

　第
１
は「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」、第
２
は

「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
」、第
３
は「
生
活
社

会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」、第
４
は「
村
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
」、そ
し
て
第
５
は「
日
本
一

元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ

れ
ま
で
の
４
年
間
の
条
件
整
備
か
ら
、よ
り
成
果

を
意
識
し
着
実
に
成
長
さ
せ
る
段
階
に
移
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、２
期
目
の
４
年
間
に

お
き
ま
し
て
、１
期
目
の
政
策
の
方
向
性
を
堅
持

し
た
う
え
で
、よ
り
実
効
性
が
高
い
政
策
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　今
年
度
末
で
第
１
次「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
計
画
期
間
を
終
え
ま
す

の
で
、村
民
の
皆
様
、議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、次
期
戦
略
の
立
案
作
業
と
あ

わ
せ
て
、具
体
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
２
期
目
に
向
け
た
課
題
】

　５
つ
の
基
本
政
策
の
成
果
を
意
識
し
、こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、村
政
運
営
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、私
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
が
３
点
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、第
１
点
目
は「
各
政
策
間
の
連
携
を
意

識
す
る
こ
と
」、第
２
点
目
と
し
て「
村
民
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
り
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
」、第

３
点
目
と
し
て
は「
職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
こ

と
」で
あ
り
ま
す
。こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
政

策
実
行
の
際
に
常
に
意
識
を
し
な
が
ら
、こ
れ
ま

で
の
取
組
み
の
土
台
の
上
に
立
ち
、北
川
村
の
未

来
づ
く
り
に
む
け
て
、自
戒
の
念
を
忘
れ
ず
、全

力
で
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
の
村
政
運
営
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
道
西
谷
線
の
の
り
面
崩
壊
復
旧
工
事
が
５
月

末
に
完
成
、残
り
の
林
道
２
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

早
期
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　県
の
管
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、小
島
ト
ン

ネ
ル
が
５
月
２８
日
に
貫
通
し
、再
来
年
の
３
月
に

は
供
用
開
始
の
見
込
み
、ま
た
、平
鍋
地
区
の
地

す
べ
り
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
中
、安
倉

地
区
の
の
り
面
崩
壊
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度

中
に
完
成
の
見
込
み
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
か
ら
順
次
地
域
へ
職
員
が
出
向
き
、皆
様
と

と
も
に
安
否
確
認
の
方
法
や
避
難
所
生
活
の

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、引

き
続
き
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　水
害
・
土
砂
災
害
に
つ
き
ま
し
て
、国
は
避
難

勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
３１
年

３
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
訂
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、村
内
各
戸
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
、適
時
広
報
に

よ
り
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
を
目
指
し
、特

定
健
診
の
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成

３０
年
度
の
受
診
率
は
５
月
調
査
分
で
４７
・
０６
％

（
前
年
同
時
期
４９
・
２８
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　健
診
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
指
導
対
象

と
な
っ
た
方
に
対
す
る
保
健
指
導
や
、健
康
意
識

の
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
教
室
は
継
続
し
た

取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、事
業
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、適
宜
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　６
月
か
ら
保
健
福
祉
推
進
員
を
２
名
体
制
と
し

ま
し
た
の
で
、今
後
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、施
設
本

体
が
３
月
末
に
完
成
し
、７
月
２９
日
に
は
開
所
式

を
予
定
し
て
お
り
、引
き
続
き
指
定
管
理
者
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
具
体
的
な
施
設
運
用
の

協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
圃
場
は
、宗
ノ
上
、小

島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
整
備
を
行

う
べ
く
、現
在
、県
に
よ
る
実
施
設
計
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、地
区
に
よ
り
進
捗
状
況
が
異

な
り
ま
す
が
、早
い
地
区
で
は
夏
頃
に
工
事
が
始

ま
る
予
定
で
す
。耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、今

月
か
ら
村
内
を
中
心
に
広
く
募
集
を
行
い
、７
月

末
ま
で
に
は
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　和
田
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
を
利
用
し
て
行
う
和

田
日
浦
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、造

成
後
の
農
地
の
区
画
割
に
つ
い
て
地
権
者
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
行
い
、今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ト

ン
ネ
ル
の
残
土
の
運
搬
が
開
始
さ
れ
、令
和
２
年

度
末
ま
で
残
土
を
受
け
入
れ
、土
地
の
嵩
上
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　新
規
就
農
者
に
つ
い
て
、現
在
、３
名
の
方
が

今
年
度
中
に
営
農
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、経
営
安
定
ま
で
、Ｊ
Ａ
及
び
県
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
産
地
全
体
で
栽

培
技
術
面
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、２
，

９
２
７
件
、２
７
，１
１
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、ま
だ
２
ヵ
月
が
経
過
し
た
ば
か
り

で
す
が
、５
月
ま
で
の
納
税
実
績
は
２
７
３
件
、

２
，６
５
７
千
円（
昨
年
同
期
１
２
３
件
、９
７
４

千
円
）と
件
数
、金
額
と
も
昨
年
同
時
期
の
倍
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品
を

揃
え
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
納
税
額
３
０
，０
０

０
千
円
の
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
モ
ネ
の
庭
の

入
園
者
は
、１
１
，０
１
２
人
と
な
り
、１０
連
休
と
い

う
追
い
風
と
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、目
標

を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　来
年
の
開
園
２０
周
年
に
合
わ
せ
た
光
の
庭
の
整

備
を
今
後
進
め
、来
園
者
の
満
足
度
を
高
め
、園
内

で
の
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
で
、村
の
活
性
化
に

繋
げ
る
と
と
も
に
、日
仏
共
同
で
制
作
す
る
と
い
う

話
題
性
を
活
か
し
、交
流
人
口
の
拡
大
に
も
結
び
つ

け
て
ま
い
り
た
い
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
５
月

ま
で
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ

せ
て
３
，８
４
２
人
と
な
っ
て
お
り
、計
画
目
標（
２
，

３
５
０
人
）を
大
き
く
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、既
に
完

成
し
て
い
る
４
軒
は
全
て
入
居
済
と
な
っ
て
い

ま
す
。昨
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
る
２
軒
の
う
ち

野
友
地
区
の
１
軒
は
改
修
工
事
が
５
月
に
終
了

し
ま
し
た
。久
府
付
地
区
の
１
軒
は
７
月
末
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
ま
し
て
、村
内
へ

移
住
し
て
就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、大
阪
で
６
月
中
旬
に
、東
京
で
は
６
月
と

７
月
に
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、起
業
家
農
業
者
を
目
指
す
就
農
者
の
募

集
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。今
回
募
集
す

る
方
に
は
、村
内
の
専
業
農
家
に
入
り
、栽
培
技

術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、起
業
家
農
業
者
が
順
次
、村
内
で
就
農

し
て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
ま
し
て
、こ
う
し
た

方
々
向
け
の
住
宅
整
備
の
方
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
２８
年
度
か
ら
２
年
間
、県
の
指
定
事
業
を
受

け
、保
育
所
と
小
学
校
の
連
絡
協
議
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、単
な
る
情
報
共
有
に
と
ど
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

教
育
内
容
を
構
築
し
、実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　保
育
所
と
小
学
校
、小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
連
携
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
は
、

１５
年
間
を
見
通
し
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
学
び
と

な
る「
北
川
学
」の
創
設
に
向
け
、こ
れ
ら
の
取
組

み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、県
の
指
定
事
業（
中
山
間
地
域
に

お
け
る
特
色
あ
る
教
育
課
程
推
進
事
業
）を
受
け
、

先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
高
知
市
の
土

佐
山
学
舎
に
全
て
の
教
職
員
が
参
加
し
、そ
の
取

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、小
中
学
校
の
全
学
年
が

公
開
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
今
年
度
、村
の
将
来
を
見
据
え
、よ
り

よ
い
学
校
運
営
を
考
え
る
会
議
を
創
設
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
を
目
指
し
、国
か
ら

の
ご
紹
介
に
よ
り
、現
在
子
育
て
事
業
に
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
木
内
里
美
氏
を
村
の
政
策
参
与

と
し
て
任
命
し
ま
し
た
。今
後
、木
内
参
与
に
は
、

教
育
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、村
の
政
策
全
般
に
渡
っ

て
、大
所
高
所
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
け
る
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
体
制
整
備
を
進
め
、今
後
、保
護
者

や
地
域
住
民
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、０

歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　５
月
１２
日
に
、第
９
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

村
内
外
か
ら
計
５
９
２
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加

い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、盛
会
の
う
ち

に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　今
回
は
事
前
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、企
画
委
員
会
で
大
会
の
目

的
を
再
確
認
し
、そ
の
目
的
に
沿
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
る
新
た
な
企
画
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ゴ
ー
ル
地
点
で
の

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
慎
太
郎
ク
イ
ズ

の
実
施
、小
学
生
に
よ
る
手
作
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

掲
示
な
ど
の
新
た
な
試
み
を
行
い
ま
し
た
。こ
う

し
た
取
組
み
に
よ
り
、参
加
者
が
単
に
走
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、村
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
は
じ

め
、北
川
村
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

大
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　中
岡
慎
太
郎
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

入
館
者
は
、前
年
比
１
１
４
・
２
％（
７
８
１
人
）

と
約
１
０
０
人
増
加
し
ま
し
た
。今
後
は
秋
に
開

催
す
る
企
画
展「
北
川
村
の
庄
屋
の
仕
事
」や
顕

彰
会
と
共
催
で
開
催
す
る
中
岡
慎
太
郎
学
習
会

な
ど
で
集
客
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

各
施
策
の
本
年
度
の
到
達
点
に
つ
い
て

9

　保
・
小
・
中
連
携
事
業
の
今
年
度
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
の
村
の
在
り
方
を
左
右
す
る
、根
幹
と
な

る
施
策
の
中
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
取
組
み
は
０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
通

し
た
一
貫
教
育
を
行
う
中
で
、現
在
の
義
務
教
育

の
出
口
で
あ
る
１５
歳
ま
で
に
身
に
付
け
る
べ
き

姿
を
描
き
、自
ら
創
造
し
、自
ら
考
え
る
力
を
備

え
、行
動
す
る
子
ど
も
達
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
も
の
で
す
。

　本
年
度
の
目
標
は
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今

後
の
、更
な
る
人
数
減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う
教

育
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
取
組
み
の
み
な
ら
ず
、

速
や
か
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
組
織
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。１５
年
一
貫
教
育
の

確
立
の
布
石
と
し
て
、ま
ず
は
小
中
学
校
の
教
職

員
が
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
目
指
す
べ
き
姿
を

共
有
し
、ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
産

業
や
福
祉
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

答

　教
育
次
長（
西
岡
）

　児
童
数
の
減
少
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、教

育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、小

中
連
携
で
北
川
村
に
愛
着
を
持
っ
て
子
ど
も
達

が
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、「
北
川
学
」と
い
う
も
の

を
き
ち
ん
と
作
り
上
げ
る
こ
と
が
内
容
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
教
育
内
容
を
作

り
上
げ
る
と
と
も
に
、福
祉
分
野
、子
育
て
の
在

り
方
、子
育
て
支
援
策
等
も
含
め
て
の
子
育
て
・

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　組
織
、体
制
面
に
つ
い
て
は
、形
あ
り
き
で
は

な
い
の
で
、教
育
内
容
も
含
め
、ど
う
い
う
ふ
う

な
方
向
性
が
い
い
の
か
、保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　北
川
モ
デ
ル
の
次
の
候
補
地
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　

　候
補
地
で
上
が
っ
て
い
る
の
は
３
ヵ
所
ご
ざ

い
ま
す
。審
査
会
等
の
時
間
的
な
制
約
の
中
で
早

期
に
着
手
で
き
る
所
が
あ
れ
ば
、農
地
中
間
管
理

権
の
設
定
や
事
業
計
画
の
変
更
で
の
対
処
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、時
間
的
に
難

し
い
と
な
れ
ば
、次
期
認
定
事
業
の
中
で
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　来
春
完
成
予
定
の
園
地
の
耕
作
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
月
う
ち
に
村
内
の
ゆ
ず
生
産
者
中
心

に
公
募
を
行
っ
て
７
月
中
に
あ
る
一
定
決
定
し

た
い
考
え
て
お
り
ま
す
。

　選
考
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、優
先
順
位
を
付
け
、

今
現
在
村
内
で
従
事
し
て
い
る
方
、村
ゆ
か
り
の

方
、最
終
的
に
は
I
タ
ー
ン
と
い
う
よ
う
な
順
番

に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。で
す
か
ら
規
模
拡

大
の
人
が
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、そ
れ
は

外
か
ら
来
る
よ
り
は
先
に
充
当
す
る
形
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　

　応
募
・
選
考
基
準
や
耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　野
友
地
区
の
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　奈
半
利
川
河
川
堤
防
整
備
に
伴
う
野
友
地
区

改
良
工
事
と
い
う
こ
と
で
動
か
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、地
権
者
か
ら
９０
％
以
上
の
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
、代

替
地
の
確
保
、水
田
利
用
や
畑
利
用
の
必
要
面
積

の
確
定
と
図
面
へ
の
落
と
し
込
み
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。地
権
者
の
皆
様
に

更
に
丁
寧
な
説
明
を
継
続
し
理
解
を
求
め
て
い

き
、来
年
度
に
事
業
採
択
を
し
て
い
た
だ
き
、そ

の
翌
年
度
に
設
計
、そ
し
て
令
和
４
年
度
の
着
工

を
目
指
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　社
員
用
住
宅
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
も
地
権
者
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、用
地
売
買
契
約
、造
成
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　宗
ノ
上
、蛇
谷
、矢
筈
谷
川
の
３
ヵ
所
に
つ
い

て
、今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
年
度
末
ま

で
に
測
量
及
び
概
算
工
事
費
の
算
出
の
た
め
の

基
本
設
計
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
い
て
運
用
方
法

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　７
月
２９
日
が
開
所
式
典
と
な
り
ま
す
。こ
の
小

規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」に
つ
き
ま
し
て

は
、住
民
の
方
が
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
て
、ま
だ

ま
だ
自
分
の
家
で
１
人
で
暮
ら
す
に
は
、な
か
な

か
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
と
か
、災
害
で

外
へ
出
て
い
る
と
き
に
、道
路
が
封
鎖
さ
れ
て
家

へ
帰
れ
な
い
場
合
に
宿
泊
で
き
る
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
お
り
ま
す
。集
い
の
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
域
住
民
の
繋
が
り
と
か
、新
た
な
交
流
、支

え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
醸

成
す
る
た
め
に
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
く
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
の
と
こ
ろ
、親
子
の

交
流
、子
ど
も
の
遊
び
場
、高
齢
者
や
障
害
者
の

日
中
活
動
の
場
、地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、イ
ベ

ン
ト
利
用
な
ど
様
々
な
利
用
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　現
在
、規
則
で
は
お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
は
取
り

決
め
を
し
て
お
り
ま
す
。社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
用
を
行
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

運
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、様
式
で
あ
る
と
か
、申
し

込
み
様
式
、管
理
簿
で
あ
る
と
か
、そ
う
い
っ
た

も
の
を
今
、作
成
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

9

　公
社
の
設
立
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
運
営
業
務
、そ
し
て

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
っ
て
村
が
一
時
保
有

し
て
い
る
農
地
の
維
持
管
理
な
ど
の
農
業
公
社

的
な
業
務
、そ
し
て
現
在
整
備
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
共
同
社
員
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
、村
の

公
共
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
業
務
、こ
の
３
部
門

の
構
成
で
公
社
を
設
立
し
ま
す
。

　現
在
、７
月
中
旬
ま
で
に
各
種
規
定
な
ど
を
整

備
し
て
、８
月
中
旬
に
設
立
登
記
を
行
う
べ
く
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

  

地
産
・
地
商
に
つ
い
て

9

　村
内
で
と
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
第
三
セ

ク
タ
ー
で
使
用
で
き
な
い
か
。

 

答

　副
村
長

　現
在
、モ
ネ
の
庭
、北
川
村
温
泉
共
に
、お
米
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
奈
半
利
か
ら
購
入
を
し
て
お
り

ま
す
。購
入
量
は
だ
い
た
い
１
ヵ
月
当
た
り
の
平

均
で
、モ
ネ
の
庭
の
カ
フ
ェ
で
、約
３
〜
４
袋（
３０

㎏
）、北
川
村
温
泉
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
４
〜
５
袋

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　地
元
の
お
米
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
、消
費
拡
大
と
い
う
面
で
も
非
常
に
意
義

が
あ
る
こ
と
か
ら
、現
場
の
支
配
人
と
も
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
ら
是

非
、積
極
的
に
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。安
定
的
に
供
給
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
す
の
で
、協
議
を
進
め
な
が
ら
購
入
で

き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、北
川
村
温
泉
で
は
、昨
年
の
１０
月
か
ら

今
年
の
１
月
に
か
け
て
地
元
の
方
か
ら
直
接
お

米
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　米
以
外
で
は
、卵
や
、シ
カ
、地
元
の
小
島
で
取

れ
た
野
菜
に
つ
い
て
は
ロ
ビ
ー
で
も
販
売
し
て

お
り
、そ
こ
か
ら
食
材
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一

部
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
る
状
況
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

  

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9

　村
道
竹
屋
敷
線
と
村
道
西
谷
線
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
適
時
対
応
し

て
い
く
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、維
持
補
修
の
事
業
費
も
以
前
に
比
べ
る

と
、数
倍
係
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、今
後

は
適
切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

第
２
次
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
中
で
、補
修
計
画
等
を
策
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　建
設
課
長

　

　定
期
的
に
現
状
把
握
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
ま
す
。そ
れ
と
併
せ
ま
し

て
、今
年
度
は
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
の
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
、今
後
の
修
繕
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

  

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

9

　森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
の
指
針
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
源
の
使
途
に
つ
い
て
、県
の
概
要
資
料
に
よ

り
ま
す
と
森
林
整
備
、人
材
育
成
、担
い
手
確
保
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
つ
い
て
の
利

用
例
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、森
林

整
備
に
つ
い
て
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

森
林
に
お
い
て
、市
町
村
に
委
託
さ
れ
た
森
林
の

路
網
整
備
や
間
伐
等
、そ
の
他
、里
山
林
整
備
、放

置
竹
林
整
備
、森
林
整
備
に
必
要
と
な
る
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
、境
界
確
定
な
ど
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。次
に
人
材
育
成
、担
い
手

確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、担
い
手
確
保
に
向
け
た

取
組
、林
業
従
事
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

に
つ
い
て
は
学
校
、病
院
、福
祉
施
設
等
の
公
共

建
設
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境
教
育
、木
育
、

植
樹
活
動
な
ど
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、国
の
基
本
的
な
考
え
と
い
た
し
ま
し
て

は
、地
方
譲
与
税
な
の
で
国
と
し
て
使
途
を
詳
細

な
範
囲
で
示
す
事
は
馴
染
ま
な
い
と
い
う
ふ
う

な
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て

も
市
町
村
等
が
検
討
す
る
上
で
参
考
と
な
る
事

例
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、地
方
団
体
に
助
言
す
る

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、基
本
的

に
は
、県
の
今
出
さ
れ
て
い
る
所
の
範
疇
で
考
え

て
行
く
べ
き
か
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

9

　村
内
の
森
林
所
有
者
と
こ
の
財
源
の
周
知

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　村
全
体
で
約
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
森
林
面
積
が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
中
で
民
有
林

が
半
分
位
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。東
部
森
林
組
合
員
で
村
内
に

森
林
を
保
有
し
て
い
る
組
合
員
数
が
４
９
７
名

で
、そ
の
う
ち
村
内
在
住
者
は
、約
半
分
に
あ
た

り
ま
す
２
４
９
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

産
業
に
お
い
て
も
、非
常
に
効
果
的
な
こ
と
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。村
と
し
て

は
、森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
森
林
資
源

の
活
用
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
け
れ
る
よ
う
な
段

階
に
入
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

9

　保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
額
無
償
化
す
る
の
が
い

い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
審
議
し
、そ
の
中
で
う
た
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
も
０

歳
か
ら
１５
歳
の
一
貫
し
た
教
育
を
考
え
た
場
合

に
は
、あ
ま
り
国
が
こ
う
だ
か
ら
っ
て
い
う
こ
と

に
準
じ
る
の
で
は
な
く
北
川
村
の
子
ど
も
達
を

育
て
る
、子
ど
も
達
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
考
え
た
中
で
、最
終
的
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　医
療
費
の
無
償
化
１８
歳
ま
で
の
拡
充
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
政
収
支
を
見
通
し
た
中
で
、５
年
、
１０
年
、

も
っ
と
先
の
長
い
ス
パ
ン
を
考
え
た
上
で
最
終

的
に
は
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
政
策
に
つ
き
ま
し
て
、

出
来
う
る
限
り
義
務
教
育
を
卒
業
す
る
ま
で
は

公
平
性
が
保
て
る
中
で
、順
次
対
応
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
の
中
で
動
か
し
て
き
て

お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、今
回
策

定
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

  

村
の
行
事
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、納
涼
祭
、敬

老
会
、村
民
運
動
会
、慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
ま
つ

り
、観
光
び
ら
き
と
村
を
挙
げ
て
の
様
々
な
行
事

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
行
事
の
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
り
、そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
い
う
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　行
事
を
大
別
す
る
と
、村
民
の
交
流
、絆
を
深

め
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
も
の
と
、村

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、広
く
村
外
か
ら
の
お
客

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
消
費
拡
大
へ
繋
げ
て
い
く

側
面
の
あ
る
も
の
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　ま
た
、村
が
直
接
実
施
し
て
い
る
も
の
、あ
る

い
は
実
行
委
員
会
形
式
で
対
応
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
、様
々
な
経
過
を
経

て
多
く
の
関
係
機
関
・
関
係
者
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、現
在
の
姿
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　ど
の
行
事
に
し
ま
し
て
も
、そ
の
企
画
・
準
備

段
階
、開
催
当
日
の
運
営
・
片
づ
け
ま
で
、相
当
な

労
力
を
要
し
て
い
る
事
も
現
実
で
あ
り
、限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
は
村
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
動

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま

た
地
域
の
皆
様
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
も
の
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　人
口
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
な
形
態
・
規
模
、水
準
で
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
、不
安
を
抱
え
て
い
る
の
も

現
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
今
後
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
形
で

持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、村
民
の
皆
様

が
楽
し
み
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
の
か
、議

論
で
き
る
場
を
作
り
、行
事
の
目
的
に
照
ら
し
、

そ
の
実
行
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、そ
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

尾﨑　一マ 議員

和田　和恵 議員

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１

号
）　歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
，３
３
１
，４
３
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
大
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ
る

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の

支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
，１
７
０
千
円

増
額
し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
１
，６
０
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

提
出
先：

内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

　
　
　

  

財
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、

　
　
　

  

国
土
交
通
大
臣

・・ 

陳

　情 

・・

菖
蒲
谷
川
に
於
け
る
流
木
防
護
柵
等
の
設
置

に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
採
択
）



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１３
日
に
開

会
し
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

額
の
報
告
及
び
一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

の
報
告
承
認
、条
例
の
改
正
、令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　１４
日
に
は
、３
氏
が
、６
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

所
信
表
明
・
行
政
報
告 

・・ 

　

【
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
】

　政
策
の
柱
で
あ
る
二
つ
の
大
き
な
課
題「
北
川

村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
構
築
す
る
こ
と
」そ
し
て「
北
川
村

に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
」に
正
面
か
ら
更
に
向
き
合

い
、村
政
運
営
の
基
本
を
変
え
る
こ
と
な
く
、２

期
目
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
】

　第
１
は「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」、第
２
は

「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
」、第
３
は「
生
活
社

会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」、第
４
は「
村
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
」、そ
し
て
第
５
は「
日
本
一

元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ

れ
ま
で
の
４
年
間
の
条
件
整
備
か
ら
、よ
り
成
果

を
意
識
し
着
実
に
成
長
さ
せ
る
段
階
に
移
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、２
期
目
の
４
年
間
に

お
き
ま
し
て
、１
期
目
の
政
策
の
方
向
性
を
堅
持

し
た
う
え
で
、よ
り
実
効
性
が
高
い
政
策
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　今
年
度
末
で
第
１
次「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
計
画
期
間
を
終
え
ま
す

の
で
、村
民
の
皆
様
、議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、次
期
戦
略
の
立
案
作
業
と
あ

わ
せ
て
、具
体
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
２
期
目
に
向
け
た
課
題
】

　５
つ
の
基
本
政
策
の
成
果
を
意
識
し
、こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、村
政
運
営
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、私
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
が
３
点
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、第
１
点
目
は「
各
政
策
間
の
連
携
を
意

識
す
る
こ
と
」、第
２
点
目
と
し
て「
村
民
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
り
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
」、第

３
点
目
と
し
て
は「
職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
こ

と
」で
あ
り
ま
す
。こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
政

策
実
行
の
際
に
常
に
意
識
を
し
な
が
ら
、こ
れ
ま

で
の
取
組
み
の
土
台
の
上
に
立
ち
、北
川
村
の
未

来
づ
く
り
に
む
け
て
、自
戒
の
念
を
忘
れ
ず
、全

力
で
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
の
村
政
運
営
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
道
西
谷
線
の
の
り
面
崩
壊
復
旧
工
事
が
５
月

末
に
完
成
、残
り
の
林
道
２
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

早
期
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　県
の
管
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、小
島
ト
ン

ネ
ル
が
５
月
２８
日
に
貫
通
し
、再
来
年
の
３
月
に

は
供
用
開
始
の
見
込
み
、ま
た
、平
鍋
地
区
の
地

す
べ
り
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
中
、安
倉

地
区
の
の
り
面
崩
壊
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度

中
に
完
成
の
見
込
み
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
か
ら
順
次
地
域
へ
職
員
が
出
向
き
、皆
様
と

と
も
に
安
否
確
認
の
方
法
や
避
難
所
生
活
の

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、引

き
続
き
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　水
害
・
土
砂
災
害
に
つ
き
ま
し
て
、国
は
避
難

勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
３１
年

３
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
訂
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、村
内
各
戸
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
、適
時
広
報
に

よ
り
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
を
目
指
し
、特

定
健
診
の
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成

３０
年
度
の
受
診
率
は
５
月
調
査
分
で
４７
・
０６
％

（
前
年
同
時
期
４９
・
２８
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　健
診
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
指
導
対
象

と
な
っ
た
方
に
対
す
る
保
健
指
導
や
、健
康
意
識

の
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
教
室
は
継
続
し
た

取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、事
業
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、適
宜
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　６
月
か
ら
保
健
福
祉
推
進
員
を
２
名
体
制
と
し

ま
し
た
の
で
、今
後
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、施
設
本

体
が
３
月
末
に
完
成
し
、７
月
２９
日
に
は
開
所
式

を
予
定
し
て
お
り
、引
き
続
き
指
定
管
理
者
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
具
体
的
な
施
設
運
用
の

協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
圃
場
は
、宗
ノ
上
、小

島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
整
備
を
行

う
べ
く
、現
在
、県
に
よ
る
実
施
設
計
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、地
区
に
よ
り
進
捗
状
況
が
異

な
り
ま
す
が
、早
い
地
区
で
は
夏
頃
に
工
事
が
始

ま
る
予
定
で
す
。耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、今

月
か
ら
村
内
を
中
心
に
広
く
募
集
を
行
い
、７
月

末
ま
で
に
は
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　和
田
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
を
利
用
し
て
行
う
和

田
日
浦
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、造

成
後
の
農
地
の
区
画
割
に
つ
い
て
地
権
者
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
行
い
、今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ト

ン
ネ
ル
の
残
土
の
運
搬
が
開
始
さ
れ
、令
和
２
年

度
末
ま
で
残
土
を
受
け
入
れ
、土
地
の
嵩
上
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　新
規
就
農
者
に
つ
い
て
、現
在
、３
名
の
方
が

今
年
度
中
に
営
農
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、経
営
安
定
ま
で
、Ｊ
Ａ
及
び
県
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
産
地
全
体
で
栽

培
技
術
面
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、２
，

９
２
７
件
、２
７
，１
１
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、ま
だ
２
ヵ
月
が
経
過
し
た
ば
か
り

で
す
が
、５
月
ま
で
の
納
税
実
績
は
２
７
３
件
、

２
，６
５
７
千
円（
昨
年
同
期
１
２
３
件
、９
７
４

千
円
）と
件
数
、金
額
と
も
昨
年
同
時
期
の
倍
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品
を

揃
え
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
納
税
額
３
０
，０
０

０
千
円
の
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
モ
ネ
の
庭
の

入
園
者
は
、１
１
，０
１
２
人
と
な
り
、１０
連
休
と
い

う
追
い
風
と
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、目
標

を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　来
年
の
開
園
２０
周
年
に
合
わ
せ
た
光
の
庭
の
整

備
を
今
後
進
め
、来
園
者
の
満
足
度
を
高
め
、園
内

で
の
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
で
、村
の
活
性
化
に

繋
げ
る
と
と
も
に
、日
仏
共
同
で
制
作
す
る
と
い
う

話
題
性
を
活
か
し
、交
流
人
口
の
拡
大
に
も
結
び
つ

け
て
ま
い
り
た
い
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
５
月

ま
で
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ

せ
て
３
，８
４
２
人
と
な
っ
て
お
り
、計
画
目
標（
２
，

３
５
０
人
）を
大
き
く
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、既
に
完

成
し
て
い
る
４
軒
は
全
て
入
居
済
と
な
っ
て
い

ま
す
。昨
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
る
２
軒
の
う
ち

野
友
地
区
の
１
軒
は
改
修
工
事
が
５
月
に
終
了

し
ま
し
た
。久
府
付
地
区
の
１
軒
は
７
月
末
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
ま
し
て
、村
内
へ

移
住
し
て
就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、大
阪
で
６
月
中
旬
に
、東
京
で
は
６
月
と

７
月
に
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、起
業
家
農
業
者
を
目
指
す
就
農
者
の
募

集
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。今
回
募
集
す

る
方
に
は
、村
内
の
専
業
農
家
に
入
り
、栽
培
技

術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、起
業
家
農
業
者
が
順
次
、村
内
で
就
農

し
て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
ま
し
て
、こ
う
し
た

方
々
向
け
の
住
宅
整
備
の
方
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
２８
年
度
か
ら
２
年
間
、県
の
指
定
事
業
を
受

け
、保
育
所
と
小
学
校
の
連
絡
協
議
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、単
な
る
情
報
共
有
に
と
ど
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

教
育
内
容
を
構
築
し
、実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　保
育
所
と
小
学
校
、小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
連
携
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
は
、

１５
年
間
を
見
通
し
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
学
び
と

な
る「
北
川
学
」の
創
設
に
向
け
、こ
れ
ら
の
取
組

み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、県
の
指
定
事
業（
中
山
間
地
域
に

お
け
る
特
色
あ
る
教
育
課
程
推
進
事
業
）を
受
け
、

先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
高
知
市
の
土

佐
山
学
舎
に
全
て
の
教
職
員
が
参
加
し
、そ
の
取

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、小
中
学
校
の
全
学
年
が

公
開
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
今
年
度
、村
の
将
来
を
見
据
え
、よ
り

よ
い
学
校
運
営
を
考
え
る
会
議
を
創
設
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
を
目
指
し
、国
か
ら

の
ご
紹
介
に
よ
り
、現
在
子
育
て
事
業
に
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
木
内
里
美
氏
を
村
の
政
策
参
与

と
し
て
任
命
し
ま
し
た
。今
後
、木
内
参
与
に
は
、

教
育
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、村
の
政
策
全
般
に
渡
っ

て
、大
所
高
所
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
け
る
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
体
制
整
備
を
進
め
、今
後
、保
護
者

や
地
域
住
民
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、０

歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　５
月
１２
日
に
、第
９
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

村
内
外
か
ら
計
５
９
２
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加

い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、盛
会
の
う
ち

に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　今
回
は
事
前
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、企
画
委
員
会
で
大
会
の
目

的
を
再
確
認
し
、そ
の
目
的
に
沿
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
る
新
た
な
企
画
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ゴ
ー
ル
地
点
で
の

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
慎
太
郎
ク
イ
ズ

の
実
施
、小
学
生
に
よ
る
手
作
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

掲
示
な
ど
の
新
た
な
試
み
を
行
い
ま
し
た
。こ
う

し
た
取
組
み
に
よ
り
、参
加
者
が
単
に
走
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、村
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
は
じ

め
、北
川
村
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

大
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　中
岡
慎
太
郎
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

入
館
者
は
、前
年
比
１
１
４
・
２
％（
７
８
１
人
）

と
約
１
０
０
人
増
加
し
ま
し
た
。今
後
は
秋
に
開

催
す
る
企
画
展「
北
川
村
の
庄
屋
の
仕
事
」や
顕

彰
会
と
共
催
で
開
催
す
る
中
岡
慎
太
郎
学
習
会

な
ど
で
集
客
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

各
施
策
の
本
年
度
の
到
達
点
に
つ
い
て
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　保
・
小
・
中
連
携
事
業
の
今
年
度
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
の
村
の
在
り
方
を
左
右
す
る
、根
幹
と
な

る
施
策
の
中
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
取
組
み
は
０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
通

し
た
一
貫
教
育
を
行
う
中
で
、現
在
の
義
務
教
育

の
出
口
で
あ
る
１５
歳
ま
で
に
身
に
付
け
る
べ
き

姿
を
描
き
、自
ら
創
造
し
、自
ら
考
え
る
力
を
備

え
、行
動
す
る
子
ど
も
達
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
も
の
で
す
。

　本
年
度
の
目
標
は
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今

後
の
、更
な
る
人
数
減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う
教

育
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
取
組
み
の
み
な
ら
ず
、

速
や
か
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
組
織
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。１５
年
一
貫
教
育
の

確
立
の
布
石
と
し
て
、ま
ず
は
小
中
学
校
の
教
職

員
が
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
目
指
す
べ
き
姿
を

共
有
し
、ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
産

業
や
福
祉
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

答

　教
育
次
長（
西
岡
）

　児
童
数
の
減
少
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、教

育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、小

中
連
携
で
北
川
村
に
愛
着
を
持
っ
て
子
ど
も
達

が
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、「
北
川
学
」と
い
う
も
の

を
き
ち
ん
と
作
り
上
げ
る
こ
と
が
内
容
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
教
育
内
容
を
作

り
上
げ
る
と
と
も
に
、福
祉
分
野
、子
育
て
の
在

り
方
、子
育
て
支
援
策
等
も
含
め
て
の
子
育
て
・

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　組
織
、体
制
面
に
つ
い
て
は
、形
あ
り
き
で
は

な
い
の
で
、教
育
内
容
も
含
め
、ど
う
い
う
ふ
う

な
方
向
性
が
い
い
の
か
、保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　北
川
モ
デ
ル
の
次
の
候
補
地
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　

　候
補
地
で
上
が
っ
て
い
る
の
は
３
ヵ
所
ご
ざ

い
ま
す
。審
査
会
等
の
時
間
的
な
制
約
の
中
で
早

期
に
着
手
で
き
る
所
が
あ
れ
ば
、農
地
中
間
管
理

権
の
設
定
や
事
業
計
画
の
変
更
で
の
対
処
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、時
間
的
に
難

し
い
と
な
れ
ば
、次
期
認
定
事
業
の
中
で
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　来
春
完
成
予
定
の
園
地
の
耕
作
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
月
う
ち
に
村
内
の
ゆ
ず
生
産
者
中
心

に
公
募
を
行
っ
て
７
月
中
に
あ
る
一
定
決
定
し

た
い
考
え
て
お
り
ま
す
。

　選
考
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、優
先
順
位
を
付
け
、

今
現
在
村
内
で
従
事
し
て
い
る
方
、村
ゆ
か
り
の

方
、最
終
的
に
は
I
タ
ー
ン
と
い
う
よ
う
な
順
番

に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。で
す
か
ら
規
模
拡

大
の
人
が
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、そ
れ
は

外
か
ら
来
る
よ
り
は
先
に
充
当
す
る
形
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　

　応
募
・
選
考
基
準
や
耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　野
友
地
区
の
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　奈
半
利
川
河
川
堤
防
整
備
に
伴
う
野
友
地
区

改
良
工
事
と
い
う
こ
と
で
動
か
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、地
権
者
か
ら
９０
％
以
上
の
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
、代

替
地
の
確
保
、水
田
利
用
や
畑
利
用
の
必
要
面
積

の
確
定
と
図
面
へ
の
落
と
し
込
み
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。地
権
者
の
皆
様
に

更
に
丁
寧
な
説
明
を
継
続
し
理
解
を
求
め
て
い

き
、来
年
度
に
事
業
採
択
を
し
て
い
た
だ
き
、そ

の
翌
年
度
に
設
計
、そ
し
て
令
和
４
年
度
の
着
工

を
目
指
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　社
員
用
住
宅
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
も
地
権
者
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、用
地
売
買
契
約
、造
成
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　宗
ノ
上
、蛇
谷
、矢
筈
谷
川
の
３
ヵ
所
に
つ
い

て
、今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
年
度
末
ま

で
に
測
量
及
び
概
算
工
事
費
の
算
出
の
た
め
の

基
本
設
計
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
い
て
運
用
方
法

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　７
月
２９
日
が
開
所
式
典
と
な
り
ま
す
。こ
の
小

規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」に
つ
き
ま
し
て

は
、住
民
の
方
が
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
て
、ま
だ

ま
だ
自
分
の
家
で
１
人
で
暮
ら
す
に
は
、な
か
な

か
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
と
か
、災
害
で

外
へ
出
て
い
る
と
き
に
、道
路
が
封
鎖
さ
れ
て
家

へ
帰
れ
な
い
場
合
に
宿
泊
で
き
る
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
お
り
ま
す
。集
い
の
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
域
住
民
の
繋
が
り
と
か
、新
た
な
交
流
、支

え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
醸

成
す
る
た
め
に
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
く
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
の
と
こ
ろ
、親
子
の

交
流
、子
ど
も
の
遊
び
場
、高
齢
者
や
障
害
者
の

日
中
活
動
の
場
、地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、イ
ベ

ン
ト
利
用
な
ど
様
々
な
利
用
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　現
在
、規
則
で
は
お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
は
取
り

決
め
を
し
て
お
り
ま
す
。社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
用
を
行
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

運
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、様
式
で
あ
る
と
か
、申
し

込
み
様
式
、管
理
簿
で
あ
る
と
か
、そ
う
い
っ
た

も
の
を
今
、作
成
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

9

　公
社
の
設
立
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
運
営
業
務
、そ
し
て

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
っ
て
村
が
一
時
保
有

し
て
い
る
農
地
の
維
持
管
理
な
ど
の
農
業
公
社

的
な
業
務
、そ
し
て
現
在
整
備
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
共
同
社
員
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
、村
の

公
共
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
業
務
、こ
の
３
部
門

の
構
成
で
公
社
を
設
立
し
ま
す
。

　現
在
、７
月
中
旬
ま
で
に
各
種
規
定
な
ど
を
整

備
し
て
、８
月
中
旬
に
設
立
登
記
を
行
う
べ
く
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

  

地
産
・
地
商
に
つ
い
て

9

　村
内
で
と
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
第
三
セ

ク
タ
ー
で
使
用
で
き
な
い
か
。

 

答

　副
村
長

　現
在
、モ
ネ
の
庭
、北
川
村
温
泉
共
に
、お
米
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
奈
半
利
か
ら
購
入
を
し
て
お
り

ま
す
。購
入
量
は
だ
い
た
い
１
ヵ
月
当
た
り
の
平

均
で
、モ
ネ
の
庭
の
カ
フ
ェ
で
、約
３
〜
４
袋（
３０

㎏
）、北
川
村
温
泉
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
４
〜
５
袋

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　地
元
の
お
米
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
、消
費
拡
大
と
い
う
面
で
も
非
常
に
意
義

が
あ
る
こ
と
か
ら
、現
場
の
支
配
人
と
も
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
ら
是

非
、積
極
的
に
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。安
定
的
に
供
給
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
す
の
で
、協
議
を
進
め
な
が
ら
購
入
で

き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、北
川
村
温
泉
で
は
、昨
年
の
１０
月
か
ら

今
年
の
１
月
に
か
け
て
地
元
の
方
か
ら
直
接
お

米
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　米
以
外
で
は
、卵
や
、シ
カ
、地
元
の
小
島
で
取

れ
た
野
菜
に
つ
い
て
は
ロ
ビ
ー
で
も
販
売
し
て

お
り
、そ
こ
か
ら
食
材
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一

部
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
る
状
況
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

  

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9

　村
道
竹
屋
敷
線
と
村
道
西
谷
線
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
適
時
対
応
し

て
い
く
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、維
持
補
修
の
事
業
費
も
以
前
に
比
べ
る

と
、数
倍
係
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、今
後

は
適
切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

第
２
次
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
中
で
、補
修
計
画
等
を
策
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　建
設
課
長

　

　定
期
的
に
現
状
把
握
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
ま
す
。そ
れ
と
併
せ
ま
し

て
、今
年
度
は
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
の
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
、今
後
の
修
繕
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

  

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

9

　森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
の
指
針
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
源
の
使
途
に
つ
い
て
、県
の
概
要
資
料
に
よ

り
ま
す
と
森
林
整
備
、人
材
育
成
、担
い
手
確
保
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
つ
い
て
の
利

用
例
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、森
林

整
備
に
つ
い
て
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

森
林
に
お
い
て
、市
町
村
に
委
託
さ
れ
た
森
林
の

路
網
整
備
や
間
伐
等
、そ
の
他
、里
山
林
整
備
、放

置
竹
林
整
備
、森
林
整
備
に
必
要
と
な
る
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
、境
界
確
定
な
ど
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。次
に
人
材
育
成
、担
い
手

確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、担
い
手
確
保
に
向
け
た

取
組
、林
業
従
事
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

に
つ
い
て
は
学
校
、病
院
、福
祉
施
設
等
の
公
共

建
設
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境
教
育
、木
育
、

植
樹
活
動
な
ど
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、国
の
基
本
的
な
考
え
と
い
た
し
ま
し
て

は
、地
方
譲
与
税
な
の
で
国
と
し
て
使
途
を
詳
細

な
範
囲
で
示
す
事
は
馴
染
ま
な
い
と
い
う
ふ
う

な
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て

も
市
町
村
等
が
検
討
す
る
上
で
参
考
と
な
る
事

例
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、地
方
団
体
に
助
言
す
る

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、基
本
的

に
は
、県
の
今
出
さ
れ
て
い
る
所
の
範
疇
で
考
え

て
行
く
べ
き
か
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

9

　村
内
の
森
林
所
有
者
と
こ
の
財
源
の
周
知

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　村
全
体
で
約
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
森
林
面
積
が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
中
で
民
有
林

が
半
分
位
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。東
部
森
林
組
合
員
で
村
内
に

森
林
を
保
有
し
て
い
る
組
合
員
数
が
４
９
７
名

で
、そ
の
う
ち
村
内
在
住
者
は
、約
半
分
に
あ
た

り
ま
す
２
４
９
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

産
業
に
お
い
て
も
、非
常
に
効
果
的
な
こ
と
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。村
と
し
て

は
、森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
森
林
資
源

の
活
用
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
け
れ
る
よ
う
な
段

階
に
入
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

9

　保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
額
無
償
化
す
る
の
が
い

い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
審
議
し
、そ
の
中
で
う
た
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
も
０

歳
か
ら
１５
歳
の
一
貫
し
た
教
育
を
考
え
た
場
合

に
は
、あ
ま
り
国
が
こ
う
だ
か
ら
っ
て
い
う
こ
と

に
準
じ
る
の
で
は
な
く
北
川
村
の
子
ど
も
達
を

育
て
る
、子
ど
も
達
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
考
え
た
中
で
、最
終
的
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　医
療
費
の
無
償
化
１８
歳
ま
で
の
拡
充
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
政
収
支
を
見
通
し
た
中
で
、５
年
、
１０
年
、

も
っ
と
先
の
長
い
ス
パ
ン
を
考
え
た
上
で
最
終

的
に
は
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
政
策
に
つ
き
ま
し
て
、

出
来
う
る
限
り
義
務
教
育
を
卒
業
す
る
ま
で
は

公
平
性
が
保
て
る
中
で
、順
次
対
応
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
の
中
で
動
か
し
て
き
て

お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、今
回
策

定
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

  

村
の
行
事
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、納
涼
祭
、敬

老
会
、村
民
運
動
会
、慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
ま
つ

り
、観
光
び
ら
き
と
村
を
挙
げ
て
の
様
々
な
行
事

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
行
事
の
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
り
、そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
い
う
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　行
事
を
大
別
す
る
と
、村
民
の
交
流
、絆
を
深

め
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
も
の
と
、村

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、広
く
村
外
か
ら
の
お
客

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
消
費
拡
大
へ
繋
げ
て
い
く

側
面
の
あ
る
も
の
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　ま
た
、村
が
直
接
実
施
し
て
い
る
も
の
、あ
る

い
は
実
行
委
員
会
形
式
で
対
応
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
、様
々
な
経
過
を
経

て
多
く
の
関
係
機
関
・
関
係
者
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、現
在
の
姿
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　ど
の
行
事
に
し
ま
し
て
も
、そ
の
企
画
・
準
備

段
階
、開
催
当
日
の
運
営
・
片
づ
け
ま
で
、相
当
な

労
力
を
要
し
て
い
る
事
も
現
実
で
あ
り
、限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
は
村
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
動

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま

た
地
域
の
皆
様
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
も
の
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　人
口
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
な
形
態
・
規
模
、水
準
で
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
、不
安
を
抱
え
て
い
る
の
も

現
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
今
後
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
形
で

持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、村
民
の
皆
様

が
楽
し
み
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
の
か
、議

論
で
き
る
場
を
作
り
、行
事
の
目
的
に
照
ら
し
、

そ
の
実
行
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、そ
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

尾﨑　一マ 議員

和田　和恵 議員

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１

号
）　歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
，３
３
１
，４
３
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
大
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ
る

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の

支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
，１
７
０
千
円

増
額
し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
１
，６
０
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

提
出
先：

内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

　
　
　

  

財
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、

　
　
　

  

国
土
交
通
大
臣

・・ 

陳

　情 

・・

菖
蒲
谷
川
に
於
け
る
流
木
防
護
柵
等
の
設
置

に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
採
択
）



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１３
日
に
開

会
し
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

額
の
報
告
及
び
一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

の
報
告
承
認
、条
例
の
改
正
、令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　１４
日
に
は
、３
氏
が
、６
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

所
信
表
明
・
行
政
報
告 

・・ 

　

【
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
】

　政
策
の
柱
で
あ
る
二
つ
の
大
き
な
課
題「
北
川

村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
構
築
す
る
こ
と
」そ
し
て「
北
川
村

に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
」に
正
面
か
ら
更
に
向
き
合

い
、村
政
運
営
の
基
本
を
変
え
る
こ
と
な
く
、２

期
目
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
】

　第
１
は「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」、第
２
は

「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
」、第
３
は「
生
活
社

会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」、第
４
は「
村
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
」、そ
し
て
第
５
は「
日
本
一

元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ

れ
ま
で
の
４
年
間
の
条
件
整
備
か
ら
、よ
り
成
果

を
意
識
し
着
実
に
成
長
さ
せ
る
段
階
に
移
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、２
期
目
の
４
年
間
に

お
き
ま
し
て
、１
期
目
の
政
策
の
方
向
性
を
堅
持

し
た
う
え
で
、よ
り
実
効
性
が
高
い
政
策
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　今
年
度
末
で
第
１
次「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
計
画
期
間
を
終
え
ま
す

の
で
、村
民
の
皆
様
、議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、次
期
戦
略
の
立
案
作
業
と
あ

わ
せ
て
、具
体
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
２
期
目
に
向
け
た
課
題
】

　５
つ
の
基
本
政
策
の
成
果
を
意
識
し
、こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、村
政
運
営
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、私
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
が
３
点
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、第
１
点
目
は「
各
政
策
間
の
連
携
を
意

識
す
る
こ
と
」、第
２
点
目
と
し
て「
村
民
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
り
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
」、第

３
点
目
と
し
て
は「
職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
こ

と
」で
あ
り
ま
す
。こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
政

策
実
行
の
際
に
常
に
意
識
を
し
な
が
ら
、こ
れ
ま

で
の
取
組
み
の
土
台
の
上
に
立
ち
、北
川
村
の
未

来
づ
く
り
に
む
け
て
、自
戒
の
念
を
忘
れ
ず
、全

力
で
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
の
村
政
運
営
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
道
西
谷
線
の
の
り
面
崩
壊
復
旧
工
事
が
５
月

末
に
完
成
、残
り
の
林
道
２
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

早
期
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　県
の
管
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、小
島
ト
ン

ネ
ル
が
５
月
２８
日
に
貫
通
し
、再
来
年
の
３
月
に

は
供
用
開
始
の
見
込
み
、ま
た
、平
鍋
地
区
の
地

す
べ
り
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
中
、安
倉

地
区
の
の
り
面
崩
壊
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度

中
に
完
成
の
見
込
み
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
か
ら
順
次
地
域
へ
職
員
が
出
向
き
、皆
様
と

と
も
に
安
否
確
認
の
方
法
や
避
難
所
生
活
の

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、引

き
続
き
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　水
害
・
土
砂
災
害
に
つ
き
ま
し
て
、国
は
避
難

勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
３１
年

３
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
訂
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、村
内
各
戸
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
、適
時
広
報
に

よ
り
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
を
目
指
し
、特

定
健
診
の
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成

３０
年
度
の
受
診
率
は
５
月
調
査
分
で
４７
・
０６
％

（
前
年
同
時
期
４９
・
２８
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　健
診
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
指
導
対
象

と
な
っ
た
方
に
対
す
る
保
健
指
導
や
、健
康
意
識

の
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
教
室
は
継
続
し
た

取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、事
業
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、適
宜
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　６
月
か
ら
保
健
福
祉
推
進
員
を
２
名
体
制
と
し

ま
し
た
の
で
、今
後
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、施
設
本

体
が
３
月
末
に
完
成
し
、７
月
２９
日
に
は
開
所
式

を
予
定
し
て
お
り
、引
き
続
き
指
定
管
理
者
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
具
体
的
な
施
設
運
用
の

協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
圃
場
は
、宗
ノ
上
、小

島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
整
備
を
行

う
べ
く
、現
在
、県
に
よ
る
実
施
設
計
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、地
区
に
よ
り
進
捗
状
況
が
異

な
り
ま
す
が
、早
い
地
区
で
は
夏
頃
に
工
事
が
始

ま
る
予
定
で
す
。耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、今

月
か
ら
村
内
を
中
心
に
広
く
募
集
を
行
い
、７
月

末
ま
で
に
は
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　和
田
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
を
利
用
し
て
行
う
和

田
日
浦
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、造

成
後
の
農
地
の
区
画
割
に
つ
い
て
地
権
者
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
行
い
、今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ト

ン
ネ
ル
の
残
土
の
運
搬
が
開
始
さ
れ
、令
和
２
年

度
末
ま
で
残
土
を
受
け
入
れ
、土
地
の
嵩
上
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　新
規
就
農
者
に
つ
い
て
、現
在
、３
名
の
方
が

今
年
度
中
に
営
農
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、経
営
安
定
ま
で
、Ｊ
Ａ
及
び
県
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
産
地
全
体
で
栽

培
技
術
面
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、２
，

９
２
７
件
、２
７
，１
１
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、ま
だ
２
ヵ
月
が
経
過
し
た
ば
か
り

で
す
が
、５
月
ま
で
の
納
税
実
績
は
２
７
３
件
、

２
，６
５
７
千
円（
昨
年
同
期
１
２
３
件
、９
７
４

千
円
）と
件
数
、金
額
と
も
昨
年
同
時
期
の
倍
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品
を

揃
え
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
納
税
額
３
０
，０
０

０
千
円
の
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
モ
ネ
の
庭
の

入
園
者
は
、１
１
，０
１
２
人
と
な
り
、１０
連
休
と
い

う
追
い
風
と
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、目
標

を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　来
年
の
開
園
２０
周
年
に
合
わ
せ
た
光
の
庭
の
整

備
を
今
後
進
め
、来
園
者
の
満
足
度
を
高
め
、園
内

で
の
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
で
、村
の
活
性
化
に

繋
げ
る
と
と
も
に
、日
仏
共
同
で
制
作
す
る
と
い
う

話
題
性
を
活
か
し
、交
流
人
口
の
拡
大
に
も
結
び
つ

け
て
ま
い
り
た
い
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
５
月

ま
で
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ

せ
て
３
，８
４
２
人
と
な
っ
て
お
り
、計
画
目
標（
２
，

３
５
０
人
）を
大
き
く
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、既
に
完

成
し
て
い
る
４
軒
は
全
て
入
居
済
と
な
っ
て
い

ま
す
。昨
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
る
２
軒
の
う
ち

野
友
地
区
の
１
軒
は
改
修
工
事
が
５
月
に
終
了

し
ま
し
た
。久
府
付
地
区
の
１
軒
は
７
月
末
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
ま
し
て
、村
内
へ

移
住
し
て
就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、大
阪
で
６
月
中
旬
に
、東
京
で
は
６
月
と

７
月
に
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、起
業
家
農
業
者
を
目
指
す
就
農
者
の
募

集
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。今
回
募
集
す

る
方
に
は
、村
内
の
専
業
農
家
に
入
り
、栽
培
技

術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、起
業
家
農
業
者
が
順
次
、村
内
で
就
農

し
て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
ま
し
て
、こ
う
し
た

方
々
向
け
の
住
宅
整
備
の
方
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
２８
年
度
か
ら
２
年
間
、県
の
指
定
事
業
を
受

け
、保
育
所
と
小
学
校
の
連
絡
協
議
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、単
な
る
情
報
共
有
に
と
ど
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

教
育
内
容
を
構
築
し
、実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　保
育
所
と
小
学
校
、小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
連
携
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
は
、

１５
年
間
を
見
通
し
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
学
び
と

な
る「
北
川
学
」の
創
設
に
向
け
、こ
れ
ら
の
取
組

み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、県
の
指
定
事
業（
中
山
間
地
域
に

お
け
る
特
色
あ
る
教
育
課
程
推
進
事
業
）を
受
け
、

先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
高
知
市
の
土

佐
山
学
舎
に
全
て
の
教
職
員
が
参
加
し
、そ
の
取

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、小
中
学
校
の
全
学
年
が

公
開
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
今
年
度
、村
の
将
来
を
見
据
え
、よ
り

よ
い
学
校
運
営
を
考
え
る
会
議
を
創
設
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
を
目
指
し
、国
か
ら

の
ご
紹
介
に
よ
り
、現
在
子
育
て
事
業
に
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
木
内
里
美
氏
を
村
の
政
策
参
与

と
し
て
任
命
し
ま
し
た
。今
後
、木
内
参
与
に
は
、

教
育
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、村
の
政
策
全
般
に
渡
っ

て
、大
所
高
所
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
け
る
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
体
制
整
備
を
進
め
、今
後
、保
護
者

や
地
域
住
民
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、０

歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　５
月
１２
日
に
、第
９
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

村
内
外
か
ら
計
５
９
２
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加

い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、盛
会
の
う
ち

に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　今
回
は
事
前
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、企
画
委
員
会
で
大
会
の
目

的
を
再
確
認
し
、そ
の
目
的
に
沿
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
る
新
た
な
企
画
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ゴ
ー
ル
地
点
で
の

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
慎
太
郎
ク
イ
ズ

の
実
施
、小
学
生
に
よ
る
手
作
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

掲
示
な
ど
の
新
た
な
試
み
を
行
い
ま
し
た
。こ
う

し
た
取
組
み
に
よ
り
、参
加
者
が
単
に
走
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、村
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
は
じ

め
、北
川
村
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

大
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　中
岡
慎
太
郎
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

入
館
者
は
、前
年
比
１
１
４
・
２
％（
７
８
１
人
）

と
約
１
０
０
人
増
加
し
ま
し
た
。今
後
は
秋
に
開

催
す
る
企
画
展「
北
川
村
の
庄
屋
の
仕
事
」や
顕

彰
会
と
共
催
で
開
催
す
る
中
岡
慎
太
郎
学
習
会

な
ど
で
集
客
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

各
施
策
の
本
年
度
の
到
達
点
に
つ
い
て

9

　保
・
小
・
中
連
携
事
業
の
今
年
度
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
の
村
の
在
り
方
を
左
右
す
る
、根
幹
と
な

る
施
策
の
中
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
取
組
み
は
０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
通

し
た
一
貫
教
育
を
行
う
中
で
、現
在
の
義
務
教
育

の
出
口
で
あ
る
１５
歳
ま
で
に
身
に
付
け
る
べ
き

姿
を
描
き
、自
ら
創
造
し
、自
ら
考
え
る
力
を
備

え
、行
動
す
る
子
ど
も
達
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
も
の
で
す
。

　本
年
度
の
目
標
は
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今

後
の
、更
な
る
人
数
減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う
教

育
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
取
組
み
の
み
な
ら
ず
、

速
や
か
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
組
織
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。１５
年
一
貫
教
育
の

確
立
の
布
石
と
し
て
、ま
ず
は
小
中
学
校
の
教
職

員
が
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
目
指
す
べ
き
姿
を

共
有
し
、ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
産

業
や
福
祉
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

答

　教
育
次
長（
西
岡
）

　児
童
数
の
減
少
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、教

育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、小

中
連
携
で
北
川
村
に
愛
着
を
持
っ
て
子
ど
も
達

が
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、「
北
川
学
」と
い
う
も
の

を
き
ち
ん
と
作
り
上
げ
る
こ
と
が
内
容
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
教
育
内
容
を
作

り
上
げ
る
と
と
も
に
、福
祉
分
野
、子
育
て
の
在

り
方
、子
育
て
支
援
策
等
も
含
め
て
の
子
育
て
・

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　組
織
、体
制
面
に
つ
い
て
は
、形
あ
り
き
で
は

な
い
の
で
、教
育
内
容
も
含
め
、ど
う
い
う
ふ
う

な
方
向
性
が
い
い
の
か
、保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　北
川
モ
デ
ル
の
次
の
候
補
地
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　

　候
補
地
で
上
が
っ
て
い
る
の
は
３
ヵ
所
ご
ざ

い
ま
す
。審
査
会
等
の
時
間
的
な
制
約
の
中
で
早

期
に
着
手
で
き
る
所
が
あ
れ
ば
、農
地
中
間
管
理

権
の
設
定
や
事
業
計
画
の
変
更
で
の
対
処
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、時
間
的
に
難

し
い
と
な
れ
ば
、次
期
認
定
事
業
の
中
で
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　来
春
完
成
予
定
の
園
地
の
耕
作
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
月
う
ち
に
村
内
の
ゆ
ず
生
産
者
中
心

に
公
募
を
行
っ
て
７
月
中
に
あ
る
一
定
決
定
し

た
い
考
え
て
お
り
ま
す
。

　選
考
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、優
先
順
位
を
付
け
、

今
現
在
村
内
で
従
事
し
て
い
る
方
、村
ゆ
か
り
の

方
、最
終
的
に
は
I
タ
ー
ン
と
い
う
よ
う
な
順
番

に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。で
す
か
ら
規
模
拡

大
の
人
が
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、そ
れ
は

外
か
ら
来
る
よ
り
は
先
に
充
当
す
る
形
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　

　応
募
・
選
考
基
準
や
耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　野
友
地
区
の
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　奈
半
利
川
河
川
堤
防
整
備
に
伴
う
野
友
地
区

改
良
工
事
と
い
う
こ
と
で
動
か
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、地
権
者
か
ら
９０
％
以
上
の
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
、代

替
地
の
確
保
、水
田
利
用
や
畑
利
用
の
必
要
面
積

の
確
定
と
図
面
へ
の
落
と
し
込
み
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。地
権
者
の
皆
様
に

更
に
丁
寧
な
説
明
を
継
続
し
理
解
を
求
め
て
い

き
、来
年
度
に
事
業
採
択
を
し
て
い
た
だ
き
、そ

の
翌
年
度
に
設
計
、そ
し
て
令
和
４
年
度
の
着
工

を
目
指
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　社
員
用
住
宅
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
も
地
権
者
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、用
地
売
買
契
約
、造
成
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　宗
ノ
上
、蛇
谷
、矢
筈
谷
川
の
３
ヵ
所
に
つ
い

て
、今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
年
度
末
ま

で
に
測
量
及
び
概
算
工
事
費
の
算
出
の
た
め
の

基
本
設
計
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
い
て
運
用
方
法

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　７
月
２９
日
が
開
所
式
典
と
な
り
ま
す
。こ
の
小

規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」に
つ
き
ま
し
て

は
、住
民
の
方
が
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
て
、ま
だ

ま
だ
自
分
の
家
で
１
人
で
暮
ら
す
に
は
、な
か
な

か
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
と
か
、災
害
で

外
へ
出
て
い
る
と
き
に
、道
路
が
封
鎖
さ
れ
て
家

へ
帰
れ
な
い
場
合
に
宿
泊
で
き
る
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
お
り
ま
す
。集
い
の
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
域
住
民
の
繋
が
り
と
か
、新
た
な
交
流
、支

え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
醸

成
す
る
た
め
に
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
く
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
の
と
こ
ろ
、親
子
の

交
流
、子
ど
も
の
遊
び
場
、高
齢
者
や
障
害
者
の

日
中
活
動
の
場
、地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、イ
ベ

ン
ト
利
用
な
ど
様
々
な
利
用
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　現
在
、規
則
で
は
お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
は
取
り

決
め
を
し
て
お
り
ま
す
。社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
用
を
行
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

運
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、様
式
で
あ
る
と
か
、申
し

込
み
様
式
、管
理
簿
で
あ
る
と
か
、そ
う
い
っ
た

も
の
を
今
、作
成
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

9

　公
社
の
設
立
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
運
営
業
務
、そ
し
て

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
っ
て
村
が
一
時
保
有

し
て
い
る
農
地
の
維
持
管
理
な
ど
の
農
業
公
社

的
な
業
務
、そ
し
て
現
在
整
備
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
共
同
社
員
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
、村
の

公
共
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
業
務
、こ
の
３
部
門

の
構
成
で
公
社
を
設
立
し
ま
す
。

　現
在
、７
月
中
旬
ま
で
に
各
種
規
定
な
ど
を
整

備
し
て
、８
月
中
旬
に
設
立
登
記
を
行
う
べ
く
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

  

地
産
・
地
商
に
つ
い
て

9

　村
内
で
と
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
第
三
セ

ク
タ
ー
で
使
用
で
き
な
い
か
。

 

答

　副
村
長

　現
在
、モ
ネ
の
庭
、北
川
村
温
泉
共
に
、お
米
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
奈
半
利
か
ら
購
入
を
し
て
お
り

ま
す
。購
入
量
は
だ
い
た
い
１
ヵ
月
当
た
り
の
平

均
で
、モ
ネ
の
庭
の
カ
フ
ェ
で
、約
３
〜
４
袋（
３０

㎏
）、北
川
村
温
泉
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
４
〜
５
袋

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　地
元
の
お
米
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
、消
費
拡
大
と
い
う
面
で
も
非
常
に
意
義

が
あ
る
こ
と
か
ら
、現
場
の
支
配
人
と
も
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
ら
是

非
、積
極
的
に
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。安
定
的
に
供
給
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
す
の
で
、協
議
を
進
め
な
が
ら
購
入
で

き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、北
川
村
温
泉
で
は
、昨
年
の
１０
月
か
ら

今
年
の
１
月
に
か
け
て
地
元
の
方
か
ら
直
接
お

米
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　米
以
外
で
は
、卵
や
、シ
カ
、地
元
の
小
島
で
取

れ
た
野
菜
に
つ
い
て
は
ロ
ビ
ー
で
も
販
売
し
て

お
り
、そ
こ
か
ら
食
材
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一

部
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
る
状
況
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

  

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9

　村
道
竹
屋
敷
線
と
村
道
西
谷
線
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
適
時
対
応
し

て
い
く
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、維
持
補
修
の
事
業
費
も
以
前
に
比
べ
る

と
、数
倍
係
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、今
後

は
適
切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

第
２
次
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
中
で
、補
修
計
画
等
を
策
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　建
設
課
長

　

　定
期
的
に
現
状
把
握
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
ま
す
。そ
れ
と
併
せ
ま
し

て
、今
年
度
は
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
の
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
、今
後
の
修
繕
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

  

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

9

　森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
の
指
針
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
源
の
使
途
に
つ
い
て
、県
の
概
要
資
料
に
よ

り
ま
す
と
森
林
整
備
、人
材
育
成
、担
い
手
確
保
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
つ
い
て
の
利

用
例
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、森
林

整
備
に
つ
い
て
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

森
林
に
お
い
て
、市
町
村
に
委
託
さ
れ
た
森
林
の

路
網
整
備
や
間
伐
等
、そ
の
他
、里
山
林
整
備
、放

置
竹
林
整
備
、森
林
整
備
に
必
要
と
な
る
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
、境
界
確
定
な
ど
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。次
に
人
材
育
成
、担
い
手

確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、担
い
手
確
保
に
向
け
た

取
組
、林
業
従
事
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

に
つ
い
て
は
学
校
、病
院
、福
祉
施
設
等
の
公
共

建
設
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境
教
育
、木
育
、

植
樹
活
動
な
ど
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、国
の
基
本
的
な
考
え
と
い
た
し
ま
し
て

は
、地
方
譲
与
税
な
の
で
国
と
し
て
使
途
を
詳
細

な
範
囲
で
示
す
事
は
馴
染
ま
な
い
と
い
う
ふ
う

な
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て

も
市
町
村
等
が
検
討
す
る
上
で
参
考
と
な
る
事

例
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、地
方
団
体
に
助
言
す
る

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、基
本
的

に
は
、県
の
今
出
さ
れ
て
い
る
所
の
範
疇
で
考
え

て
行
く
べ
き
か
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

9

　村
内
の
森
林
所
有
者
と
こ
の
財
源
の
周
知

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　村
全
体
で
約
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
森
林
面
積
が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
中
で
民
有
林

が
半
分
位
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。東
部
森
林
組
合
員
で
村
内
に

森
林
を
保
有
し
て
い
る
組
合
員
数
が
４
９
７
名

で
、そ
の
う
ち
村
内
在
住
者
は
、約
半
分
に
あ
た

り
ま
す
２
４
９
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

産
業
に
お
い
て
も
、非
常
に
効
果
的
な
こ
と
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。村
と
し
て

は
、森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
森
林
資
源

の
活
用
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
け
れ
る
よ
う
な
段

階
に
入
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

9

　保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
額
無
償
化
す
る
の
が
い

い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
審
議
し
、そ
の
中
で
う
た
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
も
０

歳
か
ら
１５
歳
の
一
貫
し
た
教
育
を
考
え
た
場
合

に
は
、あ
ま
り
国
が
こ
う
だ
か
ら
っ
て
い
う
こ
と

に
準
じ
る
の
で
は
な
く
北
川
村
の
子
ど
も
達
を

育
て
る
、子
ど
も
達
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
考
え
た
中
で
、最
終
的
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　医
療
費
の
無
償
化
１８
歳
ま
で
の
拡
充
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
政
収
支
を
見
通
し
た
中
で
、５
年
、
１０
年
、

も
っ
と
先
の
長
い
ス
パ
ン
を
考
え
た
上
で
最
終

的
に
は
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
政
策
に
つ
き
ま
し
て
、

出
来
う
る
限
り
義
務
教
育
を
卒
業
す
る
ま
で
は

公
平
性
が
保
て
る
中
で
、順
次
対
応
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
の
中
で
動
か
し
て
き
て

お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、今
回
策

定
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

  

村
の
行
事
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、納
涼
祭
、敬

老
会
、村
民
運
動
会
、慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
ま
つ

り
、観
光
び
ら
き
と
村
を
挙
げ
て
の
様
々
な
行
事

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
行
事
の
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

 
答

　村
長

　そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
り
、そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
い
う
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　行
事
を
大
別
す
る
と
、村
民
の
交
流
、絆
を
深

め
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
も
の
と
、村

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、広
く
村
外
か
ら
の
お
客

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
消
費
拡
大
へ
繋
げ
て
い
く

側
面
の
あ
る
も
の
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　ま
た
、村
が
直
接
実
施
し
て
い
る
も
の
、あ
る

い
は
実
行
委
員
会
形
式
で
対
応
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
、様
々
な
経
過
を
経

て
多
く
の
関
係
機
関
・
関
係
者
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、現
在
の
姿
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　ど
の
行
事
に
し
ま
し
て
も
、そ
の
企
画
・
準
備

段
階
、開
催
当
日
の
運
営
・
片
づ
け
ま
で
、相
当
な

労
力
を
要
し
て
い
る
事
も
現
実
で
あ
り
、限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
は
村
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
動

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま

た
地
域
の
皆
様
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
も
の
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　人
口
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
な
形
態
・
規
模
、水
準
で
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
、不
安
を
抱
え
て
い
る
の
も

現
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
今
後
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
形
で

持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、村
民
の
皆
様

が
楽
し
み
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
の
か
、議

論
で
き
る
場
を
作
り
、行
事
の
目
的
に
照
ら
し
、

そ
の
実
行
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、そ
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
３１
年
３
月
議
会
後
の

岩
垣
議
長
行
事
等
活
動
報
告

岩
垣
議
長
、

　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
就
任

３
月
５
日（
火
）
　３
月
議
会
定
例
会

３
月
６
日（
水
）
　（
休
会
）

３
月
７
日（
木
）
　（
休
会
・
常
任
委
員
会
）

３
月
８
日（
金
）
　３
月
議
会
定
例
会

３
月
９
日（
土
）
　北
川
中
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
中
学
校
体
育
館
）

３
月
１６
日（
土
）
　「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」

交
流
イ
ベ
ン
ト（
馬
路
村
丸
山

公
園
）

３
月
１８
日（
月
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
評

議
員
会（
自
治
会
館
）

３
月
１９
日（
火
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

現
地
調
査（
議
会
会
議
室
、野

川
菖
蒲
谷
）

３
月
２０
日（
水
）
　北
川
小
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　（
小
中
学
校
体
育
館
）

３
月
２２
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

３
月
２５
日（
月
）
　社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会

（
北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

３
月
２６
日（
火
）
　ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協

議
会
総
会（
安
芸
総
合
庁
舎
）

３
月
２６
日（
火
）
　北
川
村
観
光
協
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
役
場
２
階
会
議
室
）

３
月
２７
日（
水
）
　み
ど
り
保
育
所
卒
園
式

　
　
　
　
　
　
　（
み
ど
り
保
育
所
ホ
ー
ル
）

３
月
２７
日（
水
）
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会（
愛

光
園
）

　
　
　
　
　
　
　（
西
尾
副
議
長
出
席
）

４
月
６
日（
土
）
　北
川
村
戦
没
者
追
悼
式（
北
川

村
遺
族
会
館
）

４
月
２２
日（
月
）
　当
選
議
員
懇
談
会

　

４
月
２６
日（
金
）
　主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・
魚
梁

瀬
公
園
線
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
監
査（
議
長
室
）

４
月
２７
日（
土
）
　村
内
一
斉
清
掃

令
和
元
年

５
月
７
日（
火
）
　臨
時
議
会

５
月
１２
日（
日
）
　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

５
月
１３
日（
月
）
　道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

高
知
県
地
方
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会

（
城
西
館
）

５
月
１５
日（
水
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
総

会（
田
野
町
役
場
）

５
月
１７
日（
金
）
　あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

完
成
見
学
会（
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）

５
月
１９
日（
日
）
　高
知
駐
屯
地
創
立
５３
周
年
及

び
第
５０
普
通
科
連
隊
創
隊
１３

周
年
記
念
行
事（
上
自
衛
隊
高

知
駐
屯
地
）

５
月
１９
日（
日
）
　農
林
水
産
省
主
催
意
見
交
換

会（
翠
園
）欠
席
）

５
月
２０
日（
月
）
　春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
府

付
三
叉
路
）

５
月
２３
日（
木
）
　中
芸
地
区
商
工
会
定
期
総
会

（
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

５
月
２４
日（
金
）
　四
国
山
地
砂
防
事
務
所
事
業

連
絡
調
査
委
会
議

　
　
　
　
　
　
　四
国
直
轄（
吉
野
川
・
重
信
川
・

奈
梁
半
利
川
）砂
防
事
業
促
進

期
成
同
盟
会

　
　
　
　
　
　
　総
会（
豊
町
農
工
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
）

５
月
２７
日（
月
）
　安
芸
地
区
地
域
安
全
協
会
総

会（
安
芸
警
察
署
）

５
月
２８
日（
火
）
　全
国
町
村
議
会
議
長
会
正
副

○
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長

　就
任
挨
拶

　こ
の
度
、高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
の

臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、皆
様
方
の
ご

推
挙
を
賜
り
、そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛

感
し
、誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　私
た
ち
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」に
よ
る
地
方
の
創
生
実
現
に

む
け
取
り
組
み
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
、地
域
経

済
の
縮
小
な
ど
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
い
て

お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、防
災
、命
の
道
の
整
備
等
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
暇
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ら
の
課
題
の
解
消

に
む
け
、地
域
の
特
性
に
即
し
た
取
り
組

み
や
人
々
が
安
心
し
て
働
き
生
活
を
お
く

り
、子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
な
ど
、地
域
経
済
の
活
性

化
、振
興
に
努
め
、活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

へ
の
対
策
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、執
行
部
と

の
連
携
を
図
り
、全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
方
の

ご
支
援
後
協
力
、ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
研
修
会（
東
京
都
）

５
月
２９
日（
水
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
道

路
整
備
中
央
要
望
活
動（
東
京

都
）

５
月
２９
日（
水
）
　奨
学
生
選
考
委
員
会（
郡
議
長

会
中
央
要
望
出
席
の
た
め
欠

席
）（
村
民
会
館
）

５
月
３０
日（
木
）
　帰
高

　

５
月
３１
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　（
中
芸
広
域
連
合
）

６
月
３
日（
月
）
　中
岡
迂
山
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
村
民
会
館
）

６
月
４
日（
火
）
　一
般
国
道
５５
号
・
阿
南
安
芸
自

動
車
道
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
総
会（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
）
　

６
月
４
日（
火
）
　高
知
東
部
自
動
車
道
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総
会（
田
野
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

６
月
４
日（
火
）
　国
道
４
９
３
号
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
総
会（
田
野
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

６
月
６
日（
木
）
　全
員
協
議
会

６
月
６
日（
木
）
　議
会
運
営
委
員
会

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１

号
）　歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
，３
３
１
，４
３
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
大
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ
る

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の

支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
，１
７
０
千
円

増
額
し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
１
，６
０
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

提
出
先：

内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

　
　
　

  

財
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、

　
　
　

  

国
土
交
通
大
臣

・・ 

陳

　情 

・・

菖
蒲
谷
川
に
於
け
る
流
木
防
護
柵
等
の
設
置

に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
採
択
）

　岩
垣
實
男
北
川
村
議
会
議
長
が
、今
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨

時
総
会
に
お
い
て
、高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、今
年
５
月
に
は
、引
き
続
き
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

岩垣　實男 議長



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１３
日
に
開

会
し
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

額
の
報
告
及
び
一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

の
報
告
承
認
、条
例
の
改
正
、令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　１４
日
に
は
、３
氏
が
、６
件
の
一
般
質
問
を
行

い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

所
信
表
明
・
行
政
報
告 

・・ 

　

【
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
】

　政
策
の
柱
で
あ
る
二
つ
の
大
き
な
課
題「
北
川

村
に
住
ん
で
働
い
て
生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら

れ
る
産
業
を
構
築
す
る
こ
と
」そ
し
て「
北
川
村

に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
生
活
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
」に
正
面
か
ら
更
に
向
き
合

い
、村
政
運
営
の
基
本
を
変
え
る
こ
と
な
く
、２

期
目
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
】

　第
１
は「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」、第
２
は

「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
」、第
３
は「
生
活
社

会
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」、第
４
は「
村
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
」、そ
し
て
第
５
は「
日
本
一

元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ

れ
ま
で
の
４
年
間
の
条
件
整
備
か
ら
、よ
り
成
果

を
意
識
し
着
実
に
成
長
さ
せ
る
段
階
に
移
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、２
期
目
の
４
年
間
に

お
き
ま
し
て
、１
期
目
の
政
策
の
方
向
性
を
堅
持

し
た
う
え
で
、よ
り
実
効
性
が
高
い
政
策
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　今
年
度
末
で
第
１
次「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
計
画
期
間
を
終
え
ま
す

の
で
、村
民
の
皆
様
、議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、次
期
戦
略
の
立
案
作
業
と
あ

わ
せ
て
、具
体
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
２
期
目
に
向
け
た
課
題
】

　５
つ
の
基
本
政
策
の
成
果
を
意
識
し
、こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、村
政
運
営
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、私
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
が
３
点
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、第
１
点
目
は「
各
政
策
間
の
連
携
を
意

識
す
る
こ
と
」、第
２
点
目
と
し
て「
村
民
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
り
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
」、第

３
点
目
と
し
て
は「
職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
こ

と
」で
あ
り
ま
す
。こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
政

策
実
行
の
際
に
常
に
意
識
を
し
な
が
ら
、こ
れ
ま

で
の
取
組
み
の
土
台
の
上
に
立
ち
、北
川
村
の
未

来
づ
く
り
に
む
け
て
、自
戒
の
念
を
忘
れ
ず
、全

力
で
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
の
村
政
運
営
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
道
西
谷
線
の
の
り
面
崩
壊
復
旧
工
事
が
５
月

末
に
完
成
、残
り
の
林
道
２
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

早
期
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　県
の
管
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、小
島
ト
ン

ネ
ル
が
５
月
２８
日
に
貫
通
し
、再
来
年
の
３
月
に

は
供
用
開
始
の
見
込
み
、ま
た
、平
鍋
地
区
の
地

す
べ
り
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
中
、安
倉

地
区
の
の
り
面
崩
壊
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度

中
に
完
成
の
見
込
み
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
か
ら
順
次
地
域
へ
職
員
が
出
向
き
、皆
様
と

と
も
に
安
否
確
認
の
方
法
や
避
難
所
生
活
の

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、引

き
続
き
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　水
害
・
土
砂
災
害
に
つ
き
ま
し
て
、国
は
避
難

勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
３１
年

３
月
に
改
訂
し
ま
し
た
。こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
訂
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、村
内
各
戸
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
、適
時
広
報
に

よ
り
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
を
目
指
し
、特

定
健
診
の
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成

３０
年
度
の
受
診
率
は
５
月
調
査
分
で
４７
・
０６
％

（
前
年
同
時
期
４９
・
２８
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　健
診
結
果
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
指
導
対
象

と
な
っ
た
方
に
対
す
る
保
健
指
導
や
、健
康
意
識

の
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
教
室
は
継
続
し
た

取
組
み
が
必
要
で
あ
り
、事
業
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、適
宜
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　６
月
か
ら
保
健
福
祉
推
進
員
を
２
名
体
制
と
し

ま
し
た
の
で
、今
後
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、施
設
本

体
が
３
月
末
に
完
成
し
、７
月
２９
日
に
は
開
所
式

を
予
定
し
て
お
り
、引
き
続
き
指
定
管
理
者
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
具
体
的
な
施
設
運
用
の

協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
圃
場
は
、宗
ノ
上
、小

島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
整
備
を
行

う
べ
く
、現
在
、県
に
よ
る
実
施
設
計
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、地
区
に
よ
り
進
捗
状
況
が
異

な
り
ま
す
が
、早
い
地
区
で
は
夏
頃
に
工
事
が
始

ま
る
予
定
で
す
。耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、今

月
か
ら
村
内
を
中
心
に
広
く
募
集
を
行
い
、７
月

末
ま
で
に
は
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　和
田
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
を
利
用
し
て
行
う
和

田
日
浦
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、造

成
後
の
農
地
の
区
画
割
に
つ
い
て
地
権
者
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
行
い
、今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ト

ン
ネ
ル
の
残
土
の
運
搬
が
開
始
さ
れ
、令
和
２
年

度
末
ま
で
残
土
を
受
け
入
れ
、土
地
の
嵩
上
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　新
規
就
農
者
に
つ
い
て
、現
在
、３
名
の
方
が

今
年
度
中
に
営
農
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、経
営
安
定
ま
で
、Ｊ
Ａ
及
び
県
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
産
地
全
体
で
栽

培
技
術
面
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
３０
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、２
，

９
２
７
件
、２
７
，１
１
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、ま
だ
２
ヵ
月
が
経
過
し
た
ば
か
り

で
す
が
、５
月
ま
で
の
納
税
実
績
は
２
７
３
件
、

２
，６
５
７
千
円（
昨
年
同
期
１
２
３
件
、９
７
４

千
円
）と
件
数
、金
額
と
も
昨
年
同
時
期
の
倍
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼
品
を

揃
え
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
納
税
額
３
０
，０
０

０
千
円
の
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
モ
ネ
の
庭
の

入
園
者
は
、１
１
，０
１
２
人
と
な
り
、１０
連
休
と
い

う
追
い
風
と
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、目
標

を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　来
年
の
開
園
２０
周
年
に
合
わ
せ
た
光
の
庭
の
整

備
を
今
後
進
め
、来
園
者
の
満
足
度
を
高
め
、園
内

で
の
滞
在
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
で
、村
の
活
性
化
に

繋
げ
る
と
と
も
に
、日
仏
共
同
で
制
作
す
る
と
い
う

話
題
性
を
活
か
し
、交
流
人
口
の
拡
大
に
も
結
び
つ

け
て
ま
い
り
た
い
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
の
５
月

ま
で
の
利
用
者
数
は
宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ

せ
て
３
，８
４
２
人
と
な
っ
て
お
り
、計
画
目
標（
２
，

３
５
０
人
）を
大
き
く
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、既
に
完

成
し
て
い
る
４
軒
は
全
て
入
居
済
と
な
っ
て
い

ま
す
。昨
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
る
２
軒
の
う
ち

野
友
地
区
の
１
軒
は
改
修
工
事
が
５
月
に
終
了

し
ま
し
た
。久
府
付
地
区
の
１
軒
は
７
月
末
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
整
備
に
あ
わ
せ
ま
し
て
、村
内
へ

移
住
し
て
就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、大
阪
で
６
月
中
旬
に
、東
京
で
は
６
月
と

７
月
に
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会
に
参
加
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、起
業
家
農
業
者
を
目
指
す
就
農
者
の
募

集
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。今
回
募
集
す

る
方
に
は
、村
内
の
専
業
農
家
に
入
り
、栽
培
技

術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、起
業
家
農
業
者
が
順
次
、村
内
で
就
農

し
て
い
く
こ
と
に
合
わ
せ
ま
し
て
、こ
う
し
た

方
々
向
け
の
住
宅
整
備
の
方
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
２８
年
度
か
ら
２
年
間
、県
の
指
定
事
業
を
受

け
、保
育
所
と
小
学
校
の
連
絡
協
議
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、単
な
る
情
報
共
有
に
と
ど
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

教
育
内
容
を
構
築
し
、実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　保
育
所
と
小
学
校
、小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
連
携
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
は
、

１５
年
間
を
見
通
し
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
学
び
と

な
る「
北
川
学
」の
創
設
に
向
け
、こ
れ
ら
の
取
組

み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、県
の
指
定
事
業（
中
山
間
地
域
に

お
け
る
特
色
あ
る
教
育
課
程
推
進
事
業
）を
受
け
、

先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
高
知
市
の
土

佐
山
学
舎
に
全
て
の
教
職
員
が
参
加
し
、そ
の
取

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、小
中
学
校
の
全
学
年
が

公
開
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
今
年
度
、村
の
将
来
を
見
据
え
、よ
り

よ
い
学
校
運
営
を
考
え
る
会
議
を
創
設
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
を
目
指
し
、国
か
ら

の
ご
紹
介
に
よ
り
、現
在
子
育
て
事
業
に
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
木
内
里
美
氏
を
村
の
政
策
参
与

と
し
て
任
命
し
ま
し
た
。今
後
、木
内
参
与
に
は
、

教
育
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、村
の
政
策
全
般
に
渡
っ

て
、大
所
高
所
か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
け
る
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
体
制
整
備
を
進
め
、今
後
、保
護
者

や
地
域
住
民
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、０

歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　５
月
１２
日
に
、第
９
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

村
内
外
か
ら
計
５
９
２
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加

い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、盛
会
の
う
ち

に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　今
回
は
事
前
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、企
画
委
員
会
で
大
会
の
目

的
を
再
確
認
し
、そ
の
目
的
に
沿
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
る
新
た
な
企
画
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ゴ
ー
ル
地
点
で
の

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
慎
太
郎
ク
イ
ズ

の
実
施
、小
学
生
に
よ
る
手
作
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

掲
示
な
ど
の
新
た
な
試
み
を
行
い
ま
し
た
。こ
う

し
た
取
組
み
に
よ
り
、参
加
者
が
単
に
走
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、村
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
は
じ

め
、北
川
村
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

大
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　中
岡
慎
太
郎
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

入
館
者
は
、前
年
比
１
１
４
・
２
％（
７
８
１
人
）

と
約
１
０
０
人
増
加
し
ま
し
た
。今
後
は
秋
に
開

催
す
る
企
画
展「
北
川
村
の
庄
屋
の
仕
事
」や
顕

彰
会
と
共
催
で
開
催
す
る
中
岡
慎
太
郎
学
習
会

な
ど
で
集
客
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

各
施
策
の
本
年
度
の
到
達
点
に
つ
い
て
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　保
・
小
・
中
連
携
事
業
の
今
年
度
の
進
捗
状

況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
の
村
の
在
り
方
を
左
右
す
る
、根
幹
と
な

る
施
策
の
中
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
取
組
み
は
０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
通

し
た
一
貫
教
育
を
行
う
中
で
、現
在
の
義
務
教
育

の
出
口
で
あ
る
１５
歳
ま
で
に
身
に
付
け
る
べ
き

姿
を
描
き
、自
ら
創
造
し
、自
ら
考
え
る
力
を
備

え
、行
動
す
る
子
ど
も
達
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
も
の
で
す
。

　本
年
度
の
目
標
は
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今

後
の
、更
な
る
人
数
減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う
教

育
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
取
組
み
の
み
な
ら
ず
、

速
や
か
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
組
織
体
制
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。１５
年
一
貫
教
育
の

確
立
の
布
石
と
し
て
、ま
ず
は
小
中
学
校
の
教
職

員
が
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
目
指
す
べ
き
姿
を

共
有
し
、ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
あ
わ
せ
て
産

業
や
福
祉
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

答

　教
育
次
長（
西
岡
）

　児
童
数
の
減
少
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、教

育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、小

中
連
携
で
北
川
村
に
愛
着
を
持
っ
て
子
ど
も
達

が
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、「
北
川
学
」と
い
う
も
の

を
き
ち
ん
と
作
り
上
げ
る
こ
と
が
内
容
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
教
育
内
容
を
作

り
上
げ
る
と
と
も
に
、福
祉
分
野
、子
育
て
の
在

り
方
、子
育
て
支
援
策
等
も
含
め
て
の
子
育
て
・

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　組
織
、体
制
面
に
つ
い
て
は
、形
あ
り
き
で
は

な
い
の
で
、教
育
内
容
も
含
め
、ど
う
い
う
ふ
う

な
方
向
性
が
い
い
の
か
、保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　北
川
モ
デ
ル
の
次
の
候
補
地
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　

　候
補
地
で
上
が
っ
て
い
る
の
は
３
ヵ
所
ご
ざ

い
ま
す
。審
査
会
等
の
時
間
的
な
制
約
の
中
で
早

期
に
着
手
で
き
る
所
が
あ
れ
ば
、農
地
中
間
管
理

権
の
設
定
や
事
業
計
画
の
変
更
で
の
対
処
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、時
間
的
に
難

し
い
と
な
れ
ば
、次
期
認
定
事
業
の
中
で
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　来
春
完
成
予
定
の
園
地
の
耕
作
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
月
う
ち
に
村
内
の
ゆ
ず
生
産
者
中
心

に
公
募
を
行
っ
て
７
月
中
に
あ
る
一
定
決
定
し

た
い
考
え
て
お
り
ま
す
。

　選
考
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、優
先
順
位
を
付
け
、

今
現
在
村
内
で
従
事
し
て
い
る
方
、村
ゆ
か
り
の

方
、最
終
的
に
は
I
タ
ー
ン
と
い
う
よ
う
な
順
番

に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。で
す
か
ら
規
模
拡

大
の
人
が
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、そ
れ
は

外
か
ら
来
る
よ
り
は
先
に
充
当
す
る
形
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　

　応
募
・
選
考
基
準
や
耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
川
村
ゆ
ず
振
興
協
議
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　野
友
地
区
の
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　奈
半
利
川
河
川
堤
防
整
備
に
伴
う
野
友
地
区

改
良
工
事
と
い
う
こ
と
で
動
か
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、地
権
者
か
ら
９０
％
以
上
の
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
、代

替
地
の
確
保
、水
田
利
用
や
畑
利
用
の
必
要
面
積

の
確
定
と
図
面
へ
の
落
と
し
込
み
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。地
権
者
の
皆
様
に

更
に
丁
寧
な
説
明
を
継
続
し
理
解
を
求
め
て
い

き
、来
年
度
に
事
業
採
択
を
し
て
い
た
だ
き
、そ

の
翌
年
度
に
設
計
、そ
し
て
令
和
４
年
度
の
着
工

を
目
指
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9

　社
員
用
住
宅
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　今
後
も
地
権
者
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、用
地
売
買
契
約
、造
成
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　宗
ノ
上
、蛇
谷
、矢
筈
谷
川
の
３
ヵ
所
に
つ
い

て
、今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
年
度
末
ま

で
に
測
量
及
び
概
算
工
事
費
の
算
出
の
た
め
の

基
本
設
計
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
い
て
運
用
方
法

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　７
月
２９
日
が
開
所
式
典
と
な
り
ま
す
。こ
の
小

規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」に
つ
き
ま
し
て

は
、住
民
の
方
が
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
て
、ま
だ

ま
だ
自
分
の
家
で
１
人
で
暮
ら
す
に
は
、な
か
な

か
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
と
か
、災
害
で

外
へ
出
て
い
る
と
き
に
、道
路
が
封
鎖
さ
れ
て
家

へ
帰
れ
な
い
場
合
に
宿
泊
で
き
る
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
お
り
ま
す
。集
い
の
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
域
住
民
の
繋
が
り
と
か
、新
た
な
交
流
、支

え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
醸

成
す
る
た
め
に
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
く
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
の
と
こ
ろ
、親
子
の

交
流
、子
ど
も
の
遊
び
場
、高
齢
者
や
障
害
者
の

日
中
活
動
の
場
、地
域
住
民
の
憩
い
の
場
、イ
ベ

ン
ト
利
用
な
ど
様
々
な
利
用
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　現
在
、規
則
で
は
お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
は
取
り

決
め
を
し
て
お
り
ま
す
。社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
用
を
行
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

運
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、様
式
で
あ
る
と
か
、申
し

込
み
様
式
、管
理
簿
で
あ
る
と
か
、そ
う
い
っ
た

も
の
を
今
、作
成
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

9

　公
社
の
設
立
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
運
営
業
務
、そ
し
て

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
っ
て
村
が
一
時
保
有

し
て
い
る
農
地
の
維
持
管
理
な
ど
の
農
業
公
社

的
な
業
務
、そ
し
て
現
在
整
備
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
共
同
社
員
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
、村
の

公
共
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
業
務
、こ
の
３
部
門

の
構
成
で
公
社
を
設
立
し
ま
す
。

　現
在
、７
月
中
旬
ま
で
に
各
種
規
定
な
ど
を
整

備
し
て
、８
月
中
旬
に
設
立
登
記
を
行
う
べ
く
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

  

地
産
・
地
商
に
つ
い
て

9

　村
内
で
と
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
第
三
セ

ク
タ
ー
で
使
用
で
き
な
い
か
。

 

答

　副
村
長

　現
在
、モ
ネ
の
庭
、北
川
村
温
泉
共
に
、お
米
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
奈
半
利
か
ら
購
入
を
し
て
お
り

ま
す
。購
入
量
は
だ
い
た
い
１
ヵ
月
当
た
り
の
平

均
で
、モ
ネ
の
庭
の
カ
フ
ェ
で
、約
３
〜
４
袋（
３０

㎏
）、北
川
村
温
泉
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
４
〜
５
袋

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　地
元
の
お
米
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
、消
費
拡
大
と
い
う
面
で
も
非
常
に
意
義

が
あ
る
こ
と
か
ら
、現
場
の
支
配
人
と
も
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
ら
是

非
、積
極
的
に
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。安
定
的
に
供
給
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
す
の
で
、協
議
を
進
め
な
が
ら
購
入
で

き
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　な
お
、北
川
村
温
泉
で
は
、昨
年
の
１０
月
か
ら

今
年
の
１
月
に
か
け
て
地
元
の
方
か
ら
直
接
お

米
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　米
以
外
で
は
、卵
や
、シ
カ
、地
元
の
小
島
で
取

れ
た
野
菜
に
つ
い
て
は
ロ
ビ
ー
で
も
販
売
し
て

お
り
、そ
こ
か
ら
食
材
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一

部
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
る
状
況
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

  

村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

9

　村
道
竹
屋
敷
線
と
村
道
西
谷
線
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
適
時
対
応
し

て
い
く
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、維
持
補
修
の
事
業
費
も
以
前
に
比
べ
る

と
、数
倍
係
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、今
後

は
適
切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

第
２
次
の
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
中
で
、補
修
計
画
等
を
策
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　建
設
課
長

　

　定
期
的
に
現
状
把
握
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
ま
す
。そ
れ
と
併
せ
ま
し

て
、今
年
度
は
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
の
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
、今
後
の
修
繕
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

  

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

9

　森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
の
指
針
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
源
の
使
途
に
つ
い
て
、県
の
概
要
資
料
に
よ

り
ま
す
と
森
林
整
備
、人
材
育
成
、担
い
手
確
保
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
に
つ
い
て
の
利

用
例
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、森
林

整
備
に
つ
い
て
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

森
林
に
お
い
て
、市
町
村
に
委
託
さ
れ
た
森
林
の

路
網
整
備
や
間
伐
等
、そ
の
他
、里
山
林
整
備
、放

置
竹
林
整
備
、森
林
整
備
に
必
要
と
な
る
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
、境
界
確
定
な
ど
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。次
に
人
材
育
成
、担
い
手

確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、担
い
手
確
保
に
向
け
た

取
組
、林
業
従
事
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
、木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

に
つ
い
て
は
学
校
、病
院
、福
祉
施
設
等
の
公
共

建
設
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境
教
育
、木
育
、

植
樹
活
動
な
ど
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、国
の
基
本
的
な
考
え
と
い
た
し
ま
し
て

は
、地
方
譲
与
税
な
の
で
国
と
し
て
使
途
を
詳
細

な
範
囲
で
示
す
事
は
馴
染
ま
な
い
と
い
う
ふ
う

な
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て

も
市
町
村
等
が
検
討
す
る
上
で
参
考
と
な
る
事

例
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、地
方
団
体
に
助
言
す
る

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、基
本
的

に
は
、県
の
今
出
さ
れ
て
い
る
所
の
範
疇
で
考
え

て
行
く
べ
き
か
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

9

　村
内
の
森
林
所
有
者
と
こ
の
財
源
の
周
知

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　村
全
体
で
約
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え

る
森
林
面
積
が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
中
で
民
有
林

が
半
分
位
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。東
部
森
林
組
合
員
で
村
内
に

森
林
を
保
有
し
て
い
る
組
合
員
数
が
４
９
７
名

で
、そ
の
う
ち
村
内
在
住
者
は
、約
半
分
に
あ
た

り
ま
す
２
４
９
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

産
業
に
お
い
て
も
、非
常
に
効
果
的
な
こ
と
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。村
と
し
て

は
、森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
森
林
資
源

の
活
用
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
け
れ
る
よ
う
な
段

階
に
入
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

9

　保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
額
無
償
化
す
る
の
が
い

い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
審
議
し
、そ
の
中
で
う
た
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
も
０

歳
か
ら
１５
歳
の
一
貫
し
た
教
育
を
考
え
た
場
合

に
は
、あ
ま
り
国
が
こ
う
だ
か
ら
っ
て
い
う
こ
と

に
準
じ
る
の
で
は
な
く
北
川
村
の
子
ど
も
達
を

育
て
る
、子
ど
も
達
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
考
え
た
中
で
、最
終
的
に
判
断
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　医
療
費
の
無
償
化
１８
歳
ま
で
の
拡
充
に
つ

い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　財
政
収
支
を
見
通
し
た
中
で
、５
年
、
１０
年
、

も
っ
と
先
の
長
い
ス
パ
ン
を
考
え
た
上
で
最
終

的
に
は
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
政
策
に
つ
き
ま
し
て
、

出
来
う
る
限
り
義
務
教
育
を
卒
業
す
る
ま
で
は

公
平
性
が
保
て
る
中
で
、順
次
対
応
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
の
中
で
動
か
し
て
き
て

お
り
ま
す
。そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、今
回
策

定
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
、子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

  

村
の
行
事
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、納
涼
祭
、敬

老
会
、村
民
運
動
会
、慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
ま
つ

り
、観
光
び
ら
き
と
村
を
挙
げ
て
の
様
々
な
行
事

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
行
事
の
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
り
、そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
い
う
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　行
事
を
大
別
す
る
と
、村
民
の
交
流
、絆
を
深

め
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
も
の
と
、村

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、広
く
村
外
か
ら
の
お
客

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
消
費
拡
大
へ
繋
げ
て
い
く

側
面
の
あ
る
も
の
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　ま
た
、村
が
直
接
実
施
し
て
い
る
も
の
、あ
る

い
は
実
行
委
員
会
形
式
で
対
応
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
、様
々
な
経
過
を
経

て
多
く
の
関
係
機
関
・
関
係
者
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、現
在
の
姿
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　ど
の
行
事
に
し
ま
し
て
も
、そ
の
企
画
・
準
備

段
階
、開
催
当
日
の
運
営
・
片
づ
け
ま
で
、相
当
な

労
力
を
要
し
て
い
る
事
も
現
実
で
あ
り
、限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
は
村
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
動

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま

た
地
域
の
皆
様
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
も
の
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　人
口
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
な
形
態
・
規
模
、水
準
で
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
、不
安
を
抱
え
て
い
る
の
も

現
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
今
後
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
形
で

持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、村
民
の
皆
様

が
楽
し
み
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
の
か
、議

論
で
き
る
場
を
作
り
、行
事
の
目
的
に
照
ら
し
、

そ
の
実
行
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、そ
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
３１
年
３
月
議
会
後
の

岩
垣
議
長
行
事
等
活
動
報
告

岩
垣
議
長
、

　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
就
任

３
月
５
日（
火
）
　３
月
議
会
定
例
会

３
月
６
日（
水
）
　（
休
会
）

３
月
７
日（
木
）
　（
休
会
・
常
任
委
員
会
）

３
月
８
日（
金
）
　３
月
議
会
定
例
会

３
月
９
日（
土
）
　北
川
中
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
中
学
校
体
育
館
）

３
月
１６
日（
土
）
　「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」

交
流
イ
ベ
ン
ト（
馬
路
村
丸
山

公
園
）

３
月
１８
日（
月
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
評

議
員
会（
自
治
会
館
）

３
月
１９
日（
火
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

現
地
調
査（
議
会
会
議
室
、野

川
菖
蒲
谷
）

３
月
２０
日（
水
）
　北
川
小
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　（
小
中
学
校
体
育
館
）

３
月
２２
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

３
月
２５
日（
月
）
　社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会

（
北
川
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

３
月
２６
日（
火
）
　ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協

議
会
総
会（
安
芸
総
合
庁
舎
）

３
月
２６
日（
火
）
　北
川
村
観
光
協
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
役
場
２
階
会
議
室
）

３
月
２７
日（
水
）
　み
ど
り
保
育
所
卒
園
式

　
　
　
　
　
　
　（
み
ど
り
保
育
所
ホ
ー
ル
）

３
月
２７
日（
水
）
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会（
愛

光
園
）

　
　
　
　
　
　
　（
西
尾
副
議
長
出
席
）

４
月
６
日（
土
）
　北
川
村
戦
没
者
追
悼
式（
北
川

村
遺
族
会
館
）

４
月
２２
日（
月
）
　当
選
議
員
懇
談
会

　

４
月
２６
日（
金
）
　主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・
魚
梁

瀬
公
園
線
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
監
査（
議
長
室
）

４
月
２７
日（
土
）
　村
内
一
斉
清
掃

令
和
元
年

５
月
７
日（
火
）
　臨
時
議
会

５
月
１２
日（
日
）
　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

５
月
１３
日（
月
）
　道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

高
知
県
地
方
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会

（
城
西
館
）

５
月
１５
日（
水
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
総

会（
田
野
町
役
場
）

５
月
１７
日（
金
）
　あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

完
成
見
学
会（
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）

５
月
１９
日（
日
）
　高
知
駐
屯
地
創
立
５３
周
年
及

び
第
５０
普
通
科
連
隊
創
隊
１３

周
年
記
念
行
事（
上
自
衛
隊
高

知
駐
屯
地
）

５
月
１９
日（
日
）
　農
林
水
産
省
主
催
意
見
交
換

会（
翠
園
）欠
席
）

５
月
２０
日（
月
）
　春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
府

付
三
叉
路
）

５
月
２３
日（
木
）
　中
芸
地
区
商
工
会
定
期
総
会

（
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

５
月
２４
日（
金
）
　四
国
山
地
砂
防
事
務
所
事
業

連
絡
調
査
委
会
議

　
　
　
　
　
　
　四
国
直
轄（
吉
野
川
・
重
信
川
・

奈
梁
半
利
川
）砂
防
事
業
促
進

期
成
同
盟
会

　
　
　
　
　
　
　総
会（
豊
町
農
工
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
）

５
月
２７
日（
月
）
　安
芸
地
区
地
域
安
全
協
会
総

会（
安
芸
警
察
署
）

５
月
２８
日（
火
）
　全
国
町
村
議
会
議
長
会
正
副

○
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長

　就
任
挨
拶

　こ
の
度
、高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
の

臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、皆
様
方
の
ご

推
挙
を
賜
り
、そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛

感
し
、誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　私
た
ち
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」に
よ
る
地
方
の
創
生
実
現
に

む
け
取
り
組
み
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
、地
域
経

済
の
縮
小
な
ど
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
い
て

お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、防
災
、命
の
道
の
整
備
等
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
暇
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ら
の
課
題
の
解
消

に
む
け
、地
域
の
特
性
に
即
し
た
取
り
組

み
や
人
々
が
安
心
し
て
働
き
生
活
を
お
く

り
、子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
な
ど
、地
域
経
済
の
活
性

化
、振
興
に
努
め
、活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

へ
の
対
策
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、執
行
部
と

の
連
携
を
図
り
、全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
方
の

ご
支
援
後
協
力
、ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
研
修
会（
東
京
都
）

５
月
２９
日（
水
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
道

路
整
備
中
央
要
望
活
動（
東
京

都
）

５
月
２９
日（
水
）
　奨
学
生
選
考
委
員
会（
郡
議
長

会
中
央
要
望
出
席
の
た
め
欠

席
）（
村
民
会
館
）

５
月
３０
日（
木
）
　帰
高

　

５
月
３１
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　（
中
芸
広
域
連
合
）

６
月
３
日（
月
）
　中
岡
迂
山
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
村
民
会
館
）

６
月
４
日（
火
）
　一
般
国
道
５５
号
・
阿
南
安
芸
自

動
車
道
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
総
会（
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
）
　

６
月
４
日（
火
）
　高
知
東
部
自
動
車
道
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総
会（
田
野
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

６
月
４
日（
火
）
　国
道
４
９
３
号
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
総
会（
田
野
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）
　

６
月
６
日（
木
）
　全
員
協
議
会

６
月
６
日（
木
）
　議
会
運
営
委
員
会

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）の

専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１

号
）　歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
，３
３
１
，４
３
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
大
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ
る

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の

支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て（
議
案
第
２
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
，１
７
０
千
円

増
額
し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
１
，６
０
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

・・ 

意
見
書 

・・

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

提
出
先：

内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

　
　
　

  

財
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、

　
　
　

  

国
土
交
通
大
臣

・・ 

陳

　情 

・・

菖
蒲
谷
川
に
於
け
る
流
木
防
護
柵
等
の
設
置

に
つ
い
て

　全
員
賛
成

　（
採
択
）

　岩
垣
實
男
北
川
村
議
会
議
長
が
、今
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨

時
総
会
に
お
い
て
、高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、今
年
５
月
に
は
、引
き
続
き
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

岩垣　實男 議長
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　柚子農家の方には、何ら変哲もない柚子園の写真と思いますが、私
的には、傷だらけでも、たくさん実を着けてくれている、大切な柚子の
木たちです。昨年から放置園の世話をさせていただけるようになり、
二年目、消毒までは出来ていませんが、柚子農家の方々に教えを請い、
三か所で、剪定、施肥、草刈りなど、柚子栽培の練習を行っております。
　昨年、青柚子を関西の友人たちに送り、黄玉や柚酢とは違った風味や使用方法が好評であったことから、
今年も、少量でありますが、レシピを付けて送ることで、北川村の柚子のPRになればと考えております。

地域おこし協力隊日記

モネ
の

からの
お知らせ

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441　
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/　休園日：毎週火曜日
★SNSで日々の庭情報発信中。ぜひご覧ください♪

【お問い合わせ】

FAX

キャンドルナイト2019 inモネの庭
～ひと夜の煌き～

【予約制】 秋のガーデニング教室

開催日：2019年9月14日（土）
　　　 ※雨天時9月15日(日)に順延
時　間：17：00～21：00（最終入園20：30）
入園料：一般700円・小中学生300円
◆当日のチケットをお持ちの方：
　一般300円・小中学生100円
　北川村村民の皆さまは無料（村民パスポートをご持参ください）

開催日：2019年9月28（土）29日（日）
時　間：10：00～13：00
料　金：5,000円（定員各日40名）

秋の花で寄せ植えを作りませんか？
イベント限定の特別ランチ付です♪
初心者の方、大歓迎です。

　キャンドルナイトのメイン会場は「水の
庭」。黄昏時から刻 と々変わる水の庭の
風景に藤岡さわさんのプロデュｰスのキャ
ンドルが煌き（きらめき）を加えます。キャン
ドルで彩られた水の庭は幻想的な雰囲
気。その中に咲く色鮮やかな夜咲き睡蓮
も必見です。さらに今年は和紙で作られ
た「光るスイレン」も水面に浮かびます!!
　虫の音のBGMとキャンドルの優しい
灯り…ひと夜限りのキャンドルナイトをぜ
ひお楽しみください♪

Event：坂野志麻さんのアコーディオン演奏、サンドイッチ
パーラーさんのライブ、夜の園内ガイド、体験コーナー、飲食
の出店コーナーあり。レストランでは夜間限定のメニューも登
場、ショップ、工房も営業します。詳しくはHPをご覧ください。

　7月29日晴天の中、小規模多機能施設「ゆずの
花」の開所式が開催されました。正面玄関でテープ
カットを行った後、みどり保育所みどり組さんによ
る歌のお祝いや餅投げがおこなわれました。
　「ゆずの花」は屋根材に「CLT」を使った木造平
屋建ての構造、雨量規制等で通院や買い物に支障
が見込まれる時や、体調不良で見守りが必要な高
齢者、障害者や一般の方が短期滞在できる部屋が
和室２部屋洋室3部屋の計5部屋と住民が集える
ように、子どものおもちゃやボルダリング、キッチン、
テーブルやソファーを備えた集える空間があり、子
育て世代や高齢者、老若男女問わず多くの方々が自由に日中集える場となっています。
　交流スペースの利用時間については、午前9時から午後5時まで、休館日は毎週火曜日と祝日、12月29日から
1月3日となっています。宿泊については、別表のとおりとなっています。ぜひご利用ください。

行政・人権相談所
開設の

ご案内

今回の開催日
日時

場所

9月11日（水）
10：00～15：00
北川村総合保健福祉センター  相談室

小規模多機能施設「ゆずの花」の開所式

【別表】

高齢者・障がい者等

地域交流・子どもの
体験・経験等

災害時利用

一般利用

・1,000円
・非課税者・障がい者
 中学生以下　500円

・1,000円
・非課税者・障がい者
 中学生以下　500円

・1,000円
・非課税者・障がい者
 中学生以下　500円

・7,000円

・体調不良等により見守りが必要な者
・障がい者の日常生活訓練等
※村民のみ

・地域交流や子どもの体験・経験等
※個人的な理由による単なる複数での宿泊は下記の一般利用
※村民のみ

・道路通行止め（雨量規制や土砂災害）等により、自宅に帰れな
い者

・道路通行止め等により、日常生活（通院・買い物等）に負担・支
障が見込まれる者

※雨量規制による通行止めの地区が優先
※身体的、認知症等により一般の避難所で対応できない方が
優先

※村民のみ

用　　途 利用料金1名 備　　　　　考

問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ゆずの花　☎30 ー 1921
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キャンドルナイト2019 inモネの庭
～ひと夜の煌き～

【予約制】 秋のガーデニング教室

開催日：2019年9月14日（土）
　　　 ※雨天時9月15日(日)に順延
時　間：17：00～21：00（最終入園20：30）
入園料：一般700円・小中学生300円
◆当日のチケットをお持ちの方：
　一般300円・小中学生100円
　北川村村民の皆さまは無料（村民パスポートをご持参ください）

開催日：2019年9月28（土）29日（日）
時　間：10：00～13：00
料　金：5,000円（定員各日40名）

秋の花で寄せ植えを作りませんか？
イベント限定の特別ランチ付です♪
初心者の方、大歓迎です。

　キャンドルナイトのメイン会場は「水の
庭」。黄昏時から刻 と々変わる水の庭の
風景に藤岡さわさんのプロデュｰスのキャ
ンドルが煌き（きらめき）を加えます。キャン
ドルで彩られた水の庭は幻想的な雰囲
気。その中に咲く色鮮やかな夜咲き睡蓮
も必見です。さらに今年は和紙で作られ
た「光るスイレン」も水面に浮かびます!!
　虫の音のBGMとキャンドルの優しい
灯り…ひと夜限りのキャンドルナイトをぜ
ひお楽しみください♪

Event：坂野志麻さんのアコーディオン演奏、サンドイッチ
パーラーさんのライブ、夜の園内ガイド、体験コーナー、飲食
の出店コーナーあり。レストランでは夜間限定のメニューも登
場、ショップ、工房も営業します。詳しくはHPをご覧ください。

　7月29日晴天の中、小規模多機能施設「ゆずの
花」の開所式が開催されました。正面玄関でテープ
カットを行った後、みどり保育所みどり組さんによ
る歌のお祝いや餅投げがおこなわれました。
　「ゆずの花」は屋根材に「CLT」を使った木造平
屋建ての構造、雨量規制等で通院や買い物に支障
が見込まれる時や、体調不良で見守りが必要な高
齢者、障害者や一般の方が短期滞在できる部屋が
和室２部屋洋室3部屋の計5部屋と住民が集える
ように、子どものおもちゃやボルダリング、キッチン、
テーブルやソファーを備えた集える空間があり、子
育て世代や高齢者、老若男女問わず多くの方々が自由に日中集える場となっています。
　交流スペースの利用時間については、午前9時から午後5時まで、休館日は毎週火曜日と祝日、12月29日から
1月3日となっています。宿泊については、別表のとおりとなっています。ぜひご利用ください。

行政・人権相談所
開設の

ご案内

今回の開催日
日時

場所

9月11日（水）
10：00～15：00
北川村総合保健福祉センター  相談室

小規模多機能施設「ゆずの花」の開所式

【別表】

高齢者・障がい者等

地域交流・子どもの
体験・経験等

災害時利用

一般利用

・1,000円
・非課税者・障がい者
 中学生以下　500円

・1,000円
・非課税者・障がい者
 中学生以下　500円

・1,000円
・非課税者・障がい者
 中学生以下　500円

・7,000円

・体調不良等により見守りが必要な者
・障がい者の日常生活訓練等
※村民のみ

・地域交流や子どもの体験・経験等
※個人的な理由による単なる複数での宿泊は下記の一般利用
※村民のみ

・道路通行止め（雨量規制や土砂災害）等により、自宅に帰れな
い者

・道路通行止め等により、日常生活（通院・買い物等）に負担・支
障が見込まれる者

※雨量規制による通行止めの地区が優先
※身体的、認知症等により一般の避難所で対応できない方が
優先

※村民のみ

用　　途 利用料金1名 備　　　　　考

問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ゆずの花　☎30 ー 1921
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「 全 国 一 斉 ！ 法 務 局 休 日 相 談 所 」 の
開 設 に つ い て

　高知地方法務局では、次のとおり無料相談所を開設します。
　当日の相談については、予約が必要ですので、事前に予約をお願いします。
　なお、平日についても相談をお受けしておりますので、詳しくは、当局ホームページ又は担当者までお問い合わせください。

令和元年10月6日（日）午前10時から午後3時まで日 時
土地、建物や会社の登記手続、土地の境界、供託・人権、公正証書、無戸籍者に関する相談相談内容
公証人、司法書士、土地家屋調査士、人権擁護委員、法務局職員相 談 員
高知地方法務局　本局　高知市栄田町二丁目2番10号　高知よさこい咲都合同庁舎開設場所

高知地方法務局総務課（担当　中川）　☎088－822－3331（自動音声案内【3】→【3】）予約・問い合わせ

無 料 合 同 労 働 相 談 会 を 開 催 し ま す
　解雇、パワハラ、賃金未払といった職場の問題でお悩みの方を対象に、国や県などの労働相談機関等が合同で無
料相談会を開催します。
　当日は、弁護士、司法書士、社会保険労務士といった専門家が面談又は電話にて相談をお受けします。事業主の方
も相談できますので、お気軽にご相談ください。

令和元年10月18日（金）午前10時～午後5時相談日時
高知県庁北庁舎（高知市丸ノ内2－4－1）　※受付は4階、高知県労働委員会事務局で行います。面談場所
088－821－4661（当日専用）　※相談は事前予約優先、先着順です。相談ダイヤル

高知県労働委員会事務局　☎088－821－4645予約申込み・お問い合わせ

9月2日（月）午前9時～10月17日（木）正午予約受付期間

ラ ウ ン ド ダ ン ス

ゴ ル フ

バ ド ミ ン ト ン

 ア ク ア ス ロ ン

ボ ウ リ ン グ

 ゲ ー ト ボ ー ル

グ ラウンド・ゴ ル フ

ラグビーフットボール

柔 道

サ イ ク リ ン グ

ソ フ ト テ ニ ス

テ ニ ス

ペ タ ン グ

フ ッ ト サ ル

ス カ ッ シ ュ バ レ ー

武 術 太 極 拳

スポーツチャンバラ

パ ー ク ゴ ル フ

デ ィ ス ク ゴ ル フ

ボ ッ チ ャ

軟 式 野 球

高知県立県民体育館

土佐山田ゴルフクラブ

高知県立県民体育館　主競技場

ラウンドワン高知店

高知県立春野総合運動公園　屋内運動場

高知県立春野総合運動公園　運動広場D

高知県立春野総合運動公園　多目的広場

高知県立武道館

いの町　吾北周辺

高知市東部総合運動場　テニスコート

高知県立春野総合運動公園　テニス場

高知県立山田高等学校グラウンド

高知市総合運動場　多目的ドーム

高知県立県民体育館　主競技場

宿毛市総合運動公園　体育館

高知市総合運動場体育館　補助競技場

香南市野市ふれあい広場　パークゴルフ場

高知工科大学

高知県立県民体育館　主競技場

※調整中

6月23日（日）に大会会場にて申し込んで下さ
い。

8月20日（火）までに高知県ゴルフ協会に申し込
んで下さい。

8月22日（木）までに、市町村教育委員会、また
は高知県バドミントン協会に申し込んで下さい。

8月31日（土）までに、高知県トライアスロン連
合事務局に申し込んで下さい。

9月19日（木）までに、市町村教育委員会、また
は高知県ゲートボール協会に申し込んで下さ
い。

9月12日（木）までに、市町村教育委員会、また
は高知県グラウンド・ゴルフ協会に申し込んで
下さい。

8月23日（金）までに、市町村教育委員会、また
は高知県ラグビーフットボール協会に申し込ん
で下さい。

9月8日（日）までに、高知県柔道協会に申し込ん
で下さい。

9月10日（月）までに高知県サイクリング協会に
申し込んで下さい。

9月18日（水）までに、高知県テニス連盟に申し
込んで下さい。

9月5日（木）までに、市町村教育委員会に申し
込んで下さい。

9月24日（火）までに、香美市ペタング連盟事務
局に申し込んで下さい。

8月23日（金）までに、高知県サッカー協会に申
し込んで下さい。

9月2日（月）までに、高知県スカッシュバレー連
盟事務局に申し込んで下さい。

7月5日（金）までに、高知県武術太極拳連盟に
申し込んで下さい。

9月30日（月）までに、高知県スポーツチャンバ
ラ協会事務局に申し込んで下さい。

10月24日（木）までに、高知県パークゴルフ協
会に申し込んで下さい。

10月3日（日）までに、市町村教育委員会、また
は高知県フライングディスク協会に申し込んで
下さい。

10月11日（木）までに、市町村教育委員会に申
し込んで下さい。

※調整中

8月31日（土）までに、市町村教育委員会、また
は高知県ボウリング連盟に申し込んで下さい。

6月23日（日）

　9月 3日（火）

9月 8日（日）

 9月16日（月）

　

9月29日（日）

9月29日（日）

9月29日（日）

9月29日（日）

10月  6日（日）

10月  6日（日）

10月  6日（日）

10月  6日（日）

10月13日（日）

10月22日（火）

10月27日（日）

11月7日（木）

11月10日（日）

11月23日（土）

※調整中

9月26日（木）
29日（日）

9月29日（日）
予備日10月1日（火）

総合案内：高知県文化生活スポーツ部　スポーツ課　 ☎088ｰ821ｰ4649
ホームページ：高知県HP→文化生活スポーツ部→スポーツ課→生涯スポーツ「県民スポーツフェスティバル2019」
主催　高知県・高知県教育委員会・生涯スポーツ推進県民会議・公益社団法人高知県体育協会

◎各競技によって申込方法、申込窓口等が異なります。詳しくは、各競技別の開催要項を参照に、お間違えのないよう申し込み下さい。

競　技　名 開催期日 会　　　　場 申込みについて

県民スポーツ月間関連大会
県民スポーツフェスティバル2019

高知県立春野総合運動公園　陸上競技場補助競技場
高知県立春野総合運動公園　水泳場（50ｍプール）

　6月19日（水）に北川村総合保健福祉センターにて、食生活改
善推進協議会が「ゆずキララ食堂」を開きました。
　毎年、この食堂は地域食育推進事業の食育イベントの一環と
して食育の日（6月19日）に合わせて開催され、今年も50人を
超える方々が、食改さんの栄養と愛情たっぷりのお料理を楽しみ
ました。また、会長より1日に必要な栄養についてお話しました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。

ゆずキララ食堂

「 ジ ョ ブ カ フ ェ こ う ち 」 へ ！
　高知県の就職支援機関「ジョブカフェこうち」では、スマートフォンやパソコンを使ったオンライン相談を行っています。
　遠方の方や来所の相談に心理的なハードルのある方への利便性を高めることを目的に、無料で相談員とテレ
ビ電話のイメージで就職相談をすることができます！
　今までは、高知市と四万十市にある窓口か、メール・電話での相談でしたが、オンライン相談では、相談全般の
ほかウェブ面接の練習も可能です。
　ジョブカフェホームページより予約受付いたします。　https://www.jobcafe-kochi.jp/4749/ 
　お問い合わせは、ジョブカフェこうち（088-802-1533）まで。

高知で働きたい若者を応援します　若者（40歳未満）のための就職支援相談センター

この他、高知県労働委員会
事務局では、随時ご相談を
お受けしています。
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料相談会を開催します。
　当日は、弁護士、司法書士、社会保険労務士といった専門家が面談又は電話にて相談をお受けします。事業主の方
も相談できますので、お気軽にご相談ください。

令和元年10月18日（金）午前10時～午後5時相談日時
高知県庁北庁舎（高知市丸ノ内2－4－1）　※受付は4階、高知県労働委員会事務局で行います。面談場所
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香南市野市ふれあい広場　パークゴルフ場

高知工科大学

高知県立県民体育館　主競技場

※調整中

6月23日（日）に大会会場にて申し込んで下さ
い。

8月20日（火）までに高知県ゴルフ協会に申し込
んで下さい。

8月22日（木）までに、市町村教育委員会、また
は高知県バドミントン協会に申し込んで下さい。

8月31日（土）までに、高知県トライアスロン連
合事務局に申し込んで下さい。

9月19日（木）までに、市町村教育委員会、また
は高知県ゲートボール協会に申し込んで下さ
い。

9月12日（木）までに、市町村教育委員会、また
は高知県グラウンド・ゴルフ協会に申し込んで
下さい。

8月23日（金）までに、市町村教育委員会、また
は高知県ラグビーフットボール協会に申し込ん
で下さい。

9月8日（日）までに、高知県柔道協会に申し込ん
で下さい。

9月10日（月）までに高知県サイクリング協会に
申し込んで下さい。

9月18日（水）までに、高知県テニス連盟に申し
込んで下さい。

9月5日（木）までに、市町村教育委員会に申し
込んで下さい。

9月24日（火）までに、香美市ペタング連盟事務
局に申し込んで下さい。

8月23日（金）までに、高知県サッカー協会に申
し込んで下さい。

9月2日（月）までに、高知県スカッシュバレー連
盟事務局に申し込んで下さい。

7月5日（金）までに、高知県武術太極拳連盟に
申し込んで下さい。

9月30日（月）までに、高知県スポーツチャンバ
ラ協会事務局に申し込んで下さい。

10月24日（木）までに、高知県パークゴルフ協
会に申し込んで下さい。

10月3日（日）までに、市町村教育委員会、また
は高知県フライングディスク協会に申し込んで
下さい。

10月11日（木）までに、市町村教育委員会に申
し込んで下さい。

※調整中

8月31日（土）までに、市町村教育委員会、また
は高知県ボウリング連盟に申し込んで下さい。

6月23日（日）

　9月 3日（火）

9月 8日（日）

 9月16日（月）

　

9月29日（日）

9月29日（日）

9月29日（日）

9月29日（日）

10月  6日（日）

10月  6日（日）

10月  6日（日）

10月  6日（日）

10月13日（日）
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9月26日（木）
29日（日）
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総合案内：高知県文化生活スポーツ部　スポーツ課　 ☎088ｰ821ｰ4649
ホームページ：高知県HP→文化生活スポーツ部→スポーツ課→生涯スポーツ「県民スポーツフェスティバル2019」
主催　高知県・高知県教育委員会・生涯スポーツ推進県民会議・公益社団法人高知県体育協会

◎各競技によって申込方法、申込窓口等が異なります。詳しくは、各競技別の開催要項を参照に、お間違えのないよう申し込み下さい。

競　技　名 開催期日 会　　　　場 申込みについて

県民スポーツ月間関連大会
県民スポーツフェスティバル2019

高知県立春野総合運動公園　陸上競技場補助競技場
高知県立春野総合運動公園　水泳場（50ｍプール）
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「 ジ ョ ブ カ フ ェ こ う ち 」 へ ！
　高知県の就職支援機関「ジョブカフェこうち」では、スマートフォンやパソコンを使ったオンライン相談を行っています。
　遠方の方や来所の相談に心理的なハードルのある方への利便性を高めることを目的に、無料で相談員とテレ
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高知で働きたい若者を応援します　若者（40歳未満）のための就職支援相談センター

この他、高知県労働委員会
事務局では、随時ご相談を
お受けしています。
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粗 大 ゴ ミ 福 祉 収 集 事 業 の お 知 ら せ
　ご家庭の不燃性粗大ごみ及び可燃性粗大ごみを、長山ごみ処理場及び安芸メルトセンター
へ搬出することが身体的に困難で、身近な人等の協力を得られない高齢者や障がい者の方を
主な対象として、ご家庭まで収集にうかがう「粗大ゴミ福祉収集事業」を行っています。

自己で搬出が困難な高齢者及び障がい者対 象 者
毎月１回（第２水曜日）
※祝日の場合は翌日

訪 問 収 集 日

収集作業は無料です。
但し、収集したゴミ処理料は有料とな
ります。

個別収集料金

収集の対象物は、村が各家庭に配布
している「ごみ分別パンフレット」に記
載する長山ごみ処理場及び安芸メル
トセンターに搬入できるごみです。

収集の対象物

次に掲げる粗大ごみについては、収集の対象としません。
・リサイクル家電(エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・
洗濯機・乾燥機)
・農薬等の有害物・ガスボンベ・消火器等・バッテリー
等処理困難物・危険物

・長尺物、重量物等、作業員が容易に車両へ積み込むこ
とができないもの。
・取り外し作業、解体作業等が必要なもの。
・その他、運び出すことが著しく困難であると認められ
るもの。

収集の対象とならないもの

・収集を実施するときは、依頼者の立会いのもとに行います。
・家の敷地入り口に出されたごみを収集しますので、収
集できるよう準備して下さい。
・申込件数により希望する収集日に収集できない場合
があります。

収集にあたって

粗大ゴミ福祉収集事業を希望する方、お問合せは、電
話又は直接住民課にご連絡下さい。収集日の５日前ま
でに予約が必要です。
北川村役場　住民課　☎0887ｰ32ｰ1214

申込み方法及び、問い合わせ先

「 婚 活 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 」
参 加 者 募 集 に つ い て

　高知県では、出会いへの支援を希望する独身者をそれぞれの地域でボランティアでサポートしていただく「婚活サポー
ター」を募集しています。令和元年６月末現在で91名の婚活サポーター、20名の婚活サブサポーターの皆様にご協力をい
ただき、活動をしていただいています。本年度も新たなサポーターを養成するため、「婚活サポーター養成講座」を開催し
ます。また、独身者のお引き合わせは行わず、婚活サポーターと独身者をつないでいただく「婚活サブサポーター」も募集
いたします。結婚への支援を希望する独身者を、県と一緒に応援していただける方々の参加を心よりお待ちしております。

令和元年９月８日（日） 13時30分～15時日 時
香南市のいちふれあいセンター　３階　
第１会議室（香南市野市町西野５３４－１）

会 場

無料参 加 費

令和元年９月６日（金）申込締切

高知県少子対策課　出会い・結婚支援担当
☎088ｰ823ｰ9717

問い合わせ・申し込み

高 知 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 事 務 所
移 転 の お 知 ら せ

　高知県後期高齢者医療広域連合は、主に75歳以上の方々を被保険者とする後期高齢者医療制度を運営する特別
地方公共団体です。
　8月26日（月）から、新築された高知県保健衛生総合庁舎（高知県庁・北庁舎　西隣）1階に事務所を移転し、業務を
行っています。
　なお、移転による電話・FAX番号の変更はありません。

高知県高知市丸ノ内2丁目４－１
高知県保健衛生総合庁舎1階
電話　088-821-4525
FAX　088-821-4518

新 住 所 高知県高知市本町4丁目1-32
こうち勤労センター 4階

旧 住 所

　 ８月２日、３日に保健センターにて、健診結果を正しく理解し、生活の見直しに役立てていただくため説明会を行
いました。2日間で３５名のみなさまにご参加いただきました。
　検診結果の見方だけでなく、減塩などの食生活のお話や、ご自宅でできるストレッチやウォーキングなど運動のポ
イントを学びました。
　　今年度の説明会は終わりましたが、健診結果や健康のお悩みなどありましたら、保健師や保健福祉推進員がご
相談にのりますので、お気軽にお問い合わせください。

　 放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う正規の大学です。働きながら大学を卒業したい、学びを楽しみた
いなど、さまざまな目的で、幅広い年代や職業の人達が学んでいます。
　大学や大学院の授業を負担の少ない費用で自分のペースで受けることができます。
　この機会にあなたも放送大学で学んでみませんか。

～教養学部のご紹介～
●入学試験はありません。
●卒業を目指さず、半年だけ在籍、1年だけ在籍も可能です。好きな科目を１科目から学べます。
●入学資格をお持ちの方は誰でも卒業を目指すことができます。卒業すると学士を取得できます。

・健康な体づくりを目的に簡単な
ストレッチや筋肉トレーニングを
行います

・教室は、1時間15分程度
 （受付は30分前より行います）

健診結果説明会を行いました！健診結果説明会を行いました！

（場所：保健センター）

お問い合わせ：住民課まで　☎32－1214

きたがわフィットネス教室のご案内
9月14日

10月12日
11月  9日
12月  7日
1月11日
2月  8日
3月  7日

土曜日（午前10：00～）
9月27日

10月25日
11月22日
12月20日
1月24日
2月21日

金曜日（午後7：00～）

3月20日

放送大学で「学び直し」しませんか

★ 放送大学 教養学部と大学院(修士選科生・修士科目生)の特長の一部をご紹介します。

★ 資料を進呈いたします。お気軽にお問合わせください。

学生の種類

科目履修生（６ヶ月在学）

選科履修生（１年間在学）

全科履修生（４年以上在学、卒業を目指す）

入　学　料

７，０００円

９，０００円

２４，０００円

授　業　料

１科目（２単位）１１，０００円

～大学院のご紹介～
１８歳以上ならば誰でも修士選科生・修士科目生として入学でき、好きな科目を１科目から学べます。

学生の種類

修士科目生（6ヶ月在学）

修士選科生（1年間在学）

入　学　料

１４，０００円

１８，０００円

授　業　料

１科目（２単位）２２，０００円
１科目（４単位）４４，０００円

注：修士・博士を目指す修士全科生と博士後期課程の募集については、別日程で入学選考があります。

【出願期間】第1回：２０１9年6月15日～8月31日／第2回：２０１9年9月1日～9月20日

〒780-8072　高知市曙町2丁目5-1　☎088-843-4864
放送大学ホームページ（https://www.ouj.ac.jp）　※「放送大学」で検索！

資料請求・お問合わせ：放送大学高知学習センター

健康運動指導士など
専門の先生が講師です
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主な対象として、ご家庭まで収集にうかがう「粗大ゴミ福祉収集事業」を行っています。
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但し、収集したゴミ処理料は有料とな
ります。
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収集の対象物は、村が各家庭に配布
している「ごみ分別パンフレット」に記
載する長山ごみ処理場及び安芸メル
トセンターに搬入できるごみです。

収集の対象物

次に掲げる粗大ごみについては、収集の対象としません。
・リサイクル家電(エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・
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とができないもの。
・取り外し作業、解体作業等が必要なもの。
・その他、運び出すことが著しく困難であると認められ
るもの。

収集の対象とならないもの

・収集を実施するときは、依頼者の立会いのもとに行います。
・家の敷地入り口に出されたごみを収集しますので、収
集できるよう準備して下さい。
・申込件数により希望する収集日に収集できない場合
があります。

収集にあたって

粗大ゴミ福祉収集事業を希望する方、お問合せは、電
話又は直接住民課にご連絡下さい。収集日の５日前ま
でに予約が必要です。
北川村役場　住民課　☎0887ｰ32ｰ1214

申込み方法及び、問い合わせ先

「 婚 活 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 」
参 加 者 募 集 に つ い て

　高知県では、出会いへの支援を希望する独身者をそれぞれの地域でボランティアでサポートしていただく「婚活サポー
ター」を募集しています。令和元年６月末現在で91名の婚活サポーター、20名の婚活サブサポーターの皆様にご協力をい
ただき、活動をしていただいています。本年度も新たなサポーターを養成するため、「婚活サポーター養成講座」を開催し
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地方公共団体です。
　8月26日（月）から、新築された高知県保健衛生総合庁舎（高知県庁・北庁舎　西隣）1階に事務所を移転し、業務を
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いました。2日間で３５名のみなさまにご参加いただきました。
　検診結果の見方だけでなく、減塩などの食生活のお話や、ご自宅でできるストレッチやウォーキングなど運動のポ
イントを学びました。
　　今年度の説明会は終わりましたが、健診結果や健康のお悩みなどありましたら、保健師や保健福祉推進員がご
相談にのりますので、お気軽にお問い合わせください。

　 放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う正規の大学です。働きながら大学を卒業したい、学びを楽しみた
いなど、さまざまな目的で、幅広い年代や職業の人達が学んでいます。
　大学や大学院の授業を負担の少ない費用で自分のペースで受けることができます。
　この機会にあなたも放送大学で学んでみませんか。

～教養学部のご紹介～
●入学試験はありません。
●卒業を目指さず、半年だけ在籍、1年だけ在籍も可能です。好きな科目を１科目から学べます。
●入学資格をお持ちの方は誰でも卒業を目指すことができます。卒業すると学士を取得できます。

・健康な体づくりを目的に簡単な
ストレッチや筋肉トレーニングを
行います

・教室は、1時間15分程度
 （受付は30分前より行います）

健診結果説明会を行いました！健診結果説明会を行いました！

（場所：保健センター）

お問い合わせ：住民課まで　☎32－1214
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12月20日
1月24日
2月21日

金曜日（午後7：00～）

3月20日

放送大学で「学び直し」しませんか

★ 放送大学 教養学部と大学院(修士選科生・修士科目生)の特長の一部をご紹介します。

★ 資料を進呈いたします。お気軽にお問合わせください。

学生の種類

科目履修生（６ヶ月在学）

選科履修生（１年間在学）

全科履修生（４年以上在学、卒業を目指す）

入　学　料

７，０００円

９，０００円

２４，０００円

授　業　料

１科目（２単位）１１，０００円

～大学院のご紹介～
１８歳以上ならば誰でも修士選科生・修士科目生として入学でき、好きな科目を１科目から学べます。

学生の種類

修士科目生（6ヶ月在学）

修士選科生（1年間在学）

入　学　料

１４，０００円
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注：修士・博士を目指す修士全科生と博士後期課程の募集については、別日程で入学選考があります。

【出願期間】第1回：２０１9年6月15日～8月31日／第2回：２０１9年9月1日～9月20日

〒780-8072　高知市曙町2丁目5-1　☎088-843-4864
放送大学ホームページ（https://www.ouj.ac.jp）　※「放送大学」で検索！

資料請求・お問合わせ：放送大学高知学習センター

健康運動指導士など
専門の先生が講師です
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～秋バテに注意～9月

保健だより

　夏バテとは、8月の暑い時期に体力や食欲が低下し、なんとなく体がだるい・食欲がないといった不調があらわれ
る症状のことです。しかし、涼しくなった9月下旬頃から、体がだるい・食欲がないといった夏バテに似た症状があら
われてしまうことがあります。これを「秋バテ」と呼びます。
　夏場は、クーラーによる室内と屋外との寒暖差から、自律神経が乱れ血行不良になりがちです。
　このような体の状態で秋を迎えると、一気に夏の疲れがあらわれ、「だるい」「頭が痛い」「めま
いがする」「肩がこる」といった様々な不調に見舞われてしまうのです。

　秋といえば「食欲の秋」「スポーツの秋」「読書の秋」など楽しいことが目白押し
ですね！
　ところが、過ごしやすいはずの秋なのに、「なんだか元気がない」「食欲がな
い」「頭が痛い」といった、体の不調が気になる方はいませんか？
　実はその症状の正体は、「秋バテ」かもしれません。 

「夏バテ」と「秋バテ」について

　秋バテは生活リズムが崩れたときに起こりやすくなります。特に冷たいものを摂り過ぎると、内臓が冷えて、免疫
機能の低下につながりますので注意しましょう。

•37～39℃のぬるめのお湯にゆっくりと浸かり1日の疲れを癒す
•マッサージやストレッチで体のコリをほぐす
•ウォーキングなど有酸素運動を取り入れてみる
•ビタミン、ミネラルを積極的にとる

「秋バテ」の予防＆対策

生活リズムを整えるためのポイント

　「日焼けをしたあと、とても疲れた」という経験はありませんか？
　これは、紫外線が全身の免疫システムに異常をきたし、体力を奪ってしまうからです。少し
涼しくなったからといって、紫外線対策を怠り、紫外線を浴びすぎると、疲労が蓄積され、秋
バテを引き起こすこともあります。
　この時期も油断せずに紫外線対策を行いましょう。

紫外線も「秋バテ」の要因に？

夏を過ぎても油断は禁物！！ 「秋バテ」にご注意

秋バテ対策には、カボチャ・さつまいも・きのこ
類・鮭・豆乳・ぎんなん・山芋・ハチミツなどを積極
的に摂るのがおススメですよ。
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国民年金保険料は口座振替がお得です！
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円割引される早割制度や、現金納付
よりも割引額が多い「6ヶ月前納」「1年前納」「2年前納」もあり大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参の上、ご希望の金融機関また
は年金事務所へお申し出ください。

納付書での支払ならPay―easy（ペイジー）が便利です！
　ペイジーなら、自宅や外出先から、夜間や休日でも納付ができ便利です。
　納付書の左側に記載されている、「収納機関番号」、「納付番号」、「確認番号」をペイジー対応のATM、インター
ネットバンキングまたはモバイルバンキングの画面に入力するだけで納付できます。
　但し、コンビニエンスストア内に設置されている複数の銀行に対応しているATMでは利用できませんので、ご
注意ください。

出張年金相談開設日程

 9月  5日（木）10：00～12：00／13：00～15：00
 安芸市総合社会福祉センター

 予約制（南国年金事務所へ申し込み）

 9月26日（木）11：00～12：00／13：00～15：00
 室戸市役所　

 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです
○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）
  8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15

○週末の年金相談
・9月14日（第2土曜日）
  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数は若干
少なくなっています）

年金事務所への相談について
　相談の際には、事前の予約をおすすめしています。予約がない場合に、長時間お待たせすることがありますので、
「ねんきんダイヤル（０５７０－０５－１１６５）」へ予約の上、来訪ください。

高知家手帳予約受付中！！高知家手帳予約受付中！！ （申し込みはお早めに）
◎ただいま、来年の高知家手帳（2020年版）購入予約申し込みを受け付けています。
◎暮らしやビジネスにぜひご活用ください。

＊内　容 行政区画図、ダイアリー（行事予定表・日記）、
 資料（県内主要統計表・官庁関係資料・暮らしの各種資料）
＊価　格 ポケット版（9×14.5㎝）　５００円　
 デスク版（13×21㎝）　　７５０円　
＊申し込み期限
 令和元年９月２６日（木）

全国からみた高知県のすがた、市町村要覧、高知県組織機
構一覧、中央主要官庁等、家庭の儀式 一口辞典、書簡用語、
印紙税額一覧表、災害伝言サービス、救急告示病院･診療所
一覧 等

カバーの色　アイ色

《申込先》 北川村役場　総務課　浜渦　啓太　☎0887-32-1212
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～秋バテに注意～9月
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ネットバンキングまたはモバイルバンキングの画面に入力するだけで納付できます。
　但し、コンビニエンスストア内に設置されている複数の銀行に対応しているATMでは利用できませんので、ご
注意ください。
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・9月14日（第2土曜日）
  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数は若干
少なくなっています）

年金事務所への相談について
　相談の際には、事前の予約をおすすめしています。予約がない場合に、長時間お待たせすることがありますので、
「ねんきんダイヤル（０５７０－０５－１１６５）」へ予約の上、来訪ください。
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◎ただいま、来年の高知家手帳（2020年版）購入予約申し込みを受け付けています。
◎暮らしやビジネスにぜひご活用ください。

＊内　容 行政区画図、ダイアリー（行事予定表・日記）、
 資料（県内主要統計表・官庁関係資料・暮らしの各種資料）
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＊申し込み期限
 令和元年９月２６日（木）

全国からみた高知県のすがた、市町村要覧、高知県組織機
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乳 児 検 診
1歳6ヵ月・3歳 児 健 診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こう ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

9月4日㈬
9月１８日㈬

9月5日㈭・12日㈭・19日㈭・25日㈬・26日㈭
9月6日㈮・13日㈮・20日㈮・25日㈬・27日㈮

9月4日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬
9月5日㈭・12日㈭・19日㈭・25日㈬・26日㈭

9月4日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬
9月3日㈫・10日㈫・17日㈫・24日㈫・25日㈬
9月5日㈭・12日㈭・19日㈭・25日㈬・26日㈭
9月6日㈮・13日㈮・20日㈮・25日㈬・27日㈮

9月17日㈫・25日㈬
9月19日㈭・25日㈬
9月4日㈬・25日㈬
毎週木曜日
毎週木曜日

（受付）12：45～13：30
（受付）12：45～13：30
 10：00～
 10：00～ 
 10：00～
 13：30～
  9：30～
  9：30～
 13：30～ 
  9：00～
 10：30～
 10：00～ 
 10：00～ 
  9：00～16：00
  9：00～

奈 半 利 町 町 民 会 館
奈半利町保健センター
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
北川村保健センター
北川村保健センター

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所

みどり保育所

PHOTO通信

生活リズム・すくすくリズム表彰
令和元年8月

行 事 予 定 表

弘田さんご一家

ご家族からの一言

「優しく周りに気遣いが
　　　 できる子に育ってね」

空音さん（平成30年8月20日生まれ）

あ の ん

西野さんご一家

ご家族からの一言

「１才のお誕生日おめでとう！
元気いっぱいで優しい子に育ってね!!」

颯恭さん（平成30年8月5日生まれ）

そうすけ


